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【序章】 
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序章 
 
 本研究をはじめるにあたって，問題の所在と研究の目的，研究の意義などを示す必要が
ある．そこで，序章では第1節において本研究の問題の所在と研究の目的を示し，第2節で
本研究の人間形成の視点の設定，第3節において本研究に関わる先行研究の検討，第4節に
おいて研究の課題・方法・意義を示す．また，第5節で本研究の時期区分・全体的仮説，
第6節で本研究の限界を示す．以上によって，本章では，本研究全体の基本的な進め方を
提示したい． 
 
  
【序章】 
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第1節 問題の所在と研究の目的 
 
第1項 問題の所在 
近年，中華人民共和国（以下「中国」と略す）では，青少年による暴力（宋，2012）や
インターネット依存（中国教育報，2010）などが社会問題となっている．実際に，青少年
による学校暴力に関する報道件数は，2014年に22件，2015年に105件，そして，2016年に
は222件と年々増加している注1）．そのため，このような社会問題を解決するための取り組
みが学校教育にも求められている． 
そこで，教科体育注2）においてもまた，青少年を取り巻く諸課題への対処を意図した取
り組みが急務となっている．実際に，教科体育は身体を直接の媒介として集団達成感や有
能感を味わわせることができるため，人間形成注3）の上でも有効であることが，日本（友
添ほか，1995；友添・梅垣，2003；梅垣ほか，2006）やアメリカ（Hellison，2011）の
研究で示されている．中国においても，2011年から実行されている『義務教育・体育与健
康課程標準』（中国の教科体育のナショナルカリキュラム注4））では，人間形成に関する目
標が明示されている． 
しかしながら，中国の教科体育は，未だに体力の増進および技能の習得に偏る傾向にあ
り，学習者の人間形成に関わる教科体育の教育実践が十分に行われているとはいえない
（秦・王編，2013）．さらに，初等中学校（以下「中学校」と略す）の教科体育は，1993
年から全国の高校入試科目になった．表序-1の例示のように，2016年の北京市で実施され
た高校入試における教科体育の内容は，主に体力テスト・技能テストである注5）．本来，教
科体育を入試科目とする意図は，学校教育全体の中に教科体育の重要性を喚起することに
あるが，謝（2008）は，教科体育の教育実践が入試対策として体力の増進や技能の習得に
偏る傾向にあることを問題視している． 
以上の状況に鑑みると，中国の現在の教科体育の教育実践は，学習者の体力の増進およ
び技能の習得に偏っており，人間形成に関する教育実践が十分に行われているとはいえな
い．これからの中国の教科体育における人間形成の在り方を考えていくためには，このよ
うな問題を積極的に解決していく必要があると考えられる．なぜなら，教科体育は運動学
習という固有の学習形態を基盤としながら，技能習得を目指して人格を陶冶する多種多様
な契機を内包した学習活動であり，それ自体は，他教科の学習に比して大きな可能性を有
していると考えられるからである． 
【序章】 
3 
 
しかしながら，中国の教科体育において人間形成に関する取り組みが不十分にならざる
を得ない背景や，教科体育のナショナルカリキュラムと学校現場での教育実践が乖離する
要因については，十分に検討されてこなかった．このことは，中国の教科体育の発展を期
する上で看過することのできない問題であるといえよう． 
そのため，本研究では以上の問題意識をもとに，中国の教科体育における人間形成の取
り扱いがどのように変容・発展してきたのかについて明らかにしていく．こうした取り組
みによって，教科体育の人間形成をめぐる問題の核心に迫るとともに，多角的な視点から
その問題解決に資することができると考える． 
 
表 序-1 2016年北京市高校入試試験：教科体育試験内容 
 
（「2016年北京市初中畢业昇学体育考試方案」（北京市教育委員会，2015）より作成） 
 
 
第2項 研究の目的 
本研究の目的は，まず中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を明
らかにすることである．次に，人間形成の視点を設定した上で，ナショナルカリキュラム
の内容の分析および人間形成に関する教育実践の展開状況を明らかにすることである．そ
して，教科体育における人間形成に関する指導的内容の設定に影響する要因を明らかに
し，今後の教科体育における人間形成の改善に向けて提言を行う． 
  
項目 満点
1000メートル走（女子は800メートル） 10点
①「実心球投げ（投擲）」
②懸垂（女子はクランチ）（＊2種目から1つ選択）
10点
①サッカーのドリブル
②バレーボールのレシーブ
③バスケットボールのドリブル（＊3種目から1つ選択）
10点
第1学年，第2学年，第3学年の秋学期の成績 10点
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第 2 節 本研究の人間形成の視点の設定 
中国の教科体育に関する先行研究や教科体育のナショナルカリキュラムおよび教育実践
を考察・検討するために人間形成の視点を設定する必要がある． 
そこで，本研究では，はじめに教科体育の発展過程で豊かな経験を蓄積してきた日本の
小学校・中学校の学習指導要領（文部科学省，2017a，2017b），アメリカの教科体育のナ
ショナルスタンダード（Society of Health And Physical Education，2014），ニュージー
ランドのナショナルカリキュラム（Ministry of Education，2014）を参照し，人間形成に
関する具体例を抽出する． 
まず，日本の小学校・中学校の教科体育の学習指導要領から学習者の態度に関する目標
を抽出し，下記の表序-2 に示した．この表を分析してみると，日本の教科体育では，人間
形成の目標に関して，主に学習者間の関わりや交流を通してよい人間関係を構築すること
や，ルールやマナーを守り，自己責任を果たすことなどを通して道徳的行為を養成するこ
とが求められている． 
 
表 序-2 日本の学習指導要領・体育編における人間形成の具体例 
 
（『小学校学習指導要領解説：体育編』（文部科学省，2017a），『中学校学習指導要領解説：保健体育
編』(文部科学省，2017b）より作成） 
 
次に，アメリカの Society of Health and Physical Education という組織が作成した
2014 年の教科体育のナショナルスタンダードについて検討する．このナショナルスタンダ
小学校：
・きまりを守り誰とでも仲よく運動
する
・約束を守り助け合って運動をする
・順番やきまりを守り誰とでも仲よく
運動をする
・勝敗を受け入れる
・友達の考えを認める
・仲間の考えや取り組みを認める
・互いのよさを認め合い助け合って踊る
・場の安全に気を配る
中学校：
・仲間の学習を援助しようとする
・互いに助け合い教え合おうとする
・一人一人の違いに応じた動き・課題・挑
戦・表現・役割・などを認めよとする
・一人一人の違いに応じたプレイなどを認め
ようとする
・話合いに参加しようとする
・作戦などについて話合いに参加しようとする
・よい演技を認め，讃えようとする
・勝敗などを認め，冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを守り，大切にしようとする．
・分担した役割，自己の責任を果たそうとする
・作戦，作品，発表などについての話合いに貢献
しようとする
日本：態度に関する目標
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ードにおける人間形成の目標は，「自己や他人を尊重し，責任ある個人的・社会的行為を
示すこと」（Society of Health and Physical Education，2014，p．36）である（表 序-
3・表 序-4）．さらに，この目標領域は，「個人的責任」，「他者との協同」，「ルール・きま
り」の 3 つの項目で構成されている．これらのことから，アメリカの教科体育のナショナ
ルスタンダードには，人間形成の目標に関して，主に多様な集団的活動の中で，独立的な
活動や他者との協力によって肯定的人間関係を構築すること，さらには責任感を持ち，ル
ールやきまりを遵守することを通して，道徳的行為を養成するという目標が設定されてい
るといえる． 
続いて，2014 年に，ニュージーランドの Ministry of Education（日本の文部科学省と
相当する）が公布した教科体育のナショナルカリキュラムには，「他者との関係」の人間
形成に関する目標領域が示されている（表 序-5）．この「他者との関係」の目標領域は，
「人間関係」，「アイデンティティ・感受性・尊重」，「対人能力」の 3 つの項目で構成され
ており，学習者の人間関係構築能力の養成が目標の中心に定められている．  
以上のように，日本，アメリカ，ニュージーランドの教科体育のナショナルスタンダード
やナショナルカリキュラムにおける人間形成に関する目標を検討したところ，教科体育の
人間形成は，他者との人間関係構築能力および個人の道徳的行為を身につけさせることに
重点を置いていたことがわかる．こうした各国の教科体育の人間形成の特徴は，社会との連
関の中で個人を形成し，グローバル化が進展する多文化社会に対応できる市民的資質の育
成という点から，いわゆる「市民性教育」に近似する取り組みであると考えられる． 
市民性教育とは，社会の構成員としての「市民」が備えるべき資質・能力を育成するため
に，他者尊重や個人の権利の享受，人種・文化の多様性の価値など，社会参画に必要な知識，
技能，価値観などを身につけさせる教育のことを指す（小玉，2003）．こうした市民性教育
は，1999 年にイギリスの中等学校で教科としての“Citizenship”が必修化されたことを契機
に，世界の様々な国・地域において学校教育の主要なテーマとして発展を遂げてきた．「市
民性」の定義は時代や社会状況により異なるため，その内実を概念規定することは困難であ
るが，批判的思考力や問題解決能力を育成し，民主的参加をなし得る市民の育成という点で，
各国に共通点がみられるとする（嶺井，2007）．このことは中国においても例外ではなく，
高（2012）によれば，中国の市民性教育はすでに 1999 年の教育課程改革以後，社会科を中
心に各教科の教育実践においても取り組まれてきたという．このことからも，教科体育にお
いても市民性教育に基づいた何らかの教育実践が展開されていたことが窺える．こうした
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状況に鑑みれば，「市民性教育」は中国の教科体育の人間形成の実態解明に際して，大きな
手掛かりを与えてくれると考える． 
一方で，中国では，建国後の 1949 年から長きに渡って社会主義に基づいた道徳的規範の
教育，すなわち「共産主義的道徳」を育む教育実践が中央政府注 6）の主導で実施されてきた
（宋，2007）．「共産主義的道徳」の教育実践を進めるために，中央政府は「政治科」という
教科を設置し，それを担当する教員を配置するなど，多様な方策を実施した（宋，2007）．
中でも教科体育では，国家の発展に資する身体を有する労働者を養成し，あるいは国防に必
要な軍事的人材を養成するために，学習者の愛国心，規律性，服従性，堅忍，集団意識など
の共産主義的道徳の目標が設定されていたという（課程教材研究所，2001）．そのため，「共
産主義的道徳」の人間形成もまた，中国の教科体育の人間形成の視点の 1 つに位置づける
必要があると言える．  
 以上の検討から，本研究では，「市民性教育」と「共産主義的道徳」を教科体育における
人間形成の視点として設定する．これにより，中国における教科体育の人間形成の実態を具
体的に明らかにしていく． 
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表 序-3 アメリカの教科体育のナショナルスタンダードにおける人間形成の具体例 
（学級レベル 1-5） 
 
（“National standard & grade-level outcomes for K-12 physical education”（Society of Health and 
Physical Education，2014，p．36）より作成） 
ア
メ
リ
カ
目
標
領
域
:
自
己
や
他
人
を
尊
重
し
，
責
任
あ
る
個
人
的
・
社
会
的
行
為
を
示
す
．
1
2
3
4
5
個
人
的
責
任
結
果
1
設
備
や
空
間
を
適
切
に
使
用
し
，
個
人
的
責
任
を
負
う
．
最
低
限
の
教
師
の
指
示
で
技
能
を
修
得
す
る
．
教
師
中
心
の
活
動
に
お
い
て
個
人
的
責
任
感
を
示
す
．
独
立
的
グ
ル
ー
プ
の
環
境
に
お
い
て
責
任
感
を
示
す
．
責
任
あ
る
対
人
行
動
（
例
：
仲
間
対
仲
間
，
学
習
者
対
教
師
，
学
習
者
対
審
判
員
）
で
身
体
活
動
を
行
う
．
結
果
2
学
習
環
境
の
ル
ー
ル
お
よ
び
規
制
に
従
う
．
行
為
と
表
現
を
通
し
て
，
ク
ラ
ス
の
き
ま
り
に
対
す
る
責
任
を
受
け
入
れ
る
．
長
時
間
独
立
に
働
く
．
個
人
的
な
社
会
的
行
動
を
身
体
活
動
に
反
映
す
る
．
・
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
的
活
動
内
容
・
環
境
・
施
設
に
お
い
て
，
責
任
あ
る
個
人
行
動
で
参
加
す
る
．
・
身
体
活
動
に
従
事
し
て
い
る
間
，
適
切
な
行
動
で
自
尊
心
を
示
す
．
他
者
と
の
協
同
結
果
3
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ス
環
境
（
例
：
小
グ
ル
ー
プ
，
大
グ
ル
ー
プ
）
で
は
，
独
立
に
従
事
す
る
．
パ
ト
ナ
ー
が
い
る
と
し
て
も
，
独
立
に
従
事
す
る
．
・
他
者
と
協
力
す
る
・
他
者
の
よ
い
演
技
を
讃
え
る
．
・
技
能
が
高
く
て
も
低
く
て
も
，
両
方
の
演
技
を
讃
え
る
．
・
身
体
活
動
で
は
，
多
様
な
技
能
レ
ベ
ル
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
受
け
入
れ
る
．
身
体
的
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
に
，
よ
い
技
能
と
低
い
技
能
の
他
者
を
両
方
に
受
け
入
れ
，
積
極
的
に
関
わ
る
．
ル
ー
ル
・
き
ま
り
結
果
4
ク
ラ
ス
活
動
で
確
立
し
た
き
ま
り
を
守
る
．
教
師
主
導
の
身
体
的
活
動
で
は
，
ル
ー
ル
・
き
ま
り
を
認
識
す
る
．
身
体
的
活
動
で
は
，
仲
間
と
一
緒
に
ル
ー
ル
・
き
ま
り
を
遵
守
す
る
．
多
様
な
身
体
的
活
動
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
遵
守
し
適
応
す
る
．
多
様
な
ゲ
ー
ム
活
動
に
お
け
る
ル
ー
ル
・
き
ま
り
を
批
判
す
る
．
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表 序-4 アメリカの教科体育のナショナルスタンダードにおける人間形成の具体例 
（学級レベル 6-8） 
 
（“National standard & grade-level outcomes for K-12 physical education”（Society of Health and 
Physical Education，2014，p．49）より作成） 
ア
メ
リ
カ
目
標
領
域
:
自
己
や
他
人
を
尊
重
し
，
責
任
あ
る
個
人
的
・
社
会
的
行
為
を
示
す
．
6
7
8
個
人
的
責
任
感
結
果
1
適
切
な
マ
ナ
ー
で
，
設
備
を
大
切
に
扱
い
，
安
全
的
行
為
を
示
す
こ
と
を
通
し
て
，
個
人
的
な
責
任
感
を
示
す
．
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協
力
し
，
包
容
的
な
行
動
を
示
し
，
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
責
任
あ
る
社
会
的
行
動
を
示
す
．
自
分
自
身
の
身
体
活
動
や
健
康
状
態
を
改
善
す
る
責
任
を
負
う
．
結
果
2
積
極
的
な
自
己
暗
示
な
ど
の
適
切
な
方
策
で
，
自
己
強
化
の
積
極
的
・
健
康
的
行
為
を
行
う
．
授
業
外
の
身
体
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
，
内
的
お
よ
び
外
的
な
動
機
づ
け
を
示
す
．
効
果
的
な
自
己
監
視
の
ス
キ
ル
を
用
い
て
，
学
校
内
外
の
身
体
活
動
の
機
会
に
組
み
込
む
．
他
者
と
の
協
同
結
果
3
励
ま
し
と
肯
定
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
で
，
身
体
発
達
・
成
熟
・
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
違
い
を
受
け
入
れ
る
．
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
協
力
的
ス
キ
ル
を
示
す
．
競
合
を
解
決
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
，
身
体
活
動
中
の
参
加
者
の
道
徳
的
お
よ
び
非
道
徳
的
行
動
に
対
し
て
，
適
切
に
対
応
す
る
．
結
果
4
冒
険
活
動
，
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ま
た
は
チ
ー
ム
構
築
活
動
の
間
に
，
少
人
数
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協
力
す
る
．
冒
険
活
動
，
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
活
動
に
，
少
人
数
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
一
緒
に
問
題
を
解
決
で
き
る
．
冒
険
活
動
，
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ま
た
は
大
規
模
な
グ
ル
ー
プ
活
動
に
，
多
数
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協
力
し
，
問
題
を
解
決
す
る
．
ル
ー
ル
・
き
ま
り
結
果
5
身
体
活
動
・
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス
活
動
の
ル
ー
ル
・
き
ま
り
を
識
別
す
る
．
変
更
さ
れ
た
身
体
的
活
動
や
ゲ
ー
ム
を
自
主
的
に
執
行
す
る
こ
と
，
ま
た
は
ダ
ン
ス
を
創
作
・
変
更
す
る
た
め
の
き
ま
り
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
，
規
則
と
き
ま
り
の
知
識
を
示
す
．
一
定
の
範
囲
内
に
，
身
体
活
動
・
ゲ
ー
ム
を
変
更
し
，
一
連
の
創
作
ダ
ン
ス
の
動
き
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
ル
ー
ル
と
き
ま
り
を
適
用
す
る
．
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表 序-5 ニュージーランドの教科体育のナショナルカリキュラムにおける      
人間形成の具体例† 
 
†ニュージーランドの学習レベルの設定に関して，レベル 1-8 は，第 1-13 学年を対応する．1 つのレベルには，1 つ
の学年を対応することではなく，3 つから 5 つの学年に相当し，そして，1 つの学年では，3 つのレベルが同時に並べ
る状況もある（Ministry of Education，2007）． 
（“Health and physical education：The New Zealand curriculum”（Ministry of  
Education，2014）より作成） 
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
：
他
者
と
の
人
間
関
係
レ
ベ
ル
1
 
レ
ベ
ル
2
レ
ベ
ル
3
レ
ベ
ル
4
レ
ベ
ル
5
レ
ベ
ル
6
レ
ベ
ル
7
レ
ベ
ル
8
人
間
関
係
他
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
探
求
し
,共
有
す
る
.
個
人
と
グ
ル
ー
プ
内
の
関
係
を
維
持
し
強
化
す
る
方
法
を
特
定
し
，
実
践
す
る
．
関
係
を
確
立
し
，
変
化
す
る
関
係
に
関
す
る
対
応
方
法
を
特
定
し
，
比
較
す
る
．
人
間
関
係
に
関
す
る
状
況
，
役
割
，
責
任
の
変
化
の
影
響
を
特
定
し
，
適
切
な
対
応
を
述
べ
る
．
人
間
関
係
の
問
題
を
特
定
し
，
肯
定
的
な
結
果
を
達
成
す
る
た
め
の
選
択
を
述
べ
る
．
人
々
の
行
動
，
信
念
，
意
思
決
定
，
価
値
観
が
，
個
人
や
団
体
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
理
解
す
る
．
意
義
が
あ
る
対
人
関
係
の
性
質
と
利
点
を
分
析
す
る
．
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
状
況
に
お
け
る
有
効
な
人
間
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
批
判
的
に
分
析
す
る
．
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
感
受
性
・
尊
敬
グ
ル
ー
プ
で
共
有
と
協
力
を
通
し
て
敬
意
を
表
す
.
個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
特
性
を
共
有
し
，
特
性
で
あ
る
か
を
述
べ
る
．
人
々
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
，
自
分
自
身
や
他
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
，
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
方
法
を
特
定
す
る
．
差
別
を
認
識
し
，
自
分
や
他
者
の
権
利
と
気
持
ち
を
支
え
る
た
め
に
，
責
任
を
と
っ
て
行
動
す
る
．
差
異
に
関
連
す
る
態
度
や
価
値
観
が
，
自
分
と
他
者
の
安
全
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
を
理
解
す
る
．
社
会
的
状
況
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
回
避
ま
た
は
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
，
自
分
や
他
者
の
権
利
と
責
任
を
認
識
す
る
方
策
を
計
画
し
，
評
価
す
る
．
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
役
割
の
期
待
を
強
化
す
る
信
念
・
態
度
・
慣
習
を
分
析
し
，
こ
れ
ら
が
個
人
，
グ
ル
ー
プ
，
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
人
々
の
選
択
を
行
う
方
法
を
特
定
す
る
．
争
い
の
原
因
と
な
る
態
度
・
価
値
観
・
行
動
を
批
判
的
に
分
析
し
，
よ
り
調
和
な
関
係
を
作
り
出
す
方
法
を
特
定
し
，
述
べ
る
．
対
人
能
力
自
分
の
ア
イ
デ
ア
,
ニ
ー
ズ
,欲
求
,感
情
を
明
確
に
表
現
し
,他
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
.
自
分
の
ア
イ
デ
ア
，
ニ
ー
ズ
，
欲
求
，
感
情
を
適
切
に
表
現
し
，
他
者
に
高
感
度
に
耳
を
傾
け
て
肯
定
す
る
．
他
者
と
の
や
り
と
り
を
影
響
す
る
可
能
性
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
特
定
し
，
こ
れ
ら
を
管
理
す
る
た
め
の
基
本
的
な
主
張
や
方
策
を
実
践
す
る
．
他
者
と
適
切
に
交
流
で
き
る
よ
う
に
，
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
を
述
べ
て
，
実
践
す
る
．
さ
ま
ざ
ま
な
設
定
の
中
に
，
自
分
や
他
者
に
安
全
な
選
択
を
さ
せ
る
た
め
に
，
役
立
つ
多
様
な
対
人
関
係
ス
キ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
す
る
．
挑
戦
的
な
状
況
に
対
し
て
，
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
対
人
関
係
の
ス
キ
ル
を
実
践
す
る
．
争
い
，
競
争
，
お
よ
び
関
係
の
変
化
を
対
応
す
る
た
め
に
，
情
報
を
評
価
し
，
情
報
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を
行
い
，
対
人
関
係
ス
キ
ル
を
効
果
的
に
用
い
る
．
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
さ
せ
る
た
め
の
態
度
と
対
人
関
係
の
ス
キ
ル
を
，
分
析
し
評
価
す
る
．
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第 3 節 先行研究の検討 
第 3 節では，第 2 節で設定した人間形成の視点から，先行研究の検討を行う．ここでは，
中国の教科体育における人間形成を直接的に扱った研究がほとんど行われていないため，
本研究では，以下の研究に焦点を当てて，人間形成に関する若干の記述が散見される教科体
育に関する歴史研究を概観していく． 
1．中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略的研究 
2．中国の教科体育のナショナルカリキュラムの変容過程に関する研究 
 
こうした中国の教科体育の歴史的変遷を取り上げた研究を検討することによって，教科
体育における人間形成の発展の足跡をたどることができると考える． 
 
第 1 項 中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略的研究 
 まず，中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略的研究について確認しておきたい． 
 国家スポーツ運動委員会主任の伍紹祖が編集した『中華人民共和国体育史』（伍編，1999）
には，1949 年に中国が建国されてから 1998 年までの教科体育の展開および関連する出来
事について紹介されている．そこでは，1952 年-1957 年の期間に，教科体育の制度が整備
され，旧ソビエト連邦（以下「旧ソ連」と略す）を参考に初めてのナショナルカリキュラム
が作成されたことが記されている．その中で，この時期の教科体育の目的は国家の建設者お
よび防衛者の養成に重点を置いていたことが指摘されている（伍編，1999）． 
続いて，1957 年-1966 年の時期は，国内では青少年の健康問題の顕在化，国外では旧ソ
連，ベトナム，インドとの国境紛争が勃発していた．このような社会背景において，教科体
育のナショナルカリキュラムには，体力・技能・政治教育の 3 つの目標領域が定められてい
た．また，教育実践では体力の向上を要務とし，基礎的運動の技能および学習者の興味を目
標としていたことが述べられている（伍編，1999）．さらに，1966 年-1976 年頃の「文化大
革命」注 7）（以下「文革」と略す）運動の時期では，学校教育の秩序が崩壊し，教科体育も
停止になり，学校では主に軍事訓練が行われていたとされている（伍編，1999）． 
そして，1976 年-1985 年の期間に，学校教育の秩序が回復し，教科体育の目標は体力の
向上が中心となり，1985 年-1992 年の期間にスポーツと体育の区別の討論がはじまり注 8），
教科体育について，教育的機能などが提起された．この時期の教科体育のナショナルカリキ
ュラムでは，教科の目標設定が運動領域の特性と結びつき具体化され，教育実践では，学習
【序章】 
11 
 
者の心理的要素や個人の差異が重視されていた（伍編，1999）． 
このように，伍編（1999）の研究を教科体育における人間形成に即して分析してみると，
1957 年-1966 年の期間に，人間形成に関わる政治教育の目標が設定されていたことが明ら
かになった． 
 続いて，日本の文部科学省にあたる中国教育部（以下「教育部」と略す）の体育司注 9）の
副司長の李晋裕が，中心となって編集した『中華人民共和国教育専題史従書：学校体育史』
（李ほか編，2000）では，1949 年に中国が建国してから 1999 年までの時期が社会背景の
変化に依拠しながら，4 つに区分されている． 
そこでは，第 1 段階の 1949 年 10 月-1956 年 8 月の期間，第 2 段階の 1956 年 9 月-1966
年 4 月の期間および，第 3 段階の 1966 年 5 月-1976 年 9 月の期間において，教科体育のナ
ショナルカリキュラムにおける目標設定や教育実践の実態に関する記述がなされており，
先述した伍編（1999）による時期区分とほぼ同じである．  
他方で，第 4 段階にあたる 1976 年-1999 年の期間については，李ほか編（2000）がさら
に 3 つの段階に分けている．まず，1976 年 10 月-1982 年 8 月の期間は，体力の向上を中
心としており，教育実践では，アスリートの予備養成の内容が廃止になり，体力の向上を中
心に，運動負荷および練習回数が重視されていたとされている（李ほか編，2000）．次に，
1982 年 9 月-1992 年 9 月の期間は，運動領域の一部が各地の状況によって柔軟に対応可能
なカリキュラムとなっており，「良好な社会道徳」という目標が提起されていた（李ほか編，
2000）．そして，1992 年-1999 年の期間は，1992 年に公布した教科体育のナショナルカリ
キュラムが全国で施行され，学習者の競争意識，チームワーク精神，創造性などの目標が求
められていた．また，教育実践に関しては，各地で，多様な自主的教育実践が行われ，山東
省（省の行政レベルは，日本の県に当たる）では「和楽教育」注 10）の展開などの例が挙げら
れている（李ほか編，2000）． 
以上のことから，李ほか編（2000）によれば，ナショナルカリキュラムの内容は，1982
年-1992 年の期間に，「良好な社会道徳」や協同力など人間形成に関わる目標が設定されて
おり，教育実践においては，1992 年-1999 年の期間に人間関係の構築を促す自主的教育実
践が展開されていたことがわかる．  
 王（2004）は，中国の教科体育の歴史的変遷について検討する中で，1949 年-2003 年を
3 つの時期に分けている．そして，各時期の教科体育のナショナルカリキュラムの内容を考
察している．第 1 時期の 1949 年-1985 年の期間における教科体育では，運動技能が中心と
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され，運動領域の設定が少なく，かつ柔軟的対応も欠如であり，教師中心の指導のもとで，
運動の楽しさも欠けていたことを指摘している（王，2004）．第 2 時期の 1985 年-1999 年
の期間では，人間形成に関する教育実践がまだ十分に展開されていなかった．第 3 時期の
1999 年-2003 年の期間では，「素質教育」注 11）の推進によりナショナルカリキュラムにおい
て，人間形成に関する目標が設定されたことが明らかとなったものの，詳細な分析は行われ
ていなかった． 
 以上のように，中国の教科体育の歴史的変遷に関する概略をまとめることができ，教科体
育における人間形成に関する若干の記述も散見された．また，人間形成の視点から教育実践
を検討するのはほとんど見られていない． 
 
第 2 項 中国の教科体育のナショナルカリキュラムの変容過程に関する研究 
 范・譚（2005）は「改革・開放」注 12）以降の教科体育の目標の変化について検討する中
で，教科体育の目標の特徴の変化をもとにして，4 つの時期区分を設定している．1979 年-
1982 年の時期および，1982 年-1985 年の時期の内容は，上述した伍編（1999）・李ほか編
（2000）が述べた内容とほぼ同じである． 
団・毛（1988）は，日本と中国の教科体育に関する理念，教科体育の目標，ナショナルカ
リキュラムや学習指導法の特徴などについて，両国の社会的・経済的要因を比較した．その
中で，両国の教科体育が 80年代において，改革の方向に大きく歩みはじめたことを指摘し，
その改革の傾向の中に，両国の教科体育における人間形成や個性の尊重および創造力を養
うことなどの類似点を見出している． 
他方で，80 年代だけを扱った潘（1989）は，中国の 80 年代の教科体育の理念の変化を
検討し，この時期に，国内の新たな社会要請を背景として変化していったことを指摘してい
る．具体的には，中国の教科体育では，アメリカ，日本，ソビエト連邦，カナダ，東ドイツ，
西ドイツなどの先進諸国の教科体育の教科目標を参考にし，単に身体重視，技能重視の目標
から，心理的，社会的，教育的，道徳的な目標が取り入れられたことを明らかにしている． 
以上の団・毛（1988），潘（1989）の研究から，80 年代の教科体育のナショナルカリキ
ュラムは，先進諸国の教科体育を参考にした研究者の影響により，人間形成的な目標が設定
されるようになったことが明らかになった．一方で，潘（1989）は，中国の教科体育の目標
において人間形成に関する社会的・道徳的目標が位置づけられたのは，先進諸国の学校体育
を参考にした研究者の影響によるものとしているものの，人間形成が具体的にどのように
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ナショナルカリキュラムに位置づけられていったのか，その詳細は十分には検討されてい
ない． 
  
以上の先行研究から，中国の教科体育における人間形成の発展過程は，次のように整理す
ることができる． 
まず，中国建国から文革運動時期以前には，教科体育では，体力や運動技術が重視され，
労働生産および国防に奉仕する人材を養成することが目的とされ，学習者の政治教育も行
われていた．この時期の政治教育は，「共産主義的道徳」の人間形成と関連するものであっ
た． 
続いて，「改革・開放」政策が実施されてから，主に 80 年代は，中国が先進諸国の教科体
育を参考にし，ナショナルカリキュラムでは，初めて，「市民性教育」の人間形成に関わる
目標が設定された．従来の教科体育のナショナルカリキュラムでは，「市民性教育」の人間
形成に関する内容が設定されていなかったため，「市民性教育」の人間形成に関する内容は，
最初から自国で生み出されたものではないと考えられる．一方，80 年代の教科体育の教育
実践では，体力や運動技術が重視されるままであり，「市民性教育」の人間形成に関わる教
育実践の展開は見られない． 
そして，1990 年代（以下「90 年代」と略す）における教科体育では，「市民性教育」の
人間形成に関する目標も設定されたが，教育実践では，体力の向上が重視されたままであり，
学習者の主体性や協同力の養成に関して，十分に行われたとは言えない．一方，90 年代で
は，自主的教育実践の展開において，「市民性教育」の人間形成に関わる協同力の養成，人
間関係の構築を求める実践が展開されてきた．最後に，1999 年に中央政府が「素質教育」
を全面的に推進して以降，教科体育のナショナルカリキュラムでは，「市民性教育」の人間
形成に関して，「社会への適応」という目標領域が明確に設定されるようになった． 
  
 
第 3 項 先行研究の批判的検討 
以上のように先行研究を整理すると，以下のような疑問に突き当たる． 
1 つ目に，人間形成に関する内容は，「どのように教科体育のナショナルカリキュラムで
取り扱われたのか」という点である． 
上述の先行研究では，ナショナルカリキュラム作成・改訂過程の検討に関して，詳細には
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検討されていないといえる．先行研究では，中国における最初の教科体育のナショナルカリ
キュラムが，旧ソ連を元に参考にして作成されこと，80 年代や 90 年代には，国内外の理論
研究および教育実践の成果を参考にして作成されたことが明らかにされており，2000 年以
降に「素質教育」の国策の推進に影響を受けたとされている．しかしながら，人間形成に関
する内容が教科体育のナショナルカリキュラムにおいて，どのように取り扱われたのかに
ついては明らかにされていない．さらに，中国では，1989 年に「天安門事件」注 13）が発生
したため，中央政府は国外から経済的制裁を受け，外交関係が悪化していったにも関わらず
（木下，2009），こうした歴史上の重大事件が，90 年代に中国の教科体育のナショナルカリ
キュラムの作成・改訂に与えた影響についても不明である． 
 2 つ目に，人間形成の取り扱い状況や人間形成の位置づけは，「中国の教科体育のナショ
ナルカリキュラムではどのような実状であるのか」という点である． 
先行研究では，50 年代，60 年代に政治教育の目標の設定，80 年代，90 年代に社会的，
道徳的目標の設定，「社会への適応能力」の目標の設定，2000 年以降に，「社会への適応能
力」の目標領域の設定が明らかにされているが，人間形成の視点は未設定である．また，団・
毛（1988）によれば，80 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの分析を通して，教科
体育では人間形成が重視されていたことを指摘しているが，それは単に人間形成が目標に
位置づけられただけであり，人間形成が重視されたとまでは言えないと考えられる．  
 3 つ目に，「中国の教科体育の教育実践において人間形成の取り扱いや位置づけはどのよ
うな実態であったのか」という点である． 
先行研究において，90 年代以前の教科体育の教育実践では，体力の向上，運動技能の習
得が中心を占めた一方で，90 年代の自主的教育実践では，人間形成に関する教育実践が顕
在化してきたとされている．しかし，先行研究では，人間形成の視点で教育実践を分析する
試みが行われておらず，自主的教育実践に関しても，事例を簡単に紹介しているに留まって
いる． 
以上のような先行研究の批判的検討を踏まえて，次節では，本研究の具体的な検討課題を
示す．  
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第 4 節 本研究の課題・方法・意義 
 
第 1 項 本研究の課題 
 先行研究の検討の結果，本研究では以下の 3 点を本研究の課題とする．  
本研究の 1 つ目の課題（以下「課題 1」と略す）は，中国が建国してから現在までの教科
体育のナショナルカリキュラム作成・改訂に関する詳細な過程を明らかにする．そのため，
課題 1 に対して，以下の 3 点を検討する． 
まず，教科体育のナショナルカリキュラム作成・改訂に関して，中央政府は，どのような
要求・方針を提示していたのかについて明らかにする．また，教科体育のナショナルカリキ
ュラム作成・改訂をめぐって，公開された会議の議論内容を明らかにする．そして，教科体
育のナショナルカリキュラム作成・改訂に関与する中心メンバーの情報を明らかにする． 
 本研究の 2 つ目の課題（以下「課題 2」と略す）は，本章の第 2 節で設定した人間形成の
視点から，教科体育のナショナルカリキュラムの内容を分析し，人間形成の取り扱い状況や
人間形成の位置づけを明らかにする．そのため，課題 2 に対して，以下の 3 点を検討する． 
まず，教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関する目標を明らかにす
る．また，教科体育のナショナルカリキュラムに用いられている運動領域を明らかにする．
そして，人間形成に関する指導方法の提示の有無について明らかにする． 
 本研究の 3 つ目の課題（以下「課題 3」と略す）は，本章の第 2 節で設定した人間形成の
視点から，教科体育の教育実践および，自主的教育実践における人間形成の取り扱い状況を
明らかにする．そのため，課題 3 に対して，以下の 3 点を検討する． 
まず，教育実践における人間形成に関する目標設定を明らかにする．また，運動領域の内
容設定を明らかにする．そして，人間形成に関して，用いられていた指導方法を明らかにす
る． 
 
 
第 2 項 本研究の方法 
1）課題 1 の研究方法について，教科体育のナショナルカリキュラム作成・改訂に関与する
国家的部門の組織を，図序-1 に示した．主資料には，教科体育のナショナルカリキュラ
ムの作成・改訂に関与し，教育部に所属していた部門・団体が出版した資料，雑誌など
を使用する． 
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†：基礎教育司は，中国の 9 年間の義務教育，一般の高等中学校などの教育事業を管理する部門である
（教育部，2018a）． 
††：体育衛生与芸術教育司は，教育部が 1993 年に従来の体育司を芸術教育の管理部門と合併し，中国
の大学から小学校までにおける，教科体育，芸術教育，国防教育などの事業を一括に管理する部門である
（教育部，2018b；朱・楊編，2016）． 
†††：人民教育出版社は 1950 年に設立され，中国教育部に所属し，中国の学校教育および師範学校の
教科書を編集・出版する出版社である．また，「課程教材研究所」は，1983 年に，教育部の許可を受けた人
民教育出版社によって設立され，学校教育教科のナショナルカリキュラム，教材を作成・開発する部門と
して位置づいた（人民教育出版社，2018a）． 
††††：「体育編集室」は，中国の教科体育の教科書の編集を担当する部門である．1983 年に設置さ
れた課程教材研究所に所属するが，課程教材研究所が成立する前に，すでに，人民教育出版社に設置され
ていた（人民教育出版社，2018b；課程教材研究所，2010）． 
（「中央政府組織機構」（中央政府，2018），「教育部機構」（教育部，2018c），「人民教育出版社組織機
構」（人民教育出版社，2018b）より作成） 
図 序-1 教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂に関する国家的部門の組織図 
 
中央政府
教育部 外交部国防部 その他
体育衛生与芸
術教育司† †
基礎教育
司†
教科書局 その他
人民教育出版社
（課程教材研究所）† †† 
数学
編集室
外郭団体
その他
国語
編集室
体育
編集室 †††† 
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さらに，課題 1 では主に以下の資料を用いて検討を行う． 
・『新中国中小学教材建設史（1949-2000）研究従書・総論巻』（課程教材研究所編，2012） 
  1949 年-2000 年までの時期を対象に，学校教育全体のナショナルカリキュラムの発展
史が記されている．発行元は，課程教材研究所である． 
・『新中国中小学教材建設史（1949-2000）研究従書・体育巻』（課程教材研究所編，2010） 
  1949 年-2000 年の時期を対象に，教科体育のナショナルカリキュラムおよび教科書の発
展史が記されている．発行元は，課程教材研究所である．  
・『義務教育体育与健康課程標準（2011 年版）解読』（義務教育体育与健康課程標準修訂組
編，2012） 
  2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂事業を担当した義務教
育体育与健康課程標準修訂組によって，ナショナルカリキュラムの解説が記されている． 
・『王占春教育文集』（王，2009） 
  王占春は，「課程教材研究所」の常務委員を務め，50 年から 90 年代の間に，教科体育
のナショナルカリキュラムおよび教科書の編集に関わった人物の 1 人である．また，王
占春は「体育編集室」の主要な担当人でもある（課程教材研究所編，2010）．この著書
には，各年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂に関する会議記録など
が収録されている．  
 
2）課題 2 は，教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の取り扱い状況や人
間形成の位置づけを明らかにする．そのために，以下の資料を用いて，検討を行う． 
・『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） 
  この資料集には，2000 年までの中国の教科体育のナショナルカリキュラムの原文が収
録されている． 
・『義務教育・体育与健康課程標準』（教育部，2011） 
2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムは，2011 年に教育部から出された． 
 
3）課題 3 では，教科体育の教育実践および自主的教育実践における人間形成の取り扱い状
況を明らかにする．そのために，以下の資料を用いて，検討を行う． 
・『小学体育教学参考書』（王ほか編，1957），『中学体育教学参考書』（王ほか編，1957），
『小学体育教材：教師用書』（教育部，1961a），『中学体育教材：教師用書』（教育部，1961b） 
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この 4 つの資料は 50 年代，60 年代に体育教師を対象に出版された，運動領域の詳細
な内容・指導方法が提示されているガイドブックである．『小学体育教学参考書』（王ほか
編，1957 ）および『中学体育教学参考書』（王ほか編，1957）の作成者は，教科体育の
ナショナルカリキュラムの作成者である．建国直後の中国では，教科体育の教育実践の経
験が蓄積されていなかったため，この 2 つのガイドブックは，中国の教科体育の教育実
践の先導的な位置づけにあった．一方で，『小学体育教材：教師用書』（教育部，1961a）
および『中学体育教材：教師用書』（教育部，1961b）は，ナショナルカリキュラムと同時
に公布され，法的な性格を有している． 
・学校体育雑誌『中国学校体育』（中国学校体育の公的雑誌）および各体育大学が発行した
『体育師友』，『体育教学』に掲載されている指導案 
  80 年代以降の検討において使用する主資料は，これらの雑誌に掲載されている教育実
践の指導案である．これらの指導案は，教師から投稿されており，これらの指導案を考察
することで，各年代の教科体育の教育実践のトレンドを明らかにすることができると考
える． 
・山東省曲阜市の「曲阜市実験小学校」において実施されていた「和楽教育」に関する資料・
文献 
  90 年代の中国各地の学校では，自主的教育実践が行われていた．本研究では，事例と
して，山東省曲阜市の「曲阜市実験小学校」に展開されていた「和楽教育」を取り上げて，
教科体育に関わる自主的教育実践の内容を明らかにする．また，1997 年に「曲阜市実験
小学校」から出された未出版の資料および，90 年代に，「和楽教育」を研究していた文献
を通して，「和楽教育」における人間形成に関する実況を明らかにすることができると考
える． 
 
 
第 3 項 本研究の意義 
 本研究の意義の 1 つ目は，人間形成の視点を通して中国のナショナルカリキュラムの内
容および教育実践を総合的に検討することによって，中国の教科体育における人間形成の
改善に資するための課題を明確化することができることである． 
 2 つ目に，中国の教科体育における人間形成を取り上げた研究はほとんどないため，本
研究のように人間形成の視点を通して中国の教科体育の実態を整理することは，中国の教
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科体育への理解を深めるための基礎研究として意義があると考える． 
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第 5 節 本研究の時期区分・全体的仮説 
本研究では，先行研究のまとめの部分で整理した，教科体育における人間形成の発展過程
を手掛かりとして，研究の対象時期を 4 つに区分した（図序-2）．時期区分は，以下の 2 つ
の基準に則って仮説的に設定した． 
1 つ目は，図序-2 に縦軸として示した「先行研究における人間形成の取扱い方の変化」で
あり，これは主に教科体育のナショナルカリキュラムおよび教育実践における人間形成の
重点の置き方を意味する．もう 1 つは，横軸として示した「人間像の変化」であり，これ
は，本章の第 2 節に設定した人間形成の視点に依拠している． 
すなわち，1956 年-70 年代の教科体育は，「共産主義的道徳」の人間形成だけが取り扱わ
れていたと仮定されることから，「単一期」として位置づける（第 1 章）．次に，80 年代は，
「共産主義的道徳」の人間形成だけではなく，「市民性教育」の人間形成も取り扱われ始め
たため，「転換期」として位置づける（第 2 章）．そして，「天安門事件」の影響を受けたと
考えられる 90 年代の教科体育は，「共産主義的道徳」の人間形成が一時的に高揚してから
後退すると仮定し，一方で，「市民性教育」の人間形成も一時的に後退して再び高揚すると
仮定されることから，本研究の「曲折期」として位置づける（第 3 章）．最後に，2000 年以
降の教科体育では，「共産主義的道徳」の人間形成が大きく後退し，「市民性教育」の人間形
成が優位になったと仮定されるため，「変革期」として位置づける（第 4 章）． 
 
 
図 序-2 本研究の時期区分・全体的仮説 
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第 6 節 本研究の限界 
 先述したように，本研究は，教科体育の教育実践における人間形成に関して，主に学校体
育の雑誌に掲載された指導案を考察の対象とする．その際に問題となるのが，そのことによ
って，中国の教科体育の教育実践における人間形成の総体を把握できるのかという点であ
る． 
 中国では，都市部と農村部の経済的格差が存在している．また，少数民族地域では，独自
の言語や文化などが存在しているため，学校教育の格差も存在している．しかし，経済的・
教育的格差の問題をすべて考慮するには，より膨大な資料が必要となり，それは，本研究の
限界の範囲を超越するものである． 
 したがって，本研究では，中国の教科体育の教育実践における人間形成の実状を考察する
ために，あくまでも同時代における代表的な教育実践を取り上げるものとする． 
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序章 注釈 
注 1）新聞記事の報道件数は，2017 年 10 月 1 日に，中国で広範的に使用されている「校
园暴力」（日本語「学校暴力」の意味と同等する）のキーワードを用いて，2000 年以降
の中国の新聞記事を収録したデータベース「中国知網」で検索した結果を示した． 
 
注 2）本研究における教科体育とは，正課として行われる教科としての体育を指す．ま
た，学習段階は，中国の小学校および初等中学校を対象にする． 
 
注 3）ここでいう人間形成とは，日本やアメリカの教科体育における人間形成の指導的内容
を参照し，暫定的に，人間関係構築能力および個人の道徳的行為を行う資質を指す．詳細
は，本章の第 2 節の人間形成の視点の設定において検討する． 
 
注 4）中国のナショナルカリキュラムは，「中華人民共和国教育法」によって法的拘束力が
保障されている． 
 
注 5）2016 年北京市高校入試試験の総得点は 580 点である．その内訳は，国語 120 点，数
学 120 点，外国語 120 点，物理 100 点，化学 80 点，体育 40 点である（北京市教育委員
会，2016）． 
 
注 6）中央政府は，狭義的に，中国行政，政策を実施する国務院を指すが，ここでは，国務
院のみではなく，共産党の権力の実質的な中核である中央政治局などを含んだ中央政府
とする（中央政府，2018；唐，2012）． 
 
注 7）文化大革命は，国家主席である毛沢東の干渉により，大学を含むすべての学校が一
時的に閉鎖されることとなった．そして，1967 年から学校教育が再開されたものの，教
育内容は主に政治教育，軍事的訓練であり，生産労働の参加が最優先とされていたた
め，大学では学修コースが短縮されていた．一方で，学校における富裕層出身，元中華
民国の国民党であった教師たちが学校から追放された（家近，2009）．文化大革命は,国
民経済の再建に最も重い打撃を与えた出来事であり,国内の主要な文化を破壊するだけ
でなく,経済活動の長期停滞をもたらす国家的大惨劇を招く結果となった（李，2015）．  
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注 8）中国語には「スポーツ」という用語がなく，競技スポーツ，レジャースポーツ，教科
体育は，全て「体育」という用語で表記することができる． 
 
注 9）体育司は，1993 年まで教育部に設置されていた中国の小学校から大学までの，学校
体育事業を管理する部門である．具体的な事業内容は，教科外の体育活動の展開，国家の
体力合格標準の実施，体育大会の開催などがある．1993 年から，芸術教育の管理部門と
合併された（張ほか編，1991；朱・楊編，2016）． 
 
注 10）「和楽教育」とは，90 年代に，中国山東省の曲阜市で行われていた自主的教育実践
である．「和楽教育」の詳細に関しては，本研究の第 3 章で述べる． 
 
注 11）「素質教育」に関して，本研究の第 3 章，第 4 章において詳細に後述する．その概
要としては，90 年代に，中国各地で受験教育を批判し，学習者の学習する意欲，関心な
どに関する自主的な教育研究が行われていた．これらの自主的実践研究は，21 世紀に展
開された「素質教育」の原型として提唱されはじめ（項，2013），そして，1999 年に
は，「素質教育」が国家的教育方針として推進され始めたという（国務院，2000）． 
 
注 12）「改革・開放」政策とは，中国で，鄧小平を中心として 1978 年から実施された新
しい経済政策である．「文化大革命」後の経済をたて直すため，一党支配体制を温存し
ながら，価格の自由化，個人経営の容認，海外資本の積極的な導入などが行われ，計画
経済から市場経済への移行が進められていった（朱，1992；唐，2012）． 
 
注 13）「天安門事件」に関して，80 年代の国際交流に伴い，国民が政治に対して自由に議
論する意識なども当時のいわゆる資本主義国家からの文化の輸入の際に持ち込まれた．
80 年代後半に一連の学生デモ，特に 1989 年に，中国・北京市の大学生を中心に，中央
政府に対する官僚腐敗の批判，民主化の要求，政治改革の呼びかけなどのために，絶食
や座り込みなどの行動でデモを行っていた（中国教育報，1989a）．そして同年 6 月 4 日
に，北京市中心の天安門広場で中央政府からの武力鎮圧でデモを終息した（中国教育
報，1989b）． 
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第 1 章  1949 年-1970 年代の教科体育における人間形成（人間形成の単一期） 
 
第1章では，1949年の中国の建国から70年代の文革運動期までの教科体育のナショナルカ
リキュラムの作成・改訂過程，ナショナルカリキュラムおよび教科体育の教育実践における
人間形成の取り扱い状況を明らかにすることを目的とする． 
 まず，この時期の中国の社会背景および教育動向について整理し（第 1 節），次に，この
時期に用いられていた，1956 年および 1961 年に公布した 2 つのナショナルカリキュラム
の作成・改訂過程を明らかにする（第 2 節）．そして，この 2 つのナショナルカリキュラム
を対象に，人間形成がどのように扱われていたのかについて明らかにし（第 3 節），最後
に，この時期に（文革運動期を除く）教科体育の教育実践では，人間形成がどのように扱わ
れていたのかを明らかにする（第 4 節）．  
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第 1 節 1949 年-1970 年代の社会背景および教育動向 
 
第 1 項 建国初期の中国および文革運動 
 第 1 節では，建国初期および文革運動期の中国の社会背景を述べていく． 
第二次世界大戦終結後の1946年から，中華民国では，共産党と国民党の内戦が始まった．
その後，共産党が勝利し，1949 年 10 月に中国が成立することを宣言した．一方で，国民党
政府が台湾へ撤退したことにより，内戦は終結した（一谷，2009）． 
中国が成立した後，国内では，貧困や飢饉の問題に直面していた．このような状況に対し
て，中央政府は多様な方策を講じるようになった．例えば，岩村・野原（1964）によれば，
農業生産量を向上させるために，労働力を集団化していたという．また，社会主義制度への
移行の一環として，いわゆる資本所有の民営企業を，国有企業へと改組していた．これらの
方策の結果，農民の生産意欲は減退するとともに，1958 年-1960 年までの間に現実から遊
離した「大躍進」注 1）運動により，大量な餓死者が現れた（木下，2009）．さらに，経済面
でも，鉄鋼業への過度な投資によって経済の秩序が崩壊していた．他方で，政治面では，少
数の民主諸党派からの中央政府に対する批判的言論を抑えるため，中央政府は 1950 年代末
に，鎮圧行動を展開した． 
 さらに，国際社会に目を向けてみると，1950 年に中国は旧ソ連と「中ソ友好連盟相互援
助条約」を締約し，旧ソ連から軍事や経済の援助を得るようになった（阿南，2009）．また，
1950 年から，中国は朝鮮戦争（1950 年-1952 年）に参戦した．そして，朝鮮戦争が休戦し
た後，中国はアメリカから旧ソ連を中心とした社会主義陣営の一員と見なされ，アメリカと
対立する状態に至った．しかし，1958 年に，事前に旧ソ連に知らせず，中国は国家統合実
現のために，台湾に対して軍事行動をとり，さらには，旧ソ連との国境紛争により，旧ソ連
との対立状態が深刻化した．これらの事件を契機として，旧ソ連からの中国への技術面，経
済面の支援が中止になり，中国と旧ソ連の関係も対立状態になった．そのほかにも，中国は
ベトナム戦争（1960 年-1975 年）に介入し，アメリカとの対立状態に至った．このような
国際的に孤立した状態の中で，中国は旧ソ連との外交路線を改正する動きを見せ，フランス，
日本の民間組織，アフリカ諸国などに接近した（阿南，2009）． 
以上のような国際状況を背景に，国家主席を担当してなかったが，軍隊などの実権を握る
元国家主席の毛沢東は，アメリカや旧ソ連からの侵略を想定する過度な危機意識を持ち，
1966 年に文革運動が始まった（矢吹，1989）．そして，厳・高（2002a，2002b，2002c）
【第 1 章】 
 
 30 
によれば，文革運動は，国民が毛沢東に対して強烈に個人崇拝することにより全国の範囲で
展開されていたという．文革運動は国民を政治に巻き込んでいったため，役所の業務と工場
の生産活動が麻痺状態に陥った．また，武力闘争も多発しており，文化思想分野におけるブ
ルジョア階級を排除する名義で，当時の国家主席の劉少奇が迫害され死に至り，数多くの
人々が攻撃や迫害を受けていた．さらに，中国の経済は崩壊寸前であり，莫大な金額を損失
した．一方で，外交面は，ほぼ閉鎖的な状態であった． 
以上のように，建国初期の中国は，国内および国際関係において，不安定な状態であっ
たといえよう．そして，文革運動期の中国では，社会の秩序や経済の発展が大きな被害を
受けており，文革運動期は中国の「失われた 10 年間」であると言われている．さらに，
中央政府では，経済の国有化・集団化，鎖国の方針を主張する保守的な勢力が中心となっ
ていたといえよう． 
 
 
第 2 項 学校教育秩序の整備および崩壊 
 第 2 項では，建国初期および文革運動期の中国における教育の展開状況について述べて
いく． 
1949 年に公布された中国で最初の憲法に相当する「中国人民政治協商会議共同綱領」（東
北新華書店遼東分店，1949）では，中国の教育の総方針が規定されている．その中で，教育
目標は，自然科学を中心として，工業，農業および国防の建設に主眼が置かれていた． 
また，朴（2007）によると，建国初期の中国は，教育制度や管理機関を整備しており，他
方では，従来の国民党政権下の国立学校，私立学校，海外教会に所属する教会学校などを改
編し，管理を行っていた．この時期の教会学校では，中央政府から教育と宣教を分離するよ
うに要求され，かつ朝鮮戦争においてアメリカと中国政府が対立していたため，アメリカ国
籍の教師を帰国させることなどが行われていた．また，私立学校は，全体的に国立や公立へ
と改組されていた． 
そして，中国建国初期の教育制度は，旧ソ連の教育制度をモデルとしており，中国政府が
旧ソ連から理工学，法学，経済学などの専門家を招き，旧ソ連にも大量の留学生を派遣して
いた．こうして，旧ソ連の教育理論や教育方法などが中国で広まり，中国の学校教育や教師
教育に深く影響を及ぼした（朴，2007）． 
他方で，家近（2009）によれば，中国の小学校段階では，義務教育という概念は導入され
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ず「普通教育」注 2）が推進されていた．建国初期の中国における学校系統図は図 1-1 に示し
た通りである． 
 
 
† 小学校の学年区分に関して，1951 年から，小学校が 5 年間となり，1953 年から，教育部は小
学校の学年区分を 6 年間とし，さらに，4 年間の初等小学校と 2 年間の高等小学校を分けた
（牛，2012）．現在の中国の小学校では 6 年間と 5 年間の学年区分の両方が存在する． 
（「第 3 章 改革学制，課程，教材与教学方法」（郭，2007，p.98）より作成） 
図 1-1 建国初期の中国における学校系統図 
 
 続いて，1958 年には，毛沢東の指示により，中央政府は「関於教育工作的指示」（教育事
業に関する指示）を公布した（宋，2007b）．その中には，教育の総方針に関して，「共産党
の教育事業の方針について，教育はプロレタリアート階級の政治に奉仕すべき，生産労働と
結びつくべきである．この方針を実行するためには，教育事業は（共産）党がリードすべき
である」（中共中央・国務院，1958，p.1）と強調されていた．さらに，この「関於教育工作
的指示」は，上述の「大躍進」運動の影響により，多様な教育改革運動を行っていくことと
なった（宋,2007c）．そのため，各地では短期間で小・中学校，短期大学，夜間大学などが
増設されていくことに伴い，教育費用も増加していた．また，授業時間数の短縮や教師，学
習者が労働に参加させられることなど，教育秩序の混乱がもたらされた．しかし，「大躍進」
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運動は，1960 年に飢饉問題や経済的損失により終息し，これらの教育改革運動も停止した． 
一方，宋（2007a）によれば，生活貧困や医療条件の不備によって，青少年の健康問題が
顕著になってきたという．このような問題に対して，国家主席である毛沢東は，社会生産や
国防の建設に停滞をもたらす可能性を予測し，1950 年に教育部に対して，学習者の健康は
一番の要務であり，学業は次位であるという指示を与えた．そして，全国の教育部門は，全
国の小・中学校において，学習者の身体能力を増強し奨励するという，労働および国防の予
備制度に位置づく「準備労働与衛国」制度注 3）（以下「労衛制」と略す）を，1954 年から試
行し始めるようになった（候・蒋編，1990；中国運動委員会，1958）． 
続いて，張（2012）によれば，「大躍進」運動が，国内の飢饉の問題，経済建設の停滞の
問題をもたらしたため，中央政府は国内の経済建設および教育事業の建設へと方針を転換
したという．すなわち，中央政府は，「大躍進」運動時期の急進的な方針から，「調整・強
化・充足・向上」の方針に転換したのである．また，教育事業に関する基準となる政策を実
施したことによって，小・中学校の教育秩序が一時的に安定していた． 
しかし，1966 年に，毛沢東は「五・七指示」という指示を出した．この指示によって，
学校における教育コースの設置が短縮され，学習者が学業だけではなく，農業，工業，軍事
に関する能力を身につける必要性が強調された（人民画報記者，1968）．さらに，各学校で
は，ブルジョア階級の知識人に占領されるような状況をこれ以上継続させないという意向
を示した．（人民画報記者，1968）． 
その後，同年 8 月に，毛沢東は主導して中央共産党会議を開き，この会議によって文革運
動の始動が決定された（楊編，2010）．張（2000），家近（2009）によると，文革運動期の
小・中学校では，学習者が低学年に若干の数学や理科を学び，高学年では，「毛沢東語録」，
革命曲を中心に学び，軍事訓練に参加していたとされている．また，大学や短期大学の学生
は，学年が短縮され，政治学習と軍事訓練を中心に活動し，さらに農村部に赴き，農業生産
にも参加していた．一方，富農階層出身の教師および元国民党員の教師は学校から追放され，
大学生の募集が 5 年間中断され，留学生の派遣も 6 年間中断していた．このように，文革
運動期における中国教育事業の展開は大きな被害を及ぼしていた． 
 以上のように，建国初期の中国の教育は，従来の国民党政権下の学校や教育制度を再編し，
旧ソ連の教育制度を参考しながら，教育秩序を整備していた．また，教育方針も厳密に社会
主義イデオロギーに従っていたといえる．しかし，国内では，政治状態の不安定さが影響し，
教育事業の発展に停滞をもたらしていた．  
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第 2 節 1949 年-1970 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 
本節では，50 年代・60 年代で使われていた 2 つのナショナルカリキュラムの作成・改訂
過程を明らかにする．50 年代・60 年代の中国において使われていたナショナルカリキュラ
ムには，1956 年に公布された初の全国統一の教科体育のナショナルカリキュラム（以下「56
大綱（小）・56 大綱（中）」と略す）および，1961 年に公布された教科体育のナショナル
カリキュラム（以下「61 大綱（小）・61 大綱（中）」と略す）がある． 
 
第 1 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成過程 
 第 1 項では，56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成過程に関して述べていく． 
まず，作成の総方針について，1949 年に公布した「中国人民政治協商会議共同綱領」に
規定されている教育の本質に依拠していた．具体的には「人民政府の文化・教育事業の要務
は，人民の教養の水準を向上させ，国家の建設のために人材を養成すること．…（中略）…
人民のために奉仕する思想を養成すること」（東北新華書店遼東分店，1949，p．14）と示
されている． 
また，1951 年に教育部が開いた「第一次全国中等教育会議」で規定した内容についても
依拠していた（総合新華社訊，1951；李，2000；課程教材研究所編，2010）．その方針は
中央政府からの直接的な指示であり，「教育のカリキュラムを作成するのは容易なものでは
なく，慎重な態度を持つべきである．最初にソビエト連邦の中等学校のナショナルカリキュ
ラムを基準にし，我が国の実際状況と結びつき，我らの実際状況を適応できる教育カリキュ
ラムを作成することである」（総合新華社訊，1951，p．174）というものであり，各教科
にも愛国教育を浸透すべきであると強調されていた． 
続いて，李（2000）によれば，教育部は，全国統一的な教科体育のナショナルカリキュラ
ムを作成するために，1951 年から 1953 年の間に，専門家を組織し，旧ソ連の小・中学校
の教科体育のナショナルカリキュラム注 4）を翻訳したとされている．その後，翻訳された旧
ソ連の小・中学校の教科体育のナショナルカリキュラムが，中国各省（日本の県にあたる）・
市に分配されると同時に，体育教師が集められ，翻訳された旧ソ連の教科体育のナショナル
カリキュラムの内容について学習会などが開かれた． 
そして，課程教材研究所編（2010)によれば，教育部は旧ソ連の教科体育の内容を踏まえ
た上で，上述した「労衛制」の試行によって得られた小・中学校の学習者の身体機能の測定
データおよび，「労衛制」の体力測定基準の測定成績のデータを自国の実際の状況と照らし
【第 1 章】 
 
 34 
合わせることによって，各地で教科体育のカリキュラムや教科書を作成していたとされて
いる．これらの活動は，56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成の基礎を定めることとなった． 
 このように，カリキュラム作成の基礎が固められた上で，課程教材研究所編（2010）によ
れば，1953 年に，中央政府は教育事業を発展させるために，各地から専門家を集め，全国
統一の各教科のナショナルカリキュラムおよび教科書を作成し始めたとされている．また，
教科体育については，教育部が，1954 年に人民教育出版社に「中小学和中師体育教学大綱
編写組」（小学校・中学校・中等師範の教科体育のナショナルカリキュラムの編集グループ）
を設置し，ナショナルカリキュラム等を作成したという．そこでのメンバーは，教育部の全
国の体育事業を管理する部門「体育指導処」の一部および，全国から集められた 13 名の教
育経験豊かな体育教師によって構成されていた．以下の表 1-1 は，56 大綱（小）・56 大綱
（中）の作成に関与するメンバーの詳細である． 
また，教科書などの編集顧問について，「中小学和中師体育教学大綱編写組」は，中国の
現場の教師，中央体育学院（現在の北京体育大学），北京師範大学，上海体育学院などの高
等教育機関からの教科体育の専門家を招いただけでなく，旧ソ連の教科体育の専門家も招
いていた（課程教材研究所編，2010)． 
このような過程を踏まえて，56 大綱（小）・56 大綱（中）は，ほかの教科と同年度の 1956
年に教育部から公布された（課程教材研究所編，2012）． 
 
表 1-1 56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成に関与するメンバー 
 
（『新中国中小学教材建設史（1949－2000）研究丛書・体育巻』（課程教材研究所編，2010，p．45）
より作成） 
 
以上のように，56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成過程を検討することを通して，56 大
総担当人 蘇競存（教育部に所属）
視察員
小学校 黄薔薇（教育部に所属）
馬紹周（教育部に所属）中学校
56大綱（小）
王宝烈，鄭藩
張希良，王汝唐
56大綱（中）
王占春，胡鈞昇
梁炳威，季明勳
王恒蓮，劉暢嫺
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綱（小）・56 大綱（中）の内容は，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを参考に
していたことが明らかとなった．そして，中国の小・中学校における学習者の身体発達の状
況に応じて，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを修正していた． 
 
 
第 2 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂過程 
次に，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂過程について検討していく． 
まず，課程教材研究所編（2010）によると，56 大綱（小）・56 大綱（中）は，中国側が
旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを自国の実際の状況と結びつけることが不十
分であるという問題が指摘されていた．一方で，上述の「大躍進」運動の影響により，中国
各地では，自主的に教科書を作成する傾向にあった．こうした教科書の作成は，各学校にお
ける教師のみならず，学習者も参加していた．しかし，これらの作成者は，充分な専門的知
識を持たないため，運動領域が任意に設定され，農業労働などの内容が組み込まれるなど，
教科体育の実施に混乱を招いていた．このような混乱状況の中で，1959 年に教育部は，中
央政府に対して教育の秩序を整備することを要請し，そして，中央政府から同意を得て，小・
中学校における各教科の教科書を統一して作成する権限を持っていた．その後，教育部は，
教科書のみならず，各教科のナショナルカリキュラムの作成・改訂も行い，教育部に所属す
る人民教育出版社に委ねていた． 
 次に，課程教材研究所編（2010）によると，人民教育出版社は，61 大綱（小）・61 大綱
（中）の作成・改訂を，人民教育出版社に所属する「体育編集室」に委任したとされている．
また，「大躍進」運動の影響により，各政府機関が合併され，人員削減が行われていた．そ
して，「体育編集室」は，中国全体の学校における民兵訓練・教科体育を総合的に管理する
部門である「軍訓体育処」と共同して従事するようになった． 
しかし，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂は，56 大綱（小）・56 大綱（中）の
作成に関与した 13 名と比べて，5 名に急減した．このような人員不足に対して，教育部は
北京師範大学，北京体育学院（現在の北京体育大学）の専門家および，全国の教育経験が豊
かな体育教師を集めて，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂に参加させていた．さら
に，教科体育のナショナルカリキュラムに新しく設定された武術の運動領域の開発に関し
ては，各体育大学から武術の専門家も集められていた．以下の表 1-2 は，61 大綱（小）・61
大綱（中）の作成・改訂のメンバーの詳細である． 
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表 1-2 61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂に関与するメンバー 
 
（「克服跳高練習中的缺点」（王，1959），「決心当一輩子小学体育教師」（関，1961），『新中国中小学教材
建設史（1949-2000）研究丛書・体育巻』（課程教材研究所編，2010，p．78），「沉重哀悼王占春教授逝
世而想起的」（滕，2014）より作成） 
 
続いて，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂の方針に関して，以下のように記され
ている． 
 
「第 1 は，体育を通して，学習者に共産党主義教育を行う方向性を堅持すべき，祖国の 
ために，社会主義の建設者・保衛者を育てる目標を堅持すべきである．第 2 は，教科体 
育は学習者の必修教科である．第 3 は，外国の経験を学習するが，我が国の実際状況と 
結合し，我が国の優秀な伝統的文化，從來の有用な教育経験を伝承すべきである．第 4 
は，56 大綱（小）・56 大綱（中）および教科書に関する作成および，授業実践の経験・
意見をまとめ，盲目的に外国の経験を模倣すること，我が国の実際状況から脱離するこ
とを禁止すべきである」（課程教材研究所編，2010，p．79） 
 
さらに，方針の内容の中で，教科体育は学校において必修教科としての強制的性格を持ち，
全国の各学校では，必ず教科体育のナショナルカリキュラムおよび国家から統一して出さ
れている教科書に従い，教育実践を行うことが示されていた（課程教材研究所編，2010）． 
また，61 大綱（小）・61 大綱（中）の下位目標の設定については，教科体育が学習者全体
の体力を向上させることが要務なのか，少数の学習者に対してスポーツ選手の予備的な養
教育部
軍訓体育処 蘇競存，黄薔薇
体育編集室 王占春（総担当），梁炳威，王宝烈
外部からの支援者
滕子敬（北京師範大学）
王寿生（体育教師）
関槐秀（体育教師）
武術運動領域の開発：
温敬銘（武漢体育学院）
張文広（北京体育学院）
蔡雲龍（上海体育学院）
周茘裳（国家スポーツ委員会）
など
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成を行うことが要務なのかについて議論されていた．そして，議論の結果，スポーツ選手の
予備的な養成は，小・中学校における学習者にとって，発達段階に関して早期であることの
問題性から否定されたが，多様な運動技術を学習するのは必要であるという折衷的な目標
に決定された（課程教材研究所編，2010）． 
続いて，61 大綱（小）・61 大綱（中）の作成・改訂は，全国の体育教師，教科体育の専門
家から意見を受けて修正されていたという．そして，1961 年に教育部から 61 大綱（小）・
61 大綱（中）を公布すると同時に，体育教師を対象に，大綱に関連する運動領域の内容・
指導方法が提示されているガイドブックも公布された（課程教材研究所編，2010）． 
以上のように，61 大綱（小）・61 大綱（中）作成・改訂過程の検討によって，中国は従来
の大綱が旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを基準としていたことについて批判
していたといえる．そして，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムの内容と区別しよ
うとしたため，自国の伝統スポーツである武術が教科体育に導入された．さらに，スポーツ
選手の予備的な養成の提起は，建国初期の中国におけるスポーツ事業を振興する「挙国体制」
の政策と関連していたと考えられる．なぜなら，1950 年代からスポーツ事業の展開は，国
家行政からの支援でナショナルチームを組み，そうした中で，青少年のスポーツ選手を養成
するスポーツ学校を設置する体制を築いていたからである．また，一般の小・中学校でも予
備的スポーツ選手の養成にも取り組み始めていた注 5）（伍編，1999）． 
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第 3 節 1949 年-1970 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 
 第 3 節では，人間形成の視点から，56 大綱（小）・56 大綱（中）および 61 大綱（小）・
61 大綱（中）の目標・運動領域・指導方法の内容について考察する．これにより，4 つの大
綱における人間形成がどのように取り扱われていたのかを確認する．さらに，56 大綱（小）・
56 大綱（中）の内容と，50 年代に中国で翻訳され，出版されていた旧ソ連の小・中学校の
教科体育のナショナルカリキュラムの内容の比較を行い，56 大綱（小）・56 大綱（中）が
どの程度，旧ソ連の小・中学校の教科体育のナショナルカリキュラムを参考にしていたのか
を確かめていく． 
 
第 1 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，56 大綱（小）・56 大綱（中）の人間形成に関する内容について考察する．そ
して，56 大綱（小）・56 大綱（中）の内容と，旧ソ連の小・中学校の教科体育のナショナ
ルカリキュラムの内容を比較する．  
まず，56 大綱（小）・56 大綱（中）の総括目標および下位目標を確認していく．課程教
材研究所編（2001）によれば，56 大綱（小）の総括目標の具体的内容は，「体育教育は教
育を全面的に発展する一部分である．小学校における体育の目標は，子供が全面的に新（社
会）国民に成長させることを促進する．そして，将来に社会主義国家の建設および国の保衛
のために準備を整える」（課程教材研究所編，2001，p．37）とされている．また，56 大綱
（中）の総括目標の具体的内容は，「体育教育は教育を全面的に発展する一部分である．そ
の目標は学習者を全面的に発展した社会主義の建設者および保衛者を養成する．」（課程教
材研究所編，2001，p．459）とされている． 
 次に，56 大綱（小）・56 大綱（中）の下位目標について確認していく．この 2 つの大綱
では，身体発達の目標・技能の把握の目標・態度の目標・保健知識に関する目標・運動に対
する愛好的態度の目標の 5 つが示されている．本項では特に，技能の把握・態度の目標領域
の内容を分析する．56 大綱（小）の技能の把握・態度の目標領域の内容は，以下のように
示されている． 
 
  「子供にナショナルカリキュラムで規定されている基本体操および遊戯の技能を教え，
そして習った技能を日常生活に活用させ，体力（敏捷性・スピード・筋力）を発展する．
子供の勇敢，活発，積極的，主体的，互助友愛，堅忍の精神を養い，集団意識，規律性
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を養成する．」（課程教材研究所編，2001，p．37） 
 
また，56 大綱（中）の運動技能の把握・態度の目標領域の内容は，以下のように示され
ている． 
 
「学習者にナショナルカリキュラムで規定されている体操，遊戯および各種の主要な
運動項目の知識・技能を教え，そして授業の中に学習者の体力（敏捷性・スピード・筋
力・持久力など）を発展させる．学習者の愛国心，労働に対する愛好的態度，集団性，
自覚的な規律性，堅忍，勇敢，機敏，楽観など共産主義の品質を養成する．」（課程教
材研究所編，2001，p．459） 
 
 続いて，56 大綱（小）・56 大綱（中）の運動領域について確認していく．課程教材研究
所編（2001）によれば，56 大綱（小）には 6 つの学年に関する内容が記されており，体操
および遊戯が主要な運動領域であったとされている．体操の具体的内容では，集団行動，徒
手体操，縄跳び，器械運動，走運動，跳運動，投擲，リズム運動，ウェイトトレーニングの項目
が設定されている．また，遊戯の具体的内容では，高運動負荷，中運動負荷，低運動負荷の
3 つに分けられ，主にかけっこ・リレー，鬼ごっこを中心とし，軍事防衛を模倣する内容も
設定されている．さらに，少数民族の地域おいては，民族の特有の運動項目を取り入れるこ
とや，現地の気候によるスポーツを展開することが提案されている． 
また，56 大綱（中）では，初等中学校に 3 学年が設定され，体操，陸上および遊戯が主
要な運動領域とされていた．体操の具体的内容には，集団行動，徒手体操，器械運動，リズ
ム運動，「実心球投げ」注 6），角力（相撲と類似する），ウェイトトレーニングの項目が設
定されている．また，陸上の具体的内容には，競歩，短距離走，長距離走，高跳び，幅跳び，
投擲が設定されている．そして，遊戯の具体的内容には，かけっこ・リレー，戦争の場面を
模倣する内容，ボールゲーム，敏捷性の発達に関する内容が設定されている．さらに，56 大
綱（中）は，「労衛制」の体力測定基準と結びつくことが規定されていた．このように，56
大綱（小）・56 大綱（中）では，体操，陸上および遊戯を中心として，学習者の体力の発
達を重視する傾向にあったとまとめることができる． 
 他方で，指導方法はほぼ提示されず，単に運動負荷を学習者の発達段階の生理的特徴と結
びつけることが提示され，56 大綱（中）には，「労衛制」の体力測定基準と結びつけるこ
【第 1 章】 
 
 40 
とが提示されていた（課程教材研究所編，2001）．  
 以上の内容を踏まえて，56 大綱（小）・56 大綱（中）における人間形成に関する内容を
検討する．まず，総括目標については，2 つの大綱が「社会主義の建設者・保衛者」の養成
のためであったと考えられる．また，下位目標には，勇敢，堅忍，規律性，互助友愛，集団
性，愛国心の人間形成と関わる目標が示されていた．そして，運動領域については，体操，
陸上の運動領域において，主に学習者の体力の発達との関連があり，遊戯の運動領域につい
ても運動負荷が重視されていたといえる．さらに，遊戯の運動領域には，軍事防衛，戦争場
面を模擬する内容も少なくなかった．指導方法の提示については，運動負荷，学習者の身体
の生理的特徴を主眼に置くことが示されていたといえよう． 
したがって，56 大綱（小）・56 大綱（中）における人間形成と関わる目標には，勇敢，
互助友愛，堅忍，規律性，集団性，愛国心，労働に対する愛好的態度など，いわゆる「共産
主義的道徳」の養成が重視されていたと考えられる． 
一方で，上述したように，1949 年の教育全体の目標は，工業，農業および国防の建設に
主眼を置くことが規定されていた．こうした状況からも，この時期の教科体育における人間
形成とは，建国初期の中国の工業，農業を発展させるために，労働者を育成することであり，
また，教科体育は国防のための軍隊の予備的訓練として位置づけられていたと推察できる． 
 
 
第 2 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムの比
較 
 本項では，56 大綱（小）・56 大綱（中）と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラム
の内容の比較を通して，56 大綱（小）・56 大綱（中）の内容が，旧ソ連の教科体育のナショ
ナルカリキュラムをどの程度，参考にしていたのかについて確認する．そして，旧ソ連の教
科体育のナショナルカリキュラムに関しては，50 年代に，中国で発行されていた旧ソ連の
教科体育のナショナルカリキュラムの訳本を用いることとする．本項で用いる訳本は，中国
の教育部に所属していた翻訳部が，1948 年に旧ソ連のモスクワ国家教育出版社から出版さ
れた旧ソ連の小・中学校の教科体育のナショナルカリキュラムを翻訳し，出版されたもので
ある（ソビエト連邦大臣議会体育およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連邦社会主義
共和国教育部，1953）． 
 まず，中国の 56 大綱（小）・56 大綱（中）の内容と旧ソ連の小・中学校の教科体育のナ
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ショナルカリキュラムにおける総括目標・下位目標，運動領域の設定，指導方法の提示につ
いてまとめ，以下の表 1-3，表 1-4 に示した． 
 
表 1-3 中国と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムにおける内容の比較 
（小学校） 
 
（『蘇聨小学体育教学大綱』（ソビエト連邦大臣議会体育およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連
邦社会主義共和国教育部，1953），『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教
材研究所編，2001）より作成） 
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表 1-4 中国と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムにおける内容の比較 
（中学校） 
 
（『蘇聨中学体育教学大綱』（ソビエト連邦大臣議会体育およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連
邦社会主義共和国教育部，1954），『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教
材研究所編，2001）より作成） 
 
以下では，中国と旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムについての比較検討を行
う．まず，中国の総目標に関しては，学習者を労働生産および国防に適用できる人に育てる
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ことであった．一方で，旧ソ連では，「忠誠を尽くす少年少女を育てる」の内容から，学習
者の従順性が求められていたといえる．次に，下位目標に関しては，特に，態度において，
小学校の目標の内容がほぼ同様であり，中学校の目標は，一部が一致していた．また，運動
領域の設定は，両国の小・中学校ではほぼ同様であった．さらに，指導方法の提示に関して
は，中国が運動の負荷，学習者の生理的特徴に合わせる方法が提示されていた．一方で，旧
ソ連では，運動の負荷，学習者の生理的特徴に関する方法が提示されているだけでなく，学
習者の心理的特徴，技能の把握に関する方法も提示されていた． 
他方で，学年設置に関して，旧ソ連では小学校が 4（7 歳から 10 歳）学年，中等学校が 3
年であり，中国では，小学校が 6（7 歳から 12 歳）学年，中等学校が 3 年である．また，
内容の違いに関して，両国の運動領域の運動技術の難易度の設定，体力評価基準の設定が異
なっていた注 7）．こうした設定は，上述した 56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成の過程に
おいて，中国の学習者の身体機能の調査結果が参照されていたことと結びついていたと考
えられる． 
 以上の比較検討を通して，中国の 56 大綱（小）・56 大綱（中）は，旧ソ連の教科体育の
ナショナルカリキュラムにおける教科の目標から運動領域の内容の設定まで模倣していた
といえる．そして，56 大綱（小）・56 大綱（中）において改訂された部分は，自国の学習
者の身体発達状況の調査結果に基づいて，旧ソ連の小・中学校の教科体育のナショナルカリ
キュラムにおける運動技術の難易度や体力達成基準の設定を調整しただけであることが確
認できた． 
 
 
第 3 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，61 大綱（小）・61 大綱（中）における総括目標・下位目標，運動領域の設定，
指導方法の提示を検討する．  
 まず，61 大綱（小）・61 大綱（中）の総括目標および下位目標を確認していく．課程教
材研究所編（2001）によれば，総括目標は 61 大綱（小）・61 大綱（中）の最初のページに
提示されている．61 大綱（小）の総括目標の具体的内容は，「体育は学校教育の一部分で
ある．その目標は学習者の体力を向上し，共産主義の教育を行う．そして学習者を学業，生
産労働および国の保衛でよりよく参加させる」（課程教材研究所編，2001，p．75）とされ
ている．また，61 大綱（中）の総括目標の具体的内容は，61 大綱（小）と同様である． 
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 次に，61 大綱（小）・61 大綱（中）の下位目標を確認したところ，①身体発達の目標，
②体力の目標，③技能の目標，④態度の目標の 4 つが示されている．以下では，主に②，
③，④の目標領域の内容を分析する．61 大綱（小）の②，③，④の目標領域の内容は，以
下のように示されている． 
 
  「②学習者の日常生活および労働における，必要とされる身体の基本的活動能力および，
体力の全面的発達を向上する． 
  ③学習者に体育の重要性を認識させ，そして学習者に体育に関する基本的知識および，
身体を鍛える基本の技能を教え，身体を鍛える習慣を養う． 
  ④体育授業を通して学習者に，（共産）党・祖国・労働を愛する態度を養い，学習者の
勇敢・剛毅・活気ある・集団に服従すること・規律性・集団主義など共産主義的道徳
を養成する．」（課程教材研究所編，2001，p．75） 
 
また，61 大綱（中）の②，③，④目標領域の内容は，以下のように示されている． 
  
「②学習者の労働・国の保衛・日常生活における，必要とされる身体の基本的な活動能
力および，体力の全面的な発達を向上する． 
  ③学習者に体育の重要性を認識させ，基本的な体育に関する知識，身体を鍛える能力を
身につけさせ，身体を鍛える習慣を養成する．そして一部の資質が有する学習者の運
動スキルを向上させ，体力をさらに増強させる． 
  ④体育を通して，学習者に，（共産）党・祖国・労働を愛する態度を養い，学習者の勇
敢・剛毅・活気ある・集団に服従すること・規律性・集団主義など共産主義的道徳お
よび資質を養成する．」（課程教材研究所編，2001，p．520） 
 
続いて， 61 大綱（小）・61 大綱（中）の運動領域について確認していく．61 大綱（小）
には，6 つの学年に関する内容が記されており，体操，陸上，武術，遊戯（ボールゲームを
含む）の 4 つが主要な運動領域である（課程教材研究所編，2001）． 
まず，体操の具体的内容に関しては，集団行動，徒手体操，縄跳び，器械運動，「砂袋の
パス」注 8），リズム運動の項目が設定されていた．また，陸上の具体的内容に関しては，速
歩運動，走運動，跳運動，長距離走，短距離走，幅跳び，高跳び，投擲の項目が設定されて
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いた．そして，武術に関しては，基本動作，拳術が中心として設定されている．さらに，遊
戯の具体的内容に関しては，かけっこ・リレー，鬼ごっこ，ボールゲームが中心として設定
されていた．特に，61 大綱（小）の投擲の項目には，「手榴弾投げ」という内容が設定さ
れ，遊戯にも，労働生産・戦争の場面を模擬するゲームの設定も少なくなかった． 
続いて，61 大綱（中）では，3 つの学年が設置され，体操，陸上，武術，遊戯（ボールゲ
ームの中心）の 4 つが主要な運動領域であった．体操の具体的内容に関しては，集団行動，
徒手体操，器械運動，「実心球投げ」，縄跳びが設定されていた．また，陸上の具体的内容
に関しては，短距離走，長距離走，幅跳び，高跳び，投擲の項目が設定されていた．続いて，
武術の具体的内容に関しては，基本動作，拳術が中心として設定されている．そして，遊戯
の具体的内容に関しては，バスケットボールのパス，ドリブル，シュート，簡単な攻防の技
術練習を中心であった． 
他方で， 61 大綱（中）における運動領域の内容設定には，「労衛制」の体力測定基準と
の結びつきが提示され，投擲の項目における「手榴弾投げ」という内容，集団行動の内容，
障害物の超越の内容などは，民兵の訓練と結びついていると示されている． 
しかし，61 大綱（小）・61 大綱（中）の最初のページでは，各運動領域に学習者の「共
産主義的道徳」を養成することが提示されているものの，各運動領域には，詳細な目標が提
示されていない．また，指導方法の提示に関しては，学習者の身体発達状況，体力，健康状
況への配慮が強調されていた． 
 以上のように，61 大綱（小）・61 大綱（中）の目標，運動領域の内容の設定，指導方法
の提示の 3 つについて検討した．まず，2 つの大綱における総括目標では，学習者の体力の
向上が強調され，労働および国の保衛に参加できる人を養成することが求められていた．ま
た，下位目標では，（共産）党・祖国・労働を愛する態度，勇敢・剛毅・集団に服従するこ
と，規律性・集団主義などのいわゆる「共産主義的道徳」の人間形成と関わる目標が示され
ていた．次に，運動領域の内容では，学習者の体力の発達を中心とし，軍事的訓練の内容と
結びつくことが示されていた．さらに，武術は 1 つの運動領域として，61 大綱（小）・61
大綱（中）に設定されはじめた．最後に，指導方法の提示では，学習者の身体発達状況や健
康状況への配慮が強調されていた．  
以上のように，61 大綱（小）・61 大綱（中）における人間形成の「共産主義的道徳」の
養成の位置づけは，56 大綱（小）・56 大綱（中）と同様に，労働者の養成，予備的軍事的
人材の養成にあったと考えられる．  
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第 4 節 1949 年-1970 年代の教科体育の教育実践における人間形成に関する指導方法 
第 4 節では，56 大綱（小）・56 大綱（中）および 61 大綱（小）・61 大綱（中）の教育
実践における人間形成に関する指導方法について分析する． 
本節では，1957 年に体育教師を対象に出版され，運動領域の詳細な内容・指導方法が提
示されているガイドブックを使用することとする．56 大綱（小）・56 大綱（中）のガイド
ブックは，56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成に関与したメンバーが編集した．その性格
は，建国直後の中国において，教科体育の教育実践の経験が蓄積されていなかったため，56
大綱（小）・56 大綱（中）のガイドブックが，中国の教科体育の教育実践に対する先導的
な位置づけであったと考えられる．また，61 大綱（小）・61 大綱（中）に関しても同じく，
運動領域の詳細な内容・指導方法が提示されているガイドブックを使用することとする．そ
の性格については，前述したように，当時の教育実践の混乱の状況に対して，61 大綱（小）・
61 大綱（中）のガイドブックが，1961 年に教育部から 61 大綱（小）・61 大綱（中）が同
時に公布され，法的な性格を持っていた． 
 
第 1 項 56 大綱（小）・56 大綱（中）のガイドブックにおける指導方法 
 まず，56 大綱（小）の作成メンバーである王宝烈，鄭藩，張希良，王汝唐 4 名が編集し
た『小学体育教学参考書』（王ほか，1957）によれば，教科体育の 1 時間の教育実践の基本
構成は表 1-5 の通りである．小学校教科体育の 1 時間の教育実践は 45 分程度であり，展開
の部分では，学習者の体力の向上および技能の把握が中心に位置づけられている．また，導
入部分から整理部分までは運動負荷の変化が重視されており，「低→高→低」という変化の
傾向を捉えることができる． 
 次に，小学校に関しては， 5 つの指導方法が示されている．1 つ目は，学習者の性別，身
長，身体健康状況などに応じた班別指導を行うこと．2 つ目は，効率的に授業時間を使用す
るために，各班にリーダーを置くこと．3 つ目は，簡単な運動技術から複雑な運動技術まで，
順序的に学習者を習熟させること．4 つ目は，合理的な運動負荷を考慮し，学習者の体力を
発達させること．5 つ目は，運動負荷の影響や学習者個人の身体能力により，学習者の身体
的な反応に注意を払うことが提示されている（王ほか編，1957）． 
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表 1-5 小学校教科体育の 1 時間の教育実践の構成 
 
（『小学体育教学参考書』（王ほか編，1957）より作成） 
 
 さらに，人間形成に関して，体操の集団行動には規律性，体操の走運動・跳運動には勇敢，
体操の器械運動には勇敢，堅持，自制力，忍耐力が示されていた（王ほか，1957）．しかし，
具体的な指導方法は示されていない．また，遊戯には，学習者の集団で行う遊戯における協
同力，規律性，「集団主義精神」など「共産主義的道徳」の目標が示され，運動負荷の高い
遊戯については，堅持，自制力，忍耐力の目標が示されていた．遊戯を行う班別指導では，
各班に，身体発達の状況が相当できる基準で，ランダムに学習者たちを班に分けることのみ
が求められている． 
 以上のことから，小学校の教科体育の教育実践では，学習者の身体能力に応じた運動負荷
が重視され，効率的に学習者の体力を向上し，運動技能を把握させることを意図していると
考えられる.また，人間形成に関しては，一部の運動領域の特徴に応じて，人間形成の目標
が提示されているものの，人間形成に関する指導方法の提示が充分ではないといえる． 
 次に，56 大綱（中）の作成メンバーである王占春，胡鈞昇，梁炳威，季明勳，王恒蓮，
劉暢嫺の 6 名が編集した『中学体育教学参考書』（王ほか編，1957）によれば，中学校教科
体育の 1 時間の教育実践の基本構成は表 1-6 の通りである．中学校教科体育の 1 時間の教
育実践も 45 分程度であり，展開の部分では学習者の体力の向上，技能の把握，「共産主義的
道徳」の養成を中心としているといえる．また，導入部分から整理部分までは，小学校と同
様に，運動負荷の変化が重視され，「低→高→低」という変化する傾向があるといえる． 
 
 
各段階（総計45分） 目的 内容
導入部分（5分-8分）
学習者の楽しい気分の誘導，注意力の集め，
体のウォーミングアップ．
集団行動，走運動，速歩運動，リズムダンスの基本動作，
注意力・観察力を養う遊戯．
展開
部分
体力
（8分-10分）
学習者の体力・身体機能の向上 徒手体操，縄跳び，投擲，器械運動，リズムダンス，ス
ピードを発展する遊戯など．
技能
（20分-25分）
学習者の基本体操・遊戯の技能の把握，そ
して日常生活において運用すること．断固
な行動・堅忍の資質・敏捷性の養成，スピー
ド・筋力の養成，そして多様な状況において，
独立的，正確に把握した技能・スキルを運
用すること．
走運動，速歩運動，跳運動，投擲，器械運動，高運動
負荷，中運動負荷の遊戯，ウェイトトレーニング．
整理部分（3分-5分）
徐々に教育実践を終了すること．学習者の
身体のクールダウン．
ジョギング，低運動負荷の遊戯．
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表 1-6 中学校教科体育の 1 時間の教育実践の構成 
 
（『中学体育教学参考書』（王ほか，1957）より作成） 
  
王ほか編（1957）によれば，中学校に関する教師の指導方法の提示は，小学校と比べて，
より詳しく提示されているといえる．詳細な内容は以下のように示されている． 
 まず，班別指導方法については，王ほか編（1957）によれば，まず，1 つのクラスの学習
者を班に分けるというスタンダードな方法は，学習者の身体発達・健康の状況，性別，体力
の発達した状況などに依拠するとされている．学習者の身体発達・健康の状況は 3 つのレ
ベルで設定されていた． 
1 つ目は「基本班」といい，「基本班」に編入される基準としては，身体的機能に異常が
なく，身体的活動を妨害する問題のない個人である．2 つ目は「準備班」といい，「準備班」
に編入される基準としては，身体的活動に支障をきたさない軽度の障害（例：慢性胃腸炎，
身体的発達の遅延）を持つ個人である．3 つ目は「特別班」といい，「特別班」に編入され
る基準としては，身体的活動に支障をきたす重大な障害（例：心臓弁膜症，体の不自由など）
を持つ個人である． 
次に，班の規模に関しては，1 つクラスを 4 から 6 個の班に分け，各班は 7 名から 12 名
程度で編成される．教師は班を分ける際に，学習者の自尊心を傷つけないように，上述した
3 つの班の名称を公示しないことが求められている．また，学習者は長期に渡って同じ班に
編入されるわけではなく，個人の身体的障害の解消や，身体的発達が向上できた場合におい
て，「基本班」に編入できると示されている．さらに，各班において，運動スキルの上達者
がリーダーとして選ばれ，所属する班を管理するなど，教師の授業運営を協力することがで
きると示されている．そのほか，班別指導方法を推奨する要因に関しては，学習者の練習回
数の増加，同時に複数の運動領域の教育実践の進行で注 9），教具不足の問題を解消できると
いうメリットが示されている（王ほか編，1957）． 
各段階（総計45分） 目的 内容
導入部分（3分-6分） 学習者の注意力の集め． 集団行動，走運動，ジョギング，注意力を培う練習．
展開
部分
体力
（6分-12分）
学習者の体のウォーミングアップ． 関節・靭帯・筋肉・神経などの発達に関する練習．
技能
（未提示）
学習者の各運動領域の技術の把握，身体
能力の発達，共産主義的道徳の養成．
走運動，速歩運動，跳運動，投擲，器械運動，遊戯な
ど．
整理部分（3分-5分）
徐々に教育実践を終了すること．学習者の
身体のクールダウン．
ジョギング，低運動負荷の遊戯，リズムダンス．
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続いて，教師によるデモンストレーションの指導方法についても確認する．王ほか編
（1957）によれば，教師が学習者に，口頭説明およびデモンストレーションで，運動技術を
習得させるという．デモンストレーションについては，通常スピードとスローモーションを
交替すること，一連の動作と局面の動作を同時に使用することが示されている． 
 そのほかには，人間形成に関して，教師が毎回の授業に各運動領域の特徴に応じて「共産
主義的道徳」の教育を行うことが示されている（王ほか，1957）．例えば，体操の集団行動
には，規律性，「集団主義精神」の養成，体操の器械運動には，勇敢，堅持，困難を克服す
る精神の目標，体操のウェイトリフティング（銃弾箱・負傷者の搬送など戦争場面を想定す
る内容も含む）には，協調性の目標，陸上には，勇敢，堅持，困難を克服する精神の目標が
示されている． 
他方で，遊戯の運動領域には，詳細な指導方法が提示されている．1 つは，遊戯のルール
を守ることを通して，学習者の規律性を養成することである．もう 1 つは，学習者をランダ
ムに，身体発達・健康の状況に相当する班に分けて競い合い，個人の利益を犠牲にし，集団
目標・集団利益に奉仕する「集団主義」，学習者の愛国心，労働を愛する精神などの「共産
主義的道徳」を養成することが提示されている（王ほか編，1957）． 
 以上のことから，中学校教科体育の教育実践では，学習者の身体発達状況，健康状況に応
じて，運動の負荷や運動技術の難易度の設定が重視され，効率的に学習者の体力や運動技能
の習得に偏る傾向にあると考えられる．  
また，班別指導方法について，教師が班を分ける時に，学習者の自尊心を傷つけないよう
に，班の名称を公示しないことが求められているが，教育実践では，学習者も気づくことが
あるだろう．この班別指導方法は，学習者の身体状況に相応しい運動負荷，運動技術を設定
しようとしているが，学習者の心理面への配慮は不十分であると考えられる． 
一方，遊戯における「共産主義的道徳」の人間形成に関する内容の分析を通して，学習者
個人の意志が軽視され，個人の利益を犠牲にし，集団の目標や意志に従順・奉仕し，愛国心，
労働への愛好的態度の養成が重視されていると考えられる．また，人間形成の指導方法に関
しては，ルールの遵守のみが提示されている． 
 したがって，56 大綱（小）・56 大綱（中）のガイドブックの分析を通して，この時期の教
科体育の教育実践における指導方法は，学習者の身体発達・健康状況に応じて，運動負荷，
運動技術の難易度の設定することが重視されているといえる．人間形成に関しては，ルール
を遵守することを通して，学習者の規律性を養成することが示されている．また，遊戯が活
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用され，学習者の間に合意させる配慮が見られず，学習者個人の意志が無視され，集団の目
標や意志に従順する「共産主義的道徳」の人間形成が示されている．さらに，運動負荷の忍
耐，運動技術の習得を経験することを通して，勇敢・堅持などの人間形成が図れるという認
識が普遍であったと考えられる． 
 
 
第 2 項 61 大綱（小）・61 大綱（中）のガイドブックにおける指導方法 
61 大綱（小）・61 大綱（中）のガイドブックに提示されている指導方法は，56 大綱（小）・
56 大綱（中）のガイドブックに提示されている指導方法と比べて，大きな違いはみられな
かった．本項では，61 大綱（小）・61 大綱（中）に，新しく設定された運動領域の武術お
よび球技（中学校のみ）のみに焦点を当て，その中での人間形成に関する内容を分析する． 
 まず，運動領域の武術において，小学校と中学校は同様に，学習者の忍耐，勇敢，堅持，
愛国心，民族自尊心の人間形成に関する目標が示されている（教育部，1961a，1961b）．
しかし，運動領域の武術において，運動技術の要点の提示が中心であり，人間形成に関する
指導方法については提示されていない（教育部，1961a，1961b）． 
次に，中学校の球技の運動領域において，バスケットボールの教育実践を通して，学習者
の団結心，「集団主義精神」の人間形成に関する目標が示されている．そして，指導方法の
提示について，バスケットボールのチームスポーツの特性にも関わらず，学習者を合意させ
る配慮が見られず，教師主導のもと，学習者の体力の向上，運動技術の習得が中心である（教
育部，1961b）． 
 以上，61 大綱（小）・61 大綱（中）のガイドブックに，運動領域の武術に提示されてい
る愛国心，民族自尊心の人間形成の目標から，運動領域の武術を設定する目的は，学習者の
ナショナル・アイデンティティを作りはじめたのではないかと考えられる．また，球技の運
動領域は，単に体力の向上，運動技術の習得のためだけである．61 大綱（小）・61 大綱（中）
のガイドブックにおける人間形成に関する指導方法は，56 大綱（小）・56 大綱（中）のガ
イドブックと同様に，「共産主義的道徳」の人間形成を中心とし，「市民性教育」の人間形成
に関してまだ取り扱われていない．  
ほかに，文革運動期には，先行研究で示したように，教科体育ないし学校教育全体の秩序
が崩壊し，教科体育の代わりに，軍事的訓練が行われていた．また，中国の学術データベー
スで検索しても，教科体育に関する資料も少ない．さらに，課程教材研究所編（2010）によ
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れば，人教社の資料が文革運動期に保存できなかった．実は文革運動期に人教社が被害され
ていただけではなく，社会全体も被害が及んでいた．したがって，文革運動期の教科体育の
教育実践を考察することは困難である． 
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第 5 節 本章のまとめ 
本章では，1949 年から 1970 年代までの時期を対象に，中国の教科体育のナショナルカ
リキュラムの作成・改訂過程を明らかにした．そして，人間形成の視点から，教科体育のナ
ショナルカリキュラムの内容および，教科体育の教育実践における人間形成に関する指導
方法を明らかにした．さらに，中心的な議論に入る前に，中国建国時期から 1970 年代まで
の社会背景および教育動向を整理した． 
 結果の大要は，以下のようにまとめられる． 
 
1）56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成は，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラム
を参考にしていた．そして，中国の小・中学校における学習者の身体発達の実際状況に応
じ，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを調整した．また，61 大綱（小）・61 大
綱（中）作成・改訂過程の検討によって，中国は従来の旧ソ連の教科体育のナショナルカ
リキュラムを参考にしたことを批判し，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムの
内容と区別しようとしたため，自国の伝統スポーツである武術を教科体育に導入した．さ
らに，61 大綱（小）・61 大綱（中）作成・改訂も，スポーツの「挙国体制」から影響を受
けていた． 
 
2）56 大綱（小）・56 大綱（中）には，いわゆる「共産主義的道徳」の人間形成が重視され
ていた．そして，この時期の教科体育における人間形成の位置づけは，建国初期の中国の
工業，農業を発展するために労働者を育成することであり，かつ国防のために，軍隊の予
備的訓練として位置づけられていたと考えられる．また，内容の比較を通して，56 大綱
（小）・56 大綱（中）の内容は，旧ソ連の教科体育のナショナルカリキュラムを模倣して
いたと言える．中国側は，単に自国の学習者の身体発達状況により，運動技術の難易度や
体力達成基準の設定を調整しただけである．次に，61 大綱（小）・61 大綱（中）には，武
術が 1 つの運動領域として設定されはじめた．61 大綱（小）・61 大綱（中）における人
間形成の「共産主義的道徳」の養成の位置づけは，56 大綱（小）・56 大綱（中）と同様
に，労働者の養成，予備的軍事的人材の養成のためであると考えられる. 
 
3）56 大綱（小）・56 大綱（中）に関連する指導方法の考察により，学習者の身体発達・健
康状況に応じて，運動負荷・運動技術の難易度の設定が重視されている．人間形成に関し
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て，運動領域の遊戯が活用され，学習者個人の意志が軽視され，集団の目標や意志に従順
する「共産主義的道徳」の人間形成が重視されている．56 大綱（小）・56 大綱（中）の教
育実践における人間形成観は，戦争場面を模擬する遊戯，高運動負荷の忍耐，規律の遵守，
教師からの指示への服従などを経験することにより養成することができるという考えを
持っているのではないかと推察できる．また，61 大綱（小）・61 大綱（中）のガイドブ
ックにおける人間形成に関する指導方法は，56 大綱（小）・56 大綱（中）のガイドブッ
クと同様に「共産主義的道徳」の人間形成を中心としており，「市民性教育」の人間形成
はまだ取り扱われていない． 
 
以上，中国建国初期には，56 大綱（小）・56 大綱（中）の作成は，同じ「社会主義陣営」
の旧ソ連の教科体育を模倣していた．そして，武術が 61 大綱（小）・61 大綱（中）に設定
された要因は，上述した社会背景にわかるように，旧ソ連の教科体育と区別しようという
「脱ソ連化」を企て，ナショナル・アイデンティティを作りはじめたからであったと考えら
れる． 
また，この時期の教科体育における人間形成は，中央政府による強力な社会統制により，
いわゆる「共産主義的道徳」の人間形成のみを扱う時期である．教科体育における指導方法
の考察を通して，学習者の個人の意志が無視され，自己犠牲も求められていたため，この時
期の「共産主義的道徳」の人間形成は学習者の人権を尊重していたとはいえない．なぜなら，
成立したばかりの中国では，保守的勢力を中心とした中央政府は，共産党政権を固めるため
に，「共産主義的道徳」の人間形成のみを実施していたからである．さらに，飢饉や健康の
問題，戦争の多発の課題を抱えていたため，個人の意志・権利が犠牲されていたと考えられ
る． 
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第 1 章 注釈 
注 1）「大躍進」（1958 年-1960 年まで）とは，毛沢東の提唱によって，全国範囲で展開さ
れた経済建設運動である．その目標は，いわゆる資本主義の先進諸国の経済発展のレベ
ルを超えることである．しかし，生産技術，生産量の捏造など現実から遊離した経済建
設活動や自然災害が発生し，多くの餓死者が生じた（陽，2014）． 
 
注 2）家近（2009）によると，義務教育はいわゆる資本主義を普及するためのブルジョア
教育制度と批判されていたため，旧ソ連を始めとする社会主義国では義務教育制度が採
用されなかったという．そのため，旧ソ連を学校教育のモデルとする中国共産党政権は
国民党政権の義務教育が強制的な教育であると批判し，「普通教育」の普及に努めてい
た．一方で，義務教育が施行されなくても，建国初期の中国では，小学校の就学率につ
いて 50 年代は平均 61%であり，60 年代前期は平均 68%であった（「中国教育年鑑」編
集部編，1984，p．1024）．なお，中国が義務教育を施行したのは 1986 年からである． 
 
注 3）「準備労働与衛国」とは，13 歳～40 歳の男女を対象に，陸上，器械運動，射撃，ウ
ェイトリフティングなどの項目を設定し，各年齢段階に一定の達成基準を示し，また，
奨励の方策を共に規定している制度である．なお，1964 年から，「青少年体育鍛錬標
準」に改名した（候・蒋編，1990；中国運動委員会，1958）． 
 
注 4）旧ソ連の小・中学校の教科体育のナショナルカリキュラムが実施されていた範囲
は，ウクライナ，ベラルーシなどの国が含まれず，ロシアソビエト連邦社会主義共和国
だけである（ソビエト連邦大臣議会体育およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連
邦社会主義共和国教育部，1953）． 
 
注 5）「挙国体制」という言葉は，中国の新聞記事を収録したデータベース「読秀」で検索
した結果により，1989 年から記事のタイトルに現れてきたが，中国ではすでに 1950 年
代からはじまっていた．伍編（1999）によれば，スポーツ選手養成の体制を整え，オリ
ンピック国際大会などの競技大会で優勝する回数を，アメリカ，日本などいわゆる資本
主義国を超越するという国家的な計画を立てていたという．これらの推進政策は，建国
初期の中国が国際的な競技大会などでは，国威を高揚することを目的にしていたのでは
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ないかと考える． 
 
注 6）「実心球投げ」とは，砲丸投げと類似する運動である．使用する器具は，外がゴム
に包まれ，中身も詰まっている一定の重さがあるボールである． 
 
注 7）具体的には，走り高跳びを例とした時，旧ソ連の小学校 10 歳の男子に対する高さの
設定は，80cm から 90cm であった．一方で，中国の小学校 10 歳の男子に対する高さの
設定は，65cm であった．また，投擲を例とした時，旧ソ連の 11 歳の男子（中学校 1 年
生）に対するボール投げの距離の設定は，12m であった．中国の小学校 11 歳の男子
（小学校 5 年生）に対する距離の設定は，6.5m であった（ソビエト連邦大臣議会体育
およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連邦社会主義共和国教育部，1953；ソビエ
ト連邦大臣議会体育およびスポーツ事務委員会・ロシアソビエト連邦社会主義共和国教
育部，1954；課程教材研究所編，2001）． 
 
注 8）砂袋とは，教科体育の教育実践で用いる，一定の重さがある砂を布に縫製した手の
ひらサイズの運動器具である． 
 
注 9）例えば，学習者の人数が多い場合，1 つのクラスを 4 つの班に分け，マット運動，
棒登り，走運動，投擲の 4 つの運動種目の内容は各班に交替的に習熟や練習を行う（王
ほか編，1957）． 
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第 2 章 1980 年代の教科体育における人間形成（人間形成の転換期） 
 
第2章では，80年代の中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程，ナシ
ョナルカリキュラムおよび，教科体育の教育実践における人間形成の取り扱い状況を明ら
かにすることを目的とする． 
 まず，80年代の中国の社会背景および，教育動向について整理し（第1節），次に，80年
代に用いられていた2つのナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を明らかにする（第2
節）．そして，この2つのナショナルカリキュラムを対象に，人間形成がどのように扱われ
ているのかを明らかにし（第3節），最後に，80年代の教科体育の教育実践では，人間形成
がどのような実状であったのかを明らかにする（第4節）． 
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第1節 1980年代の中国の社会背景および教育動向 
 
第1項 計画経済から市場経済への転換による教育改革 
教科体育における人間形成の変化に関して検討していく前に，80年代の教科体育の変革
がどのように実現されていったのかを明らかにする必要がある．教科体育の改革は，中央
政府が主導した一連の教育改革の取り組みと結びついていた．以下では，1985 年の「中共
中央関於教育体制改革的決定（中国共産党中央政府から教育体制の改革に関する決定）」
（以下「教育体制改革決定」と略す）の公布に至るまでの過程を示していく． 
まず，80 年代の中国では，教育全般の改革を実施する前に，「改革・開放」の経済政策
が実施された．具体的な動向としては，まず文革運動の主導者であり，元国家主席である
毛沢東が 1976 年に死去したことにより終息した（趙，2017）．続いて，毛沢東の政治主張
の後継者である国家主席の華国鋒（以下「華」と略す）の主導していた国家的投資が失敗
に終わった．この時に，国家副主席の鄧小平（以下「鄧」と略す）はこの失敗を見逃さず，
批判することを通して華を中央政府から追い落とし，中央政府における主導権を得た（木
下，2009；益尾，2017）．続いて，1978 年に，中央政府は文革運動期の政治運動を中心と
した方向を修正し，国家の経済建設に重点を置きはじめ，経済改革を決議した（人民日報
社編，1981）．改革の目的は，文革時期の社会貧困，鎖国状態を変え，経済体制改革を実施
することであった．経済改革に対して，中央政府では従来の経済体制の維持を主張する保
守派から反発を招いたが，経済改革を主張する改革派が主導的な位置づけにあった（唐，
2012）．こうした「改革・開放」の経済政策の実施によって，企業では単一的な公有制企業
から個人の経営，海外からの資金を得る独立した企業など多様な形になり，中国東部の沿
海地域では経済の特別開発区なども設立された．このような一連の変革は，国民の収入を
増加させることとなった（朱，1992）．そのほかにも，80 年代前半に，元中国共産党中央
委員会総書記注 1）（以下「総書記」と略す）の胡耀邦を中心に，民主的方向への政治体制の
改革も進められた（木下，2009）． 
 以上のような経済体制の変化および経済発展は，専門領域の人材を欠乏させるという問
題をもたらした（人民日報，1985）．こうした社会問題が，教育改革の主要な契機になっ
たと考えられる． 
そして，80年代の中央政府は，文革運動期の閉鎖的政策を変え，積極的に先進諸国との
外交関係を強化していった．それに伴って，ヨーロッパ諸国，アメリカ，日本などとの学
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術交流，留学生の派遣，学者の交流なども盛んになった．教育交流団体に関する統計デー
タを見ると，1979年から1981年までの3年間において中国から派遣した教育交流団体は
173団体であり，海外から訪ねてきたのは311団体であった（中国教育年鑑編集部編，1984）．
一方，首都・北京以外の地域においても，専門職教育コースの新設など，自主的に創造的
な教育内容が取り組まれていた（鐘ほか，1984）．このような教育内容の新設は，海外か
らの教育に関する情報の拡大と直接的な関係があったと考えられる． 
他方で，胡（2008）によれば，中央政府は1984年に上述の「改革・開放」の実施によっ
てもたらされた問題に対して，教育改革の必要性を認識したという．同年に，すでに教育
部および国家科学技術委員会は，教育制度の改革案および，科学技術の関連事業に関する
制度の改革案を作成する主要な担当として中央政府から任命され，教育改革に取り組みは
じめた．その内容は，中国各地の調査を行い，積極的に教育関係者からの意見を収集する
というものであった．その調査の結果，学校教育では，時代錯誤の教育内容や財政難の問
題，高等教育を中心とした国家統制の強化，自主管理の権限がなくなるといった問題が顕
在化していた． 
そして，以上のような教育部および国家科学技術委員会の調査結果を受け，中央政府は，
1985年に「教育体制改革決定」を公布した．「教育体制改革決定」では ，国民素質の向上，
社会生産の需要に応じることが目的とされた．中央政府は，上述の教育問題に着目し，大
学に自主的に管理する権限を譲り，学校教育への資金投入などの対策を規定し，さらに学
習者の自主的で独立的な思考能力などを求めるようになった（人民日報，1985）． 
 
 
第2項 諸外国との教育交流活動の胎動 
続いて，上述の社会背景および教育政策の改革の状況を踏まえ，80年代の中国の学校教
育の動向を示していく． 
まず，文革運動期に，学級閉鎖や政治学習・軍事訓練を中心とした学習内容，教師の追
放などによって崩壊した教育秩序を回復するために，中央政府は教員養成や教員研修など
教育制度の整備を進めた．また，中央政府は教科書を整備するために，1977 年から 1978
年までの間に資金を提供した．アメリカ，イギリス，西ドイツ，フランス，日本などの先
進諸国から大量の教科書を購入し，それを参考にして教科書を作成した（卓，2007a）．こ
れらの動向から，中央政府は文革時期以降の教育を急速に回復させようと企図していたこ
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とが窺える．こうした施策を通して，中国の教育秩序は安定しつつあった． 
また，教育の位置づけの調整に関して，中央政府は，文革運動期における政治運動に奉
仕する教育を停止し，経済の発展に奉仕する教育へと方針を転換した（卓，2007b）．そし
て，1985 年の全国の教育改革の取り組みや 1986 年の義務教育法の実施を通して，基礎教
育の普及および新しい教育の発展方向を確定した． 
続いて，国際教育交流活動については，中国が国際連合教育科学文化機関（以下「ユネ
スコ」と略す）への加入によって，世界の教育動向を捉えるようになったという（国家教
育委員会教育発展与政策研究中心・中国ユネスコ全国委員会秘書処編，1987）．また，中
国は近隣の日本との教育交流を頻繁に行った．その発端は，1979 年に日本と中国の政府間
で締結された「中華人民共和国政府和日本国政府為促進文化交流的協定」（中国外交部，
1979）である．この協定は，日中両国の文化・教育・学術およびスポーツの交流内容を示
し，両国の各種の団体と個人の交流を順調に行うために定めたものである． 
そして，日中両国の間では教育に関する団体の交流が繁盛に行われていた．特に中国と
日本の「日中教育交流懇話会」注 2）という民間組織との交流も，中国の教育の発展に大き
な貢献を果たした．1980 年から 1989 年までの間は，日中教育交流懇話会を通して，中国
の視察団は日本の教育制度，教育内容，学校現場などを視察した（日中教育交流懇話会編，
1989）．さらに，王（2009），日中教育交流懇話会編（1989）によれば，人教社に所属す
る学校教育ナショナルカリキュラムの作成・改訂を担当するメンバーも参加していたとさ
れているため，これらの国際的教育交流活動は，中国の教育改革に大きな影響を与えたと
考えられる．  
以上のように，80年代の中国の教育は，主に秩序の回復や経済発展の社会要求を受けな
がら，人材育成を果たすことを主要な目的とし，世界的な教育動向および先進諸国の教育
経験を積極的に取り入れることを試みていた． 
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第 2 節 1980 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 
本節では，主に80年代で使われていた2つの教科体育のナショナルカリキュラムの作成・
改訂過程を明らかにする． 
なお，80年代の中国において使われていたナショナルカリキュラムは2つある．1つは，
1978年に公布された教科体育のナショナルカリキュラムの「小学体育教学大綱（試行草案）」
（以下「78 大綱（小）」と略す）・「中学体育教学大綱（試行草案）」（以下「78 大綱（中）」
と略す）であり，もう1つは，1987 年に公布された教科体育のナショナルカリキュラムの
「全日制小学体育教学大綱」（以下「87大綱（小）」と略す）および「全日制中学体育教学
大綱」（以下「87 大綱（中）」と略す）である（課程教材研究所編，2001）． 
 
 
第1項 78大綱（小）・78大綱（中）の作成・改訂過程 
78大綱（小）・78大綱（中）の作成・改訂に関しては，中央政府が主導し，教育部が主催
した．具体的な作業を実施する部門は，教育部に所属する「人民教育出版社」（以下「人
教社」と略す）の「体育編集室」であった（課程教材研究所編，2010）． 
しかし，文革運動の間に, 1966年から中央政府の政策により,「人教社」のメンバー全員
は中国安徽省の農村部で労働を強いられていたという．文革運動が終了した後，1977年に，
元「体育編集室」の一部のメンバーは再び「体育編集室」に戻り, 教科体育のナショナル
カリキュラムおよび教科書の作成を再開した（課程教材研究所編，2010）． 
また，作成メンバーは「人教社」のメンバーだけではなく，体育教師，教科体育の研究
者を含め，合計10人であった．一方，「体育編集室」所蔵の教科体育のナショナルカリキ
ュラムの作成に関する図書・資料などは，文革運動時期になくなっていた（課程教材研究
所編，2010）．このような資料不備の状況で，わずか1年間で文革運動以前の教科体育の
ナショナルカリキュラムを改訂することは難しかったといえよう． 
 
 
第2項 87大綱（小）・87大綱（中）の作成・改訂過程 
87大綱（小）・87大綱（中）の作成・改訂過程において決定的な契機となったのは，1982
年の10月15日から29日までに，中国・福建省の漳州市で開催された「全国小・中学校の体
育教科書に関する研討会」（以下「漳州会議」と略す）である（高，1983；王，2009）．そ
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のため，以下では漳州会議の発足の経緯や会議の概要を中心に検討していく． 
まず，漳州会議の発足の経緯について述べていく．1981年8月に人教社の「体育編集室」
担当の王が，人教社および教育部に申請書を提出した．この申請書には，教科体育に関す
る自主的な実践研究や理論的研究が活発になされるようになった影響を受けて，学校現場
や学術分野において，教科体育が多様な機能を有することが認識されはじめたことが記述
されていた．王は，新しい教科体育の目標に対する認識の統一および実際の状況にふさわ
しい教科体育のナショナルカリキュラムの作成が急務であることを強調し，小・中学校の
教科体育のナショナルカリキュラムを改訂するための会議を開催することを人教社と教育
部に求めた．その結果，人教社および教育部は，漳州会議の開催を決定した（王，2009）． 
そして，翌1982年に，教育部主催のもとで漳州会議が開催された．会議では，まず78大
綱（小）・78大綱（中）の問題点について議論された．主な問題点として，78大綱（小）・
78大綱（中）が時代発展の要求に対応できていない点，政治的スローガンの存在，アスリ
ートの予備的養成に関して認識の誤りがある点，また運動領域の設定について，陸上，体
操注3）などの運動領域が授業数の多くを占め，運動領域の種類が少ない点が指摘された（王，
2009；任，1983）．そして，改訂の方針は，当時の教育部部長（日本の文部科学大臣に相
当する）の何東昌によって示された．その方針として，「学校体育の主要な目的は学習者の
体力を増強し，よく鍛え，全体の学習者に向ける」（王，2009，p.35）とされていた． 
また，任（1983）により，会議の参加者は，教育部および人教社だけではなく，大学の
研究者，全国各地からの学校現場の体育教師，教育行政の管理者などから構成された．そ
して，多人数の参加により，広範な改訂意見が集められた．さらに，本来は50名程度の参
加者が予定されていたところ，各地から増員に対する要求があったため，漳州会議の開催
までに253名に拡大された（教育部，1982a；王，2009；任，1983）．その中でも，特別に
招待した13名の参加者は表 2-1のとおりである．特別招待者は，課程教材研究所編（2010）
により，従来の教科体育のナショナルカリキュラムの作成関係者でもあった． 
これらの特別招待者の中でも，特に曲宗湖（以下「曲」と略す）の存在は，注目に値す
る．なぜなら，80年代初頭に，曲は，北京体育学院の同僚とともに，諸外国の学校体育の
動向を研究していたからである．曲ほか（1981）はまず，日本，旧ソ連，アメリカ，フィ
ンランド，フランスおよび東ドイツの教科体育の目標を分析した．その結果，日本では学
習者の運動への愛好的態度の養成，アメリカでは学習者のチームワーク精神および競争精
神の養成について示されていた．また，フィンランドでは体力の発達，運動への愛好的態
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度を高め，運動の楽しさの体験，道徳性，社会性および審美観の養成について示され，旧
ソ連では学習者の身体健康への関心および，運動への愛好的態度の養成，さらには運動技
能の把握について示され，東ドイツでは運動技能の重視について示されていた． 
 
表 2-1 漳州会議の特別招待者の名簿 
 
氏名 所属  
 
氏名 所属 
1 蘇競存 退職，教育部に所属 8 王寿生 北京 101 中学校 
2 胡鈞昇 上海師範学院体育部 9 劉競存 河北師範大学・体育部 
3 季明勳 沈陽師範学院 10 彭傑 武漢体育学院 
4 王宝烈 「新体育」雑誌社 11 梁軍 広東省湛江市教育局 
5 鄭藩 山西省・聞喜中学校 12 曲宗湖 北京体育学院 
6 王汝唐 天津市教育局 13 関槐秀 北京市教師研修学校 
7 滕子敬 北京師範大学・体育部 
   
（「漳州会議通知付録 2：特別招待者名簿」（教育部，1982b）より作成） 
 
そして，曲ほか（1981）は旧ソ連，日本，アメリカを中心に教科体育の教育実践につい
て，指導方法，身体発達状況，学術研究などの状況を考察した．第 1 節第 2 項で明らかに
したように，80 年代の中国における教育改革では，諸外国の教育動向を積極的に参考にし
ていこうとする姿勢がみられた．曲ほか（1981）の研究から，上記の諸外国の教育動向を
積極的に参考にしていく姿勢は，教科体育においてもみられたと考えられる． 
さらに，漳州会議では，87 大綱（小）・87 大綱（中）の目標について，審美観，運動の
楽しさ，レクリエーションおよびアスリートの予備的養成などの目標を設定することが提
言された．しかし，会議での討論の結果，アスリートの予備的養成の目標は，上述したよ
うに教科体育の役割に対する認識の誤りであると合意し，教科体育の主要な目標は全体の
学習者に向けて体力を増強することとなった．そのため，アスリートの予備的養成を目標
とすることが否定されたと考えられる．また，78 大綱（小）・78 大綱（中）において示さ
れた，①身体的発達，②知識・技能・技術，③「思想品徳（徳育と類似）」という 3 つの基
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本目標の構造については，変更されなかった（任，1983）． 
ほかにも，87大綱（小）・87大綱（中）で扱う運動領域については，学習者の生理的・心
理的特徴にふさわしい運動種目が増加され，従来の政治教育に関する内容が削減された（王，
2009）．さらに，「思想品徳」の目標領域について，愛国教育，規律性の目標内容は変化し
ていないが，学習者の個性，創造性および，「良好な社会的道徳」などの目標内容を取り入
れるようになったという（王，1987）． 
最後に王（2009）は，漳州会議によって87大綱（小）・87大綱（中）の基礎が定められ
たと評価している．その後，人教社が87大綱（小）・87大綱（中）の原稿を作成し，「教育
体制改革決定」に依拠しながら，国家教育委員会（元の教育部）注4）から審査を受け，1987
年に，国家教育委員会から87大綱（小）・87大綱（中）が公布・施行された（課程教材研究
所編，2010；王，1987）． 
以上の80年代教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程の検討によって，87
大綱（小）・87大綱（中）の作成・改訂は，中国学校体育の研究者が，海外の学校体育を広
範に分析した上で，この漳州会議において，教科体育のナショナルカリキュラムの改訂を
提案したことが確認できた．また，課程教材研究所（2010）によれば，78大綱（小）・78
大綱（中）を含め，87大綱（小）・87大綱（中）以前の教科体育のナショナルカリキュラム
の作成・改訂は中央政府や教育部が主導し，少人数の関与によるものであったが，87大綱
（小）・87大綱（中）の作成・改訂は，社会からの多様な意見により組織され，多人数の参
加へと変化していったとされている．さらに，高（1983）によれば，漳州会議では中国が
建国してから，初めて全国各地からの人員が集まるようになり，広範な交流・議論が行わ
れていたという．  
しかし，教育部部長の何東昌の発言から，中央政府の方針として示された教科体育の目
的は，身体重視を根本とする立場であったことがわかる．一方で，学校体育の研究者から
提言された「市民性教育」の人間形成に関わる社会規範の目標，運動の楽しさ，レクリエ
ーション，個性，創造性などの目標は重視されていなかった．このことからも，改訂過程
においては，中央政府の方針がまだ強く反映されていたことが明らかになった． 
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第 3 節 1980 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 
第3節では，87大綱（小）・87大綱（中）における人間形成の内容について検討する．そ
の際，人間形成の視点に関する目標・内容・方法の評価基準として，①人間形成に関わる
教科目標の設定，②各運動領域では人間形成に関する具体的な内容の設定，③学習者の人
間形成を目指した指導方法の提示の3つに着目して検討する．そして，87大綱（小）・87大
綱（中）と，従来の教科体育のナショナルカリキュラムとを比較しながら検討を加えてい
く．具体的な内容を表 2-2に示した．  
 
表 2-2 80 年代までの教科体育のナショナルカリキュラムの内容 
 
（「20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）」（課程教材研究所編，2001）より作成） 
 
大綱名 総括目標 下位目標 運動領域
指導方法
の提示
総括
56大綱
（小）
56大綱
（中）
学習者の全面的な発
展,社会主義国の建
設者・保衛者
・身体的発達の目標
・知識，技能の目標
・愛国心，労働への愛好
的態度，規律性，逞し
い意志，楽観的な態度
・衛生習慣
・運動の愛好的態度，自
主的な運動習慣
・体操
・陸上
・遊戯
なし 身体，技能の重視
61大綱
（小）
61大綱
（中）
身体の増強，労働者，
防衛者の養成
・身体健康の目標
・身体増強の目標
・基本の知識・技能の目
標（中学校はアスリー
トの予備的養成の目標
も含む）
・愛国心，労働への愛好
的態度，規律性，活気
ある目標
・体操
・陸上
・武術
・遊戯
労働・軍
事的訓練
との結び
つけ
労働者及び軍事の
予備役の要求
78大綱
（小）
78大綱
（中）
身体の増強，愛国的
な建設者・防衛者の
養成
・身体的発達の目標
・知識・技術・技能の目標
・愛国的態度の形成, 身体
を鍛える習慣，従属性,
規律性,逞しい意志，
忍耐力がある目標
・陸上
・体操
・遊戯
・球技
・武術
教師中心,
労働・軍
事的と結
びつけ
・労働者及び軍事
の予備役の要求
・身体の重視
87大綱
（小）
87大綱
（中）
徳・知・身体・審美
の全面的な発展,社
会主義国家の建設
者・防衛者の養成
・身体的発達の目標
・知識・技術・技能及び
生涯的に身体を鍛え,，
レクリーエションの目標
・「思想品徳」の目標：
愛国心,社会責任感の
形成，個性，創造
性の形成, 奉仕的精神，
活気ある，規律性，逞
しい意志，文明的行為
の形成，社会的道徳，
審美観の形成の目標.
・陸上
・徒手体操
・器械運動
・遊戯
・ダンス
・球技
・武術
教師中心,
学習者を
教育の主
体とする
こと
・身体重視の傾向
・教材種目の増加
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表 2-2に示されているように，中国は建国から87大綱（小）・87大綱（中）の施行までは，
56大綱（小）・56大綱（中），61大綱（小）・61大綱（中）および78大綱（小）・78大綱
（中）の3つが施行されていた．これらの3つのナショナルカリキュラムでは，第1章で述べ
たように，いわゆる「共産主義的道徳」の人間形成が重視されていた．そして，この3つの
ナショナルカリキュラムにおける人間形成の位置づけは，建国初期の中国の工業，農業を
発展させるための労働者の育成であり，かつ国防のための軍隊の予備的訓練として扱われ
た．一方で，87大綱（小）・87大綱（中）では，初めて「市民性教育」に関する「社会的
道徳」の目標が設定されるようになった． 
さらに，以下では，87 大綱（小）・87 大綱（中）と，78 大綱（小）・78 大綱（中）の
比較検討を通して，80 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関す
る変化を明らかにする．78 大綱（小）・78 大綱（中）を扱う理由に関して，1 つは，78 大
綱（小）・78 大綱（中）は，87 大綱（小）・87 大綱（中）の実施以前までの教科体育の
長期の発展の結果であると考えられるからである．もう 1 つは，本論の第 2 節における 78
大綱（小）・78 大綱（中）の改訂過程の考察および表 2-1 で示したように，78 大綱（小）・
78 大綱（中）が，61 大綱（小）・61 大綱（中）と比べて，改訂はほとんど行われなかっ
たからである．したがって，78 大綱（小）・78 大綱（中）は文革運動以前の教科体育のナ
ショナルカリキュラムを代表するものに該当すると考えられる． 
他方で，分析対象である 78 大綱（小）・78 大綱（中）および 87 大綱（小）・87 大綱
（中）の性格については，1978 年に中国教育部（日本の文部科学省に相当する，以下「教
育部」と略す）から出された，「全日制小学暫行工作条例（試行草案）」（教育部，1978a）
および「全日制中学暫行工作条例（試行草案）」（教育部，1978b）において規定されてい
る．この 2 つの「試行草案」は，中国の学校教育全体注 5）の基準であり，学校の教科は，
必ず教育部から出された統一の授業計画，ナショナルカリキュラムおよび教科書に依拠す
ることが明記されている．また，1979 年に，教育部および国家スポーツ委員会注 6)が共同
で出した「中・小学体育工作暫行規定」には，「教科体育は，小学校，中学校の必修科目で
あり，体育授業の主な実施対象である．教育部から出した授業計画，教科体育のナショナ
ルカリキュラムを貫徹に実施する」（教育部・国家スポーツ委員会，1979，p．2）と記さ
れている．さらに，中国の各地では文化の違いや経済格差を考慮し，教科体育の運動領域
は，必修と選択必修の 2 つが設定されていた注 7）（課程教材研究所編，2001）． 
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第1項 78大綱（小）・78大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，78大綱（小）・78大綱（中）における総括目標・下位目標，運動領域の設定，
指導方法の提示を考察する．  
まず，78大綱（小）・78大綱（中）の総括目標および下位目標をみてみたい. 課程教材
研究所（2001）によると，総括目標は78大綱（小）・78大綱（中）の最初の部分に提示さ
れている．78大綱（小）の総括目標の具体的内容は，「教育は必ずプロレタリアート政治
に奉仕し，生産労働と関連する」，「学習者の徳育・知育・体育を全面的に発展させ，社
会主義的自覚・知識がある労働者を養成する」（課程教材研究所，2001，p．91）ことで
あった．また，78大綱（中）の総括目標は，78大綱（小）の総括目標の内容に基づいて，
「学習者の体力を増強し」，「未来の革命闘争の活動で，祖国の防衛・建設の役割を担うこ
とができる」（課程教材研究所編，2001，p．554）と記されている． 
続いて，78大綱（小）・78大綱（中）の下位目標について，この2つの大綱では，①身体
的発達の目標，②体育の基礎知識・基本技術・基本技能の目標，③学習者の態度に関する
目標の3つが示されていた．そして，ここでは主に②と③の目標領域の内容を分析する．78
大綱（小）の②と③の目標領域の内容は，以下のように示されている．また，78大綱（中）
の②と③の目標領域の内容は78大綱（小）と同様である． 
 
「②体育に関する基礎知識，基本技能および簡単な技術を学ばせ，合理的な方法で身
体を鍛える能力を身につく． 
③教科体育の授業の特徴と結びつき，学習者の共産党・社会主義国家を愛する態度を
養成する．革命のために，自覚的に身体を鍛える習慣を養う．学習者の「従属性」,
規律性を養成し，「集体（集団）」を愛する態度，活気ある・勇敢・逞しい意志・
忍耐力がある「革命精神」を養成する．」（課程教材研究所編，2001，p．91）  
 
続いて，78大綱（小）・78大綱（中）における運動領域についてみてみたい．78大綱（小）
では，陸上，体操および遊戯が主要な運動領域であり，総授業時数の約72％を占めていた. 
78大綱(中)では，陸上，体操，球技が主要な運動領域であり，総授業時数の約63％を占め
ていた．しかしながら，78大綱（小）・78大綱（中）では財政難のため，ボールなどの教具
不足の問題も直面していたことが示されていた．また，「遊戯」運動領域の具体的内容に
関して，学習者の走る・跳ぶ・投げるなどの身体能力やボールの操作などが設定され，塹
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壕を乗り越え，負傷者の運搬などの戦争場面を模擬する遊戯も少なくなかった．78大綱（中）
では，遊戯は設定されていないものの，軍事的訓練の内容（例：手榴弾投げ）は陸上，体
操の運動領域に設定されていた．一方，78大綱（小）・78大綱（中）には，政治教育に関す
る座学的な内容も設定されている．要するに，78大綱（小）・78大綱（中）では，陸上，体
操，遊戯（小学校のみ）の運動領域の内容を中心とし，軍事的訓練・身体重視の傾向にあ
ったことが窺える．また，指導方法の提示に関しては，78大綱（小）・78大綱（中）の最初
の部分には「指導者中心」であることが強調され，生産労働・軍事訓練と結びつける方法
だけが提示されていた． 
以上では，78大綱（小）・78大綱（中）の目標，運動領域の内容の設定，指導方法の提示
の3つについて整理した．78大綱（小）・78大綱（中）の総括目標・下位目標には，プロレ
タリアート政治・革命など政治的スローガンが未だに存在していた．また，規律性・従属
性・逞しい意志・愛国的態度・集体（集団）を愛する態度，勇敢の目標に関しては56大綱
（小）・56大綱（中），61大綱（小）・61大綱（中）と同様に「共産主義的道徳」の人間
形成の養成が重視されていたといえる．そのため，人間形成は，労働者および軍隊の予備
的訓練のために位置づけられていたと考えられる． 
 
 
第 2 項 87 大綱（小）・87 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，87大綱（小）・87大綱（中）における総括目標・下位目標，運動領域の設定，
指導方法の提示を考察する． 
まず，87大綱（小）・87大綱（中）の総括目標および下位目標を確認していく．課程教材
研究所（2001）によると，総括目標は87大綱（小）・87大綱（中）の大綱の最初の部分に
提示されている．87大綱（小）の総括目標の具体的内容は，「学習者の身体健康を増進し，
体力を増強する．そして学習者の『徳・知・（身）体・美（審美観）』の全面的・元気良
く発展し，国民の基礎素質を培うこと」（課程教材研究所，2001，p．115）である．また，
87大綱（中）の総括目標は，87大綱（小）とほぼ同様であり，異なるのは87大綱（小）に
おいて「国民の基礎素質を培うこと」（課程教材研究所，2001，p．115）と示された部分
が，87大綱（中）では「社会主義の建設者・防衛者を養成すること」（課程教材研究所，
2001，p．591）と示された点である． 
続いて，87大綱（小）・87大綱（中）の下位目標について，この2つの大綱では，①身体
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的発達の目標，②体育の基礎知識・基本技術・基本技能および楽しさの目標，③「思想品
徳」の目標の3つが示されている．そしてここでは主に②と③の目標領域の内容を分析す
る．87大綱（小）の②と③の目標領域の内容は，以下のように示されている． 
 
  「体育の基礎知識・基本技術・基本技能の目標： 
  日常生活および身体を鍛えることに関する簡単な運動技術・基本技能を学ぶ．合理的
に身体を鍛える方法，運動のレクリエーションの方法を理解する． 
  『思想品徳』教育の目標： 
  共産党・社会主義国家を愛する．体育に対する興味を育て，身体を鍛える習慣および
主体性を養成し，自分自身の健康への関心という『社会責任感』を養成する． 
 個性を発展させ，規律性・逞しい意志・創造性・活気ある精神を培う． 
 『審美観』を陶冶し，文明的行為を養成する．」（課程教材研究所編，2001，pp．115-
116）． 
 
そして，87大綱（中）では，②と③の目標領域の内容について，以下のように示されて
いる． 
 
  「体育の基礎知識・基本技術・基本技能の目標： 
  日常生活および身体を鍛えることに関する基本の運動技術・技能を学び，運動のレク
レエーション方法を理解する．合理的に身体を鍛える方法を理解し，生涯にわたって
身体を鍛える需要および，楽しさの需要を身につける． 
 『思想品徳』の目標： 
  共産党・社会主義国家を愛する態度，身体を鍛える『社会責任感』および奉仕精神を
養成し，身体を鍛える興味・習慣を養う． 
   個性を発展させ，意志を鍛え，勇敢・逞しい意志・創造性を培う． 
   従属性・規律性を培い，団結的・活気ある思想および良好な社会的道徳を身につける． 
文明的行為を通じて，審美観を陶冶する．」（課程教材研究所編，2001，pp．591-592）． 
 
 上述の87大綱（小）・87大綱（中）の総括目標および下位目標の内容から，人間形成に関
して，従来のいわゆる「共産主義的道徳」の人間形成の目標が中心に設定されているとい
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える．それと同時に，「市民性教育」に関する人間形成の目標の「良好な社会的道徳を身
につける」ことが，教科体育のナショナルカリキュラムでは，初めて設定されている． 
続いて，87大綱（小）・87大綱（中）における運動領域について確認してみる．まず，87
大綱（小）には，遊戯，唱遊注8），陸上，徒手体操，器械運動，リズムダンス，武術および
球技などがある．87大綱（中）には，陸上，徒手体操，器械運動，球技，武術およびダン
スなどがある．また，87大綱（小）・87大綱（中）では，各学年，各運動領域について，道
徳性の「良好な社会的道徳を身につける」という具体的な目標に関する内容の提示はみら
れなかった． 
そして，指導方法の提示については，87大綱（小）・87大綱（中）において，学習者が体
育授業の主体者であることが強調されているものの，各運動領域の実施に関する詳細な指
導方法・学習方法については提示されていなかった． 
 以上の87大綱（小）・87大綱（中）における，教科体育の目標設定，目標に関連する運動
領域の内容設定および目標を達成するための指導方法の提示の3つを考察した．そして，こ
の3つを総合的に検討した結果，人間形成に関する取り扱いの状況は，従来のいわゆる「共
産主義的道徳」の人間形成が重視された一方で，87大綱（中）では「良好な社会的道徳を
身につける」といった「市民性教育」に関連する人間形成の目標だけが設定されていた．
しかし，この目標は各運動領域では具体化されておらず，目標に関する詳細な指導方法の
提示もなされていなかった． 
 
 
第3項 87大綱（小）・87大綱（中）と78大綱（小）・78大綱（中）の比較 
 本節では，比較的検討を通して，80年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける
人間形成に関する詳細な変化を明らかにする．また，87大綱では，総括的な人間形成の目
標だけが設定されるため，以下では，2つ大綱の内容を総合的に比較する． 
 78大綱（小）・78大綱（中）では，労働・国防のために，「共産主義的道徳」の人間形成，
軍事的訓練を中心としていたが，87大綱（小）・87大綱（中）では，学習者の個々人の発展
や需要のために，「市民性教育」の人間形成的思考が取り入れられはじめ，運動の楽しさ，
主体性，個性の目標も初めて設定された． 
しかしながら，「市民性教育」の人間形成については，87大綱（中）において，下位目標
に「良好な社会的道徳を身につける」の目標だけが設定されるに留まり，各運動領域まで
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は具体化されておらず，目標に関する詳細な指導方法の提示もなされていなかった．した
がって，80年代の教科体育のナショナルカリキュラムでは，「共産主義的道徳」の人間形
成を中心にし，「市民性教育」の人間形成の取り扱いは，初歩的な段階にあったといえよ
う. 
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第4節 1980年代の教科体育の教育実践における人間形成 
 本節では，80年代の教科体育の教育実践のトレンドを代表するような指導案の例示を分
析し，まとめていく．本節での分析の対象は，主に80年代の学校体育雑誌や，学校教育雑
誌注9），『体育課教学改革実験教案選』（王編，1988）の指導案集に公開されていた学校現場
の体育教師が作成した教科体育の指導案36部である．そして，これらの指導案を運動領域
別注10）でまとめて，教材，目標，指導方法の詳細を表 2-3に示した. この他には，これらの
指導案の例示には，人間形成の取り扱いに関して大きな変化はみられなかったため，1つの
表にまとめた． 
まず，各指導案で設定された目標について検討してみると，各指導案において，体力発
達の目標，技能習得の目標がもっとも重視されていたといえる．そして，1985年以降の4
部の指導案には，運動に対する愛好的態度の目標が設定されており，3部の指導案に設定さ
れはじめた．さらに，人間形成の目標に関しては，忍耐力・堅忍，困難の克服，規律性，
勇敢・果断，団結を中心に，集団主義，忠誠，従属性，逞しい意志，いわゆる「共産主義
的道徳」の目標が設定され，武術を扱う指導案には，民族自尊心の目標が明示されていた．
このほかの5部の指導案には，初めて「市民性教育」の人間形成と関わる学習者の協力の態
度養成の目標が設定されていた．  
 続いて，指導案の例示に用いられる指導方法に関しては，各指導案における授業の導入
部分において，学習者の規律性を養成するために，集団行動が多く用いられていた．また，
学習者に技能を把握させるために，教師によるデモンストレーション・解説・動作の修正
が各指導案に用いられていた．遊戯に関しては，戦争場面を模擬する遊戯の内容が少なく
なかった．そして，遊戯の行い方に関しては，指導者が1つのクラスをランダムに同じくら
いの人数でいくつかの班に分けて競い合うパターンが多くみられた．一方，各班内のメン
バーの間で交流・合意させる配慮が一切確認できず，班のリーダーを置くことは，教師が
クラスを管理しやすくするために行われていたと考えられる． 
以上のように，80年代の教科体育の指導案の例示を考察することで，80年代の教科体育
の教育実践のトレンドを把握することができた．80年代の教科体育の教育実践は「共産主
義的道徳」の人間形成に関する目標が中心であり，指導方法は，50年代，60年代に用いら
れていた指導方法と同様であった． 
したがって，80年代の教科体育の教育実践において，人間形成の取り扱いは従来のまま
であった．学習者が従順的に体力を鍛え，技能を修得させることを中心としており，学習
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者個人の意志を十分に尊重していたとはいえないだろう． 
 
表 2-3 80年代の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
 
（『体育課教学改革実験教案選』（王編，1988），注 9 における「表 2-4 80 年代の教科体育の教育実
践に関する指導案の例示の出所」 より作成） 
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第 5 節 本章のまとめ 
本章では，80 年代の中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を考察
し，教科体育における人間形成の展開状況を明らかにすることを目的とした．また，中心
的な議論に入る前に，予備的な考察を通して，中国の 80 年代の社会背景および教育動向
を整理した． 
結果の大要は，以下のようにまとめられる． 
 
1）80 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの改訂過程において，曲を中心とした中
国学校体育の研究者が，海外の学校体育を広範に考察し，教科体育のナショナルカリキ
ュラムの改訂に向けた意見を提案した．そして，初めて公衆からの意見が募集され，広
範な議論・検討が行われた．このような導入のプロセスの中で，87 大綱（小）・87 大綱
（中）に人間形成の目標が設定されたことが明らかになった．しかし，中央政府の方針
により，教科体育の目的は身体重視の立場であり，人間形成に対する認識はまだ希薄で
あった．  
 
2）87 大綱（小）・87 大綱（中）では，「市民性教育」の人間形成的思考は取り入れられた．
従来の「共産主義的道徳」の人間形成，身体重視・軍事的訓練を中心としていたナショ
ナルカリキュラムから，学習者個人の発展や需要のために「市民性教育」的な人間形成
的思考が取り入れられた．しかし，人間形成に関する目標は設定されたものの，学習内
容や指導方法が示されていなかった． 
 
3）80 年代の教科体育の教育実践では，体力の発達，技能の把握が重視されると同時に，
「共産主義的道徳」の人間形成の目標が中心となり，指導方法は従来のままであった．
また，「市民性教育」の人間形成に関しては，有効な指導方法が示されていなかった．
したがって，80 年代の教科体育における人間形成の取り扱いに関しては，学習者自身の
意志が十分に尊重されていたとはいえず，「市民性教育」の人間形成は，初歩的な段階
であった． 
 
以上，本章では80年代における中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂
過程，そして，教育実践における人間形成の取り扱い状況について明らかにした．この時
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期に「市民性教育」の人間形成が取り入れはじめた要因については，中央政府が西側諸国
の文化や価値観などの受け入れはじめたからであると考えられる．しかし，「市民性教育」
の人間形成に関する経験はまだ蓄積されていなかったため，「市民性教育」の人間形成を
展開することは困難であったと考える．   
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第 2 章 注釈 
注１）中国共産党中央委員会総書記は，中央政府の執行部（中央政治局，中央政治局常務
委員会など）を主導し，会議の開催，議題の設定，重要な人事の任免に関して，主導権
を持つ（唐，2012）． 
 
注 2）日中教育交流懇話会（1989）によれば，日中教育交流懇話会の成立の契機は，1978
年に大阪市立大学の森川晃卿学長や京都大学の岡本道雄総長など，関西地方の 10 名の
大学学長が民間ベースで中国を訪ねたことにあるとされている． 
 
注 3）「体操」の運動領域は，集団行動，徒手体操および，器械運動が含まれている（課程
教材研究所編，2001）． 
 
注 4）国家教育委員会とは，設立期間が 1985 年から 1998 年までであり，1985 年に教育
部から再編され，中央政府から直接的にリードされていた組織である．その後，1998 年
に，国家教育委員会が再び教育部の組織に戻された（李編，2016）． 
 
注 5）小学校では国語，数学，政治，常識，体育，音楽，美術，労働などの科目から構成さ
れ（教育部，1978a），中学校では国語，数学，外国語，政治，歴史，地理，生物，物理，
化学，生産知識，生理衛生，体育，音楽，美術，労働などの科目から構成されている（教
育部，1978b）． 
 
注 6）国家スポーツ委員会は，現在の中国国家スポーツ総局の旧称である．中央政府機関
の国務院直属機構であり，主に競技スポーツや大衆スポーツなどの事業を総合的に管理
する（国家スポーツ総局，2018）． 
 
注 7）課程教材研究所編（2001）によれば，必修と選択必修の具体的割合に関して，78 大
綱（小）では小学校の必修の運動領域の授業数は総授業数の約 80％を占め，選択必修は
約 20％を占めている．78 大綱（中）では，中学校の必修の運動領域の授業数は総授業
数の 70％から 80％であり，選択必修は 20％から 30％であると規定している．また，87
大綱（小）では，小学校の必修の運動領域の授業数は総授業数の約 70％を占め，選択必
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修は約 30％を占めている．87 大綱（中）では，中学校の必修の運動領域の授業数は総
授業数の 60％以上を占め，選択必修は 40％を超えない程度であると規定している． 
 
注 8）「唱遊」は，歌や音楽などに合わせて遊戯を行う運動領域であり．小学校の第 1，2
学年のみで扱われていた（課程教材研究所編，2001）． 
 
注 9）学校体育雑誌・学校教育雑誌における指導案の例示の出所は表 2-4 に示す． 
 
表 2-4 80 年代の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所 
 
注 10）小学校低学年のみの運動領域の遊戯は，主に，走運動，跳運動，投擲，ボールゲー
ムなどの内容で構成されていた（課程教材研究所編，2001）．ここでは，遊戯の実際の
内容を確認し，陸上，器械運動，球技など，各運動領域に分けて考察した．  
刊行 
年度 
テーマ 著者 誌名/著書名 
巻号・ 
ページ数 
1980 教案範例 譚芙蓉 遼寧体育科技 1（5）：38-40 
1981 小学体育課教案一例 張坤徳 広東教育 
12（1）：29-
30 
1982 介紹一堂室内体育課的教案 卓韜 体育教学与訓練 5（1）：15-16 
1983 教案示例 張有仁ほか 遼寧体育科技 4（7）：23-78 
1984 複式体育課教案一例 周民 江蘇教育(小学版) 30（9）：44 
1984 一堂中学体育教法研究課 李勇民 上海体育学院学報 8（2）：81-84 
1985 小学 1 年級体育課教案 韓化南 学校体育 5（1）：42-43 
1985 教案選登：初中 2 年級男生体育課教案 王寿生 学校体育 5（4）：30-32 
1985 小学 1 年級体育課教案 王仲生 学校体育 5（3）：28-29 
1985 初中 2 年級体育課教案 李華豊 学校体育 5（6）：31 
1986 小学 6 年級体育課教案 劉善武 学校体育 6（2）：31 
1986  小学 5 年級体育課教案 王燕玲 体育教学与訓練 9（1）：42-43 
1986 小学 2 年級室内体育課教案 黄美珠 体育教学与訓練 9（1）：44-45 
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第 3 章 1990 年代の教科体育における人間形成（人間形成の曲折期） 
 
第3章では，90年代の中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程，ナシ
ョナルカリキュラムおよび教科体育の教育実践における人間形成の取り扱い状況を明らか
にすることを目的とする． 
 まず，予備的考察として，90年代だけではなく80年代末も含めて，中国の社会背景およ
び教育動向について整理し（第1節），次に，1992年に公布されたナショナルカリキュラ
ムの作成・改訂過程を明らかにする（第2節）．そして，このナショナルカリキュラムを対
象に，人間形成がどのように扱われているのかを明らかにし（第3節），90年代の教科体育
の教育実践における人間形成はどのような実状であったのかを明らかにする（第4節）．最
後に，90年代に行なわれていた自主的教育実践の事例を対象に，人間形成がどのように取
り扱われていたのかを明らかにする（第5節）． 
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第 1 節 1990 年代の社会背景および教育動向 
 
第 1 項 外交関係の悪化および緩和 
90 年代の教科体育における人間形成の発展に関して，90 年代の社会背景との関連を明
らかにする必要がある．また，予備的考察として，90 年代に大きな影響をもたらした 80
年代末に発生した一連の事件を考察する必要がある．80 年代末から 90 年代初頭までに，
アメリカと旧ソ連の冷戦対立の状態が終わり，世界各地では劇的変化が行っていた．そし
て，中国も「改革・開放」の政策を実施して以降，政治体制の改良や経済の発展は順風満
帆ではなかった． 
まず，政治・国際環境に関して，第 2 章に述べたように，元総書記の胡耀邦を中心に，
民主的方向への政治体制の改革が進められていた．一方，政治体制の改革および西側の資
本主義国家からの文化の輸入の際に持ち込まれた民主的思想によって，民衆からの民主化
の要求が高まってきた．それゆえ，80 年代後期には一連の学生デモが多発するようになっ
た（木下，2009）． 
1986 年 12 月から 1987 年初頭にかけて，民主化を求める学生デモが上海，北京などの
大学で発生した．この一連の事件は後に「学潮」と呼ばれ，その後，「学潮」は中央政府
の干渉により抑え込まれ，政治体制改革を主導していた胡耀邦が批判を受け，総書記から
辞任することになった（中国教育報，1987；木下，2009）．さらに，中央政府に対する官
僚腐敗の批判など民主化の要求，政治改革の呼びかけにより，1989 年に北京市の大学生を
中心に，絶食や座り込みなどのデモが行われたという（中国教育報，1989a）．そして，同
年に中央政府からの干渉によってデモは終息した（中国教育報，1989b）．この事件は後に
「天安門事件」と呼ばれる．「天安門事件」が終息した後には，中国が西側諸国に批判さ
れ，経済制裁も受けていた．これらは中国にとって「改革・開放」の政策以降に受けた大
きな挫折であったといえる（木下，2009）． 
他方，80 年代末から 90 年代初頭にかけて，東ヨーロッパと旧ソ連における社会主義体
制の崩壊や東ドイツ・西ドイツの統合により，冷戦は終結した．そのため，国家体制の相
違は，中国と西側諸国との間の相互不信の状態になった（阿南，2009）． 
以上のような状況に対して，中央政府は積極的にアメリカや西側諸国との外交関係を改
善していった（増田，2009）．「天安門事件」の影響により，一時的に停滞していた西側
諸国や国際教育組織との国際教育交流は，90 年代初頭から徐々に回復してきた（於ほか，
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2001）．一方，国内では，「天安門事件」の影響により，中央政府における保守派からの干
渉により停滞した経済体制の改革について，鄧は民主化運動に対して反対する意向を示し
ていたが，経済の自由化には賛成する意向であった．そして，1992 年に，鄧は保守派に抵
抗するために，中国南部で視察活動を展開しながら，保守派を批判し，経済体制の市場化
を促進させた（唐，2012）．このような一連の行動によって，中国の経済体制は再び回復
するようになり，国際的孤立の状況から抜け出した． 
 
 
第 2 項 「徳育」の強化・受験教育から「素質教育」への転換 
第2項では上述の社会背景を踏まえて，90年代の中国の学校教育の動向を示していく． 
上述した「学潮」，「天安門事件」の影響により，中央政府は青少年の「思想政治教育」
を重視するようになり，資本主義国の文化の輸入に対して警戒心を高めていった．『中華
人民共和国教育史』（何編，2007）によれば，上述したデモは，「社会に大きな被害を及
んで，学校における思想政治教育に大きな教訓を与えた」（郝，2007，p．737）と評価さ
れている．さらに，鄧は「教育における思想政治教育は弱く，教育の発展はまだ不十分で
ある．きちんと教訓を検討し，学校における思想政治教育を強化する」（郝，2007，p.737）
と指示した．鄧の指示により，中央政府は学校における「思想政治教育」を強化する姿勢
を見せはじめたと考えられる．さらに，1989 年から，全国の小・中学校で愛国教育，道徳
教育を含める「徳育」課程の編成が進められた． 
また，中央政府は「和平演変」の防止および，「思想政治教育」の強化の教育キャンペ
ーンに取り込んでいた．「和平演変」とは以下のように示されている． 
 
「国際社会からの反動勢力は，我らの思想面・政治面の油断を生かし，経済を急速に
発展させたい心理および，我が国の改革・開放の機会を利用し，浸透・買収・転覆の
手段を通して，西側資本主義の政治モデル，経済モデル，価値観念，腐敗的思想と生
活様式を我が社会および党内に伝播させ…（中略）…中国共産党の政権を否定し…（中
略）…中国の社会主義国家を否定し…（中略）…中国を資本主義国家に変える試みで
ある. 」（北京市地方志編纂委員会編，1990，p．24） 
 
また，1991 年 8 月に中央政府は小・中学校で近代史・現代史および国家的情勢について
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教育するキャンペーンに取り組んだ．その目的は，学習者に「我が国古来の文化的成果」
（国家教育委員会，1991，p．8）を理解させ，国民としての自尊心，誇りを持たせ，学習
者に近代・現代に発生していた諸外国からの侵略の歴史を知らせることであった．具体的
には，「敵対国家からの思想的浸透」（国家教育委員会，1991，p．8）を警戒させ，「祖
国・中華民族」を愛するようにし，「社会責任感」などを強化し，諸外国の事物を崇拝す
るという「崇洋媚外」思想を防止することであった（国家教育委員会，1991）． 
 一方，80 年代に中央政府が主導していた英才教育により，進学率が重視され，学習者の
心身に過重な負担をかける受験教育が過熱化し，主体性，創造能力などの不足が問題点と
して指摘された（項，2013）．こうした受験教育の弊害を克服するために，1993 年 2 月に，
「改革・開放」以降 2 回目の教育改革が推進され，中央政府は「中国教育改革和発展綱要
（中国教育改革及び発展の要綱）」（以下「教育改革綱要」と略す）を公布した．「教育改
革綱要」（中国共産党中央委員会・国務院，1993）によれば，小・中学校における教育は
受験教育から脱離すべきであり，学習者の思想道徳・文化科学知識・労働技能および，身
体的・心理的素質を全面的に向上させ，各学校では各自の特色ある教育活動を展開するこ
とが推奨されていたという．さらに，学習者の負担を軽減するために，1994 年に各小・中
学校では，各教科のナショナルカリキュラムの内容の削減，授業数の削減を通して，学習
者の負担を軽減するための方針も公示した（国家教育委員会，2001）．そのほかにも，中
国各地で受験教育が批判され，学習者の学習する意欲，関心などに関する自主的な教育実
践が行われた（項，2013）． 
そして，「教育改革綱要」（中国共産党中央委員会・国務院，1993）によれば，国際教
育交流をより促進するために，積極的に世界各国の教育的成果を参考とし，政府から派遣
する留学生の人数も拡大し，海外の大学との交流，学術的な交流を推進する方針を示した．
一方，当時の国家教育委員会（元の教育部）の副主任柳（1996）によれば，集団主義の教
育を重視する中国と違い，諸外国の教育，特にアメリカではいわゆる「個人主義」の教育
が重視されていたため，諸外国の教育的成果を完全に模倣しないことが示されていた． 
 以上のように，90 年代の中国の教育動向は，国内の一連の学生デモ事件の影響によって，
「思想政治教育」が強化され，国際的教育交流が一時的に中断された．その後，国内に現
出した教育問題を改善するために，中央政府は自ら国際教育交流を解禁し，自主的な教育
実践を推進していた．したがって，90 年代の中国の教育は，曲折的に発展していた時期で
あったといえよう． 
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第 2 節 1990 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 
 本章では，主に 1992 年に公布した教科体育のナショナルカリキュラムの，「9 年義務教
育全日制小学体育教学大綱（試用）」（以下「92 大綱（小）」と略す）および，「9 年義務教
育全日制初級中学体育教学大綱（試用）」（以下「92 大綱（中）」と略す）の作成・改訂過
程を分析していく． 
まず，92大綱（小）・92大綱（中）の作成・改訂過程の詳細に関して，92大綱（小）・
92大綱（中）の第1稿作成過程に遡って検討していく．92大綱（小）・92大綱（中）の第1
稿の作成は，1987年から行われていた．その後，92大綱（小）・92大綱（中）の第1稿が
検証され，1992年に，正式の92大綱（小）・92大綱（中）が公布されるようになった．以
下では，92大綱（小）・92大綱（中）の第1稿の作成から， 92大綱（小）・92大綱（中）
の公布までを，3つの段階に分けて分析する． 
 
第 1 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 1 段階 
 第 1 段階は，主に 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の作成の過程に着目する．92
大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の作成は，国家教育委員会が主催し，他教科のナショ
ナルカリキュラムの作成と同時に行われていた．また，中国の 9 年義務教育の学年制度は，
小学校 6 年間，初等中学校 3 年間の学年制度（以下「6・3 学制」と略す）だけではなく，
一部地域には，小学校 5 年間，初等中学校 4 年間の学年制度（以下「5・4 学制」と略す）
も存在していた．この 2 つの学年制度が存在したため，国家教育委員会は，人教社に 6・
3 学制のナショナルカリキュラムの作成を担当させ，北京師範大学に 5・4 学制のナショナ
ルカリキュラムの作成を担当させていた（課程教材研究所編，2012）．その後，統一的な教
科体育のナショナルカリキュラムを作成するために，国家教育委員会に所属する人教社お
よび，体育司が主導し，全国各地から人員を集め，人教社および北京師範大学が作成した
2 つの原稿に対して論議会を開催するようになった（課程教材研究所編，2012；王，2009）． 
 論議会は，1987 年 3 月に北京で「九年義務教育体育教学大綱科学論証会」という名称で
開催された．国家教育委員会の副主任の鄒時炎（以下「鄒」と略す）は，「教科体育は学校
教育の一部であり，教科体育の機能は，体力を増強するだけではなく，学習者の知力を促
進させ，審美観，学習者の良好な思想および道徳性を育てる…（中略）…外国の経験を参
考することは，盲目的全般的に倣うことを注意すべき」（鄒，1987，p．6）とし，「体力の
向上・全体の学習者を対象者とすること・通常に鍛えることが出来ること・病気を予防す
【第 3 章】 
 87 
る」（鄒，1987，p．7）という作成方針を示した．さらに，鄒は教科体育における体力の向
上は国家および社会からの要求であることを示し，国家教育委員会の書記何東昌からの民
族伝統スポーツを教科体育に取り入れる指示についても，この会で伝えたという（鄒，
1987）． 
次に，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の編集グループのメンバー（表 3-1）であ
り，人教社の代表の王占春は，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿に関して検討した
結果を発表した（羅，1987a）．そこでは，運動領域の内容設定に関して，従来の武術の運
動領域には運動種類が少なく（拳法，剣術および棒術だけである），ほかの民族伝統スポー
ツの項目も取り入れる必要があると強調した．そして，従来の武術という名称を，民族伝
統スポーツに変換した．ほかにも，教科書では，運動に対する愛好的態度に関する学習内
容を大幅に取らないことを示した（王，2009）． 
 
表 3-1 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の編集グループのメンバー 
 
氏名 所属  
 
氏名 所属 
1 王占春 人民教育出版社 8 韓化南 北京大学付属小学校・教師 
2 王徳深 人民教育出版社 9 黄麗文 東北師範大学付属中学校・教師 
3 耿培新 人民教育出版社 10 呉慶茂 北京市通県教育局 
4 陳珂琦 人民教育出版社 11 王世偉 北京師範大学・講師 
5 羅映清 北京体育学院・准教授 12 譚世和 北京師範大学・講師 
6 劉清黎 東北師範大学・准教授 13 蔡寅宝 北京師範大学・講師 
7 肖雲鵬 瀋陽市・指導主事 14 賈齊 北京師範大学・講師 
（『王占春教育文集』（王，2009）より作成） 
 
一方， 多数の参加者の意見で，「終身体育」（生涯スポーツと類似する）が学習者の多様
な運動を修得することを制限し，「快楽体育」（楽しい体育と類似する）が身体・技能に関
する目標の達成を阻止するため，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿では，「終身体育」
や「快楽体育」を 1 つの目標領域として設定することが否定された（羅，1987b）．また，
編集グループのメンバーは，全国の学校の運動設備を調査し，現場の教員からナショナル
カリキュラムの作成に対する意見を調査し（羅，1987a；王，1987），旧ソ連，日本のナシ
ョナルカリキュラム，アメリカ，イギリスの教科体育に関する資料の考察結果も公開した
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（羅，1987a；王，2009）．  
論議会の終了後に，編集グループは検討した結果に基づいて原稿を修正した．そして，
編集グループは修正した原稿を持ち，中国の山西省，河北省および甘粛省で学会が行われ
た際に，パブリックコメントを募集した．編集グループは，集まったパブリックコメント
に基づいて，民族伝統スポーツ（「八段錦」注 1），「五禽戯」注 2）などの伝統のスポーツ項目）
を増設し，審美観およびレジャーに関する内容を加え，教科目標は学年と運動領域ごとに
具体化された（王，2009）． 
そして，編集グループはパブリックコメントを受けて修正した原稿を，体育司および「全
国中小学教材審定委員会（全国小・中学校教科書の審議会）」に提出して審査を受けた．そ
の後，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の最終版が定められ，国家教育委員会から
公開された（課程教材研究所編，2012；王，2009）． 
以上，一連の過程を通して，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿を定めるようにな
った． 
 
 
第 2 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 2 段階 
国家教育委員会から公布された 92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿は，中国の一部
の地域の学校で検証していた． 
検証の方案に関して，王（1989）によれば，1989 年から 1991 年までの 2 年間で 6～7
つの省（少数民族自治区，直轄市も含む）の都市部の学校，農村部の学校および少数民族
の学校で，92 大綱（小）・92 大綱（中）の第 1 稿の目標，運動領域の設定，評価基準の
設定を検証する計画を立てたという． 
 
 
第 3 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程の第 3 段階 
 王（1992）によれば，最後の第 3 段階では上述の一連の検証を通して， 92 大綱（小）・
92 大綱（中）の第 1 稿から 92 大綱（小）・92 大綱（中）に改訂したとされている．92 大
綱（小）・92 大綱（中）では，体力の向上，運動技能の把握，運動の楽しさ，学習者の個
性の養成などに関して，単独の目標領域として設定することではなく，これらの目標を総
合的に取り入れることが定められた．そして，92 大綱（小）・92 大綱（中）の目標設定の
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方向性について，以下のように示されている． 
 
「身体活動を主要手段として，身体の鍛えと衛生・保健教育を結び，学習者の健康状
況を改善し，学習者の体力を向上することは，教科体育の主要な特徴である．学習者
の運動文化の教養を身につき，学習者の心身の健康的な発展を促進し，学習者の道徳・
知・身体の全面的な発展を図ることが目標とする．」（王，1992，p．45） 
 
このほかに，外国の教科体育を参考する際には，全般的に倣うことに注意した上で，自
国の実状と結びつけることが強調され，民族伝統スポーツの運動領域の設定については，
「我が民族伝統スポーツをさらに重視し，社会主義中国の特色を強調でき，我が国の特有
の運動領域を設立することができる」（王，1992，p．46）という意図が明示されていた． 
 
 
第 4 項 まとめ 
以上では，92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程を明らかにした．その結果，
92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成・改訂過程では，学習者の体力を向上することが中心
とされ，外国の教育経験を参考することに対して，保守的な態度を持っていたことが明ら
かになった．他方で，民族伝統スポーツに関しては，その中の「民族」が中国全体の中華
民族を捉えていると考えられる．また，民族伝統スポーツが 92 大綱（小）・92 大綱（中）
に取り入れられる目的は，西側諸国からのサッカー・バスケットボールなどのスポーツ文
化に対して，自国のスポーツ文化を強調する意図があったのではないかと考えられる． 
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第 3 節 1990 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 
 第 3 節では，92 大綱（小）・92 大綱（中）における人間形成の内容について検討する．
その際，人間形成に関わる教科目標の設定，各運動領域における人間形成に関する具体的
な内容の設定および人間形成に関する指導方法の提示の 3 つに着目して検討する．また，
90 年代の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容の変化を明らかに
するために，92 大綱（小）・92 大綱（中）を，80 年代の教科体育のナショナルカリキュ
ラム，87 大綱（小）・87 大綱（中）と比較しながら検討を加えていく． 
  
第 1 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，92大綱（小）・92大綱（中）の総括目標，下位目標および，各学年・運動領域
の目標を確認していく． 
まず，総括目標は，92大綱（小）・92大綱（中）の最初の部分に提示されている．92大綱
（小）の総括目標の内容は以下のように示されている． 
 
「体育の授業を通して，学習者の体育および衛生保健教育を行う．学習者の健康を増
進させ，体力を増強させる．そして学習者の『徳・知・（身）体・美（審美観）』を
全面的に発展させ，国民の基礎素質を培うこと」（課程教材研究所編，2001，p．221） 
 
また，92大綱（中）の総括目標は以下のように示されている． 
 
「体育の授業を通して，学習者の体育および衛生保健教育を行う．学習者の体力を向
上させ，心身発展を促進させる．そして学習者の『徳・知・（身）体・美（審美観）』
を全面的に発展させ ，社会主義の建設者・防衛者を養成する」（課程教材研究所編，
2001，p．687） 
 
続いて，92大綱（小）・92大綱（中）の下位目標については，①身体的発達の目標，②知
識，技術，技能および楽しさの目標，③「思想品徳」・「審美観」の目標の3つの目標領域
が設定されていた．そして，ここでは主に②と③の目標領域の内容を分析する．まず，92
大綱（小）の②と③の目標領域の内容は，以下のように示されている． 
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「初歩的な体育に関する基礎知識・基本技術・基本技能の把握： 
  体育・衛生保健の基礎的知識を学び，安全の意識を樹立する．日常生活で必要とされ
る技能および基礎的な運動技術を把握させ，身体を鍛える能力を培う．運動に対する
愛好的態度を養成させ，身体を鍛える習慣を養う． 
 学習者に思想品徳教育の実施，審美観の養成： 
  学習者に中国共産党を愛すること，社会主義祖国を愛すること，身体を鍛える自発性，  
自分自身の健康への関心という社会責任感を徐々に高めさせる．運動の特性から学習
者の心身に与える影響を用い，学習者の審美観および文明的行為，規律の遵守・相手
を尊重する態度，団結・友好的態度，協力の態度などを養成する．学習者の個性，勇
敢・頑強・活気ある・向上心を発展させ，学習者の思考力，自発性，創造性を養成す
る．」（課程教材研究所編，2001，pp．221-222） 
 
92大綱（中）の②と③の目標領域の内容について，以下のように示されている． 
 
  「基礎知識の学習・基本技術の修得・基本技能の発展： 
  学習者に体育・衛生保健の基礎的知識の教育を行い，基本的な身体を鍛える知識およ
び方法を理解させ，体育・衛生の文化的教養を高める．運動の基礎的な技能および基
礎的な技術を把握し，進学のために，あるいは社会に進出後に独立に身体を鍛えるた
めに，基礎を培う．身体を鍛える能力，日常生活および生産労働の基本的活動能力を
発展し，運動のレクリエーションの方法を把握する． 
  学習者に思想品徳の教育： 
  教育実践を通して，学習者に身体を鍛えることと，社会責任感を関連させ，学習者に
共産党を愛すること，社会主義祖国を愛することを教育する．集団意識，規律性，集
団の栄誉感，身体を鍛える興味・習慣を養い，個性を発展させ，意志を鍛え，勇敢，
頑強，活気あるおよび向上心を養成し，文明的行為，審美観を養成する．」（課程教
材研究所編，2001，p．689） 
 
続いて，92 大綱（小）・92 大綱（中）では，各運動領域における具体的な目標が初めて
設定された．そして，各運動領域における③「思想品徳」・「審美観」の目標領域に関す
る内容を抽出し，下記の表 3-2 および表 3-3 に示した． 
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表 3-2 92 大綱（小）の各運動領域における 
「思想品徳」・「審美観」の目標領域の内容 
†「民族的自尊心」の中の「民族」は，中国全体の国民を代表する「中華民族」を指すと考える． 
††武徳は，92 大綱（小）・92（中）では，具体的な内容が提示されていない．一方，ほかの文献から，
武徳は，愛国心，正義の重視，師を敬うこと，勤勉な態度などの内容が含まれる（全国体育院校教材
委員会，1997；邱，2011）． 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） より作成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学校 運動領域
学年
「思想品徳」
に関する目標内容
基礎運動 遊戯
リズム
運動・
ダンス
陸上 体操
ボール運
動
民族伝統
スポーツ
体づくり
1
・規律の遵守
・仲間と仲良くする
・規律性
（集団行動）
・勇敢精神
（機械運動）
・仲間と仲
良くする
・規律性
2
・規律の遵守
・仲間との協力
・規律性
（集団行動）
・勇敢精神
・協力（機
械運動）
（第1学年と
同様）
3
・勇敢，頑強
・勝敗に対する正しい
態度
・規律の遵守，
協力
・公正的態
度
・誠実
・団結精神
・協力
・規律性
・表現力
・文明的
行為
・民族
自尊心†
・勇敢精神
4 ・規律の遵守
・表現力
・文明的
行為
・勇敢精神
・向上心
・集団名誉
感
・規律性
・武徳
††
5
・公正的態度
・協力
・仲間との協力
・向上心
・協力
・集団的責
任感
・集団意
識
・協力
・勇敢精神
・堅忍な意
志
・協力
・勇敢精神
・頑強
・協力
6
・公正的態度
・協力
・責任感ある態度で相
手と接する
・協力
・頑強
・集団的栄
誉感
・規律性
・頑強
・勇敢精神
・ルールの
遵守
・協力
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表 3-3 92 大綱（中）の各運動領域における「思想品徳」の目標領域の内容 
 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） より作成） 
 
 最後に，92 大綱（小）・ 92 大綱（中）における指導方法の提示について確認する．ま
ず，92 大綱（小）において，教科体育の授業は学習者，教師，学習内容，指導方法・教具
の 4 つの要素で構成されていた．そこでは，学習者の主体的学習態度を重視し，教師が主
導的な位置づけられ，ナショナルカリキュラムの内容を基準として，指導方法を改善し，
身体を鍛える方法を正確に使用することが強調されていたと考えられる．92 大綱（中）で
は，92 大綱（小）に提示された指導方法と同様であった．このように，92 大綱（小）・92
大綱（中）では，人間形成に関する具体的な指導方法は提示されていないといえよう（課
程教材研究所，2001）． 
 以上を踏まえて，92 大綱（小）・92 大綱（中）における人間形成に関する内容は，下位
目標において，中国共産党・社会主義祖国を愛する態度，規律性，団結，勇敢・頑強・活
気ある・向上心の精神の「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標が設定される一方，
相手を尊重する態度，友好的態度，協力態度の「市民性教育」の人間形成に関する目標も
中学校 運動領域
学年
「思想品徳」に関
する目標内容
遊戯
リズム運
動・ダンス
陸上 体操 球技
民族伝統ス
ポーツ
体づくり
1（4年制）
・公正
・協力
・責任ある
態度で相手と
接する
協力 規律性
・頑強
・勇敢精神
・ルールの
遵守
・協力
・勇敢精神
・忍耐力
・4年制の第2
学年
・3年制の第1
学年
・規律の遵守
・団結的友好的な
態度で相手と接
する
協力
・規律性
・勇敢精神
・武徳
・愛国主義
精神
・4年制の第3
学年
・3年制の第
2学年
・規律の遵守
・礼儀ある行為
・審美観の陶冶
・集団名誉感
明るい性格
・ルールの
遵守
・協力
・向上心
・勇敢精神
・協力
・仲間への
配慮
・4年制の第4
学年
・3年制の第3
学年
・良い身体と社会
的責任感と関連
・活気ある
・向上心
・人間関係
の発展
・文明的行
為
・団結精神
・ルールの
遵守
・協力
・向上心
・集団名誉
感
民族自尊心
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設定されていた．また，各運動領域においては，基礎運動，「遊戯」注 3），リズム運動・ダ
ンス，体操，ボール運動，球技，民族伝統スポーツの各運動領域と結び付けられ，具体化
されている．具体的には，表 3-2，表 3-3 に示しているように，「共産主義的道徳」の人間
形成に関しては，規律性，勇敢，頑強，団結，集団栄誉感，「民族自尊心」などの目標が設
定されていた．他方で，「市民性教育」の人間形成の目標に関しては，仲間との協力，仲間
との人間関係の構築，責任感ある態度で相手と接すること，仲間への配慮，勝敗に対する
正しい態度，公正，ルールの遵守の目標が設定されていた．しかしながら，人間形成に関
する具体的指導方法は提示されていなかった． 
 
 
第 2 項 92 大綱（小）・92 大綱（中）と 87 大綱（小）・87 大綱（中）の比較 
本項では，上述の92大綱（小）・92大綱（中）における人間形成に関する内容の検討を踏
まえ，92大綱（小）・92大綱（中）と，80年代の教科体育のナショナルカリキュラムであ
る87大綱（小）・87大綱（中）の比較的検討を通して，90年代の教科体育のナショナルカ
リキュラムにおける人間形成に関する内容の変化を明らかにする．92大綱（小）・92大綱
（中）と87大綱（小）・87大綱（中）の比較した内容を表 3-4に示した． 
まず，下位目標における「共産主義的道徳」の人間形成の目標の変化について検討する．
87 大綱（小）・87 大綱（中）では，愛国心，奉仕的精神，規律性，頑強の目標が設定され
ていた．一方で，92 大綱（小）・92 大綱（中）では，奉仕的精神がなくなり，共産党を愛
する態度，集団栄誉感，団結，勇敢の目標が増設された． 
他方，「市民性教育」の人間形成の目標の変化を検討してみると，87 大綱（小）・87 大
綱（中）では，社会的道徳のみが設定されていたものの，92 大綱（小）・92 大綱（中）で
は，相手への尊重，友好的態度，協力的態度の目標が設定された． 
次に，各運動領域における人間形成の目標の設定に関して検討する．87 大綱（小）・87
大綱（中）では設定されていなかったが，92 大綱（小）・92 大綱（中）では，人間形成の
目標は各運動領域において具体化されつつあった． 
最後に，人間形成に関する指導方法の変化について検討する．92 大綱（小）・92 大綱（中）
は 87 大綱（小）・87 大綱（中）と同様に，両方とも提示されていない． 
以上の比較検討を通して，92 大綱（小）・92 大綱（中）では，「共産主義的道徳」の人間
形成が強化された一方で，「市民性教育」の人間形成の内容も増設されたといえる．しかし
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ながら，2 つの大綱には，具体的な指導方法が提示されていなかった．そのため，次節で
は 90 年代の教科体育の教育実践において人間形成がどのように取り扱われていたのかを
明らかにする． 
 
表 3-4 92 大綱（小）・92 大綱（中）と 87 大綱（小）・87 大綱（中）の内容の比較 
 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001）より作成）  
大
綱
名
総
括
目
標
下
位
目
標
運
動
領
域
運
動
領
域
に
お
け
る
目
標
の
提
示
指
導
方
法
の
提
示
総
括
8
7
大
綱
（
小
）
8
7
大
綱
（
中
）
徳
・
知
・
身
体
・
審
美
観
の
全
面
的
な
発
展
,社
会
主
義
国
家
の
建
設
者
・
防
衛
者
の
養
成
・
身
体
的
発
達
の
目
標
・
知
識
,技
術
,技
能
及
び
生
涯
的
に
身
体
を
鍛
え
,
レ
ク
リ
ー
エ
シ
ョ
ン
の
目
標
・
「
思
想
品
徳
」
の
目
標
：
愛
国
心
,社
会
責
任
感
の
形
成
，
個
性
，
創
造
性
の
形
成
, 奉
仕
的
精
神
，
活
気
あ
る
，
規
律
性
，
頑
強
，
文
明
的
行
為
の
形
成
，
社
会
的
道
徳
，
審
美
観
の
形
成
の
目
標
.
・
陸
上
・
徒
手
体
操
・
器
械
運
動
・
遊
戯
（
小
学
校
の
み
）
・
ダ
ン
ス
・
球
技
・
武
術
な
し
教
師
中
心
,学
習
者
を
教
育
の
主
体
と
す
る
・
身
体
重
視
の
傾
向
・
教
材
種
目
の
増
加
9
2
大
綱
（
小
）
9
2
大
綱
（
中
）
衛
生
保
健
教
育
の
設
置
，
健
康
の
増
進
，
体
力
の
増
強
，
心
身
の
全
面
的
発
展
，
徳
・
知
・
身
体
・
審
美
観
の
全
面
的
発
展
，
国
民
の
基
礎
素
質
の
養
成
，
社
会
主
義
の
建
設
者
・
防
衛
者
の
養
成
・
身
体
的
発
達
の
目
標
・
体
育
・
衛
生
保
健
に
関
す
る
知
識
の
目
標
・
安
全
の
意
識
の
目
標
・
運
動
の
技
能
，
技
術
に
関
す
る
目
標
・
生
涯
的
に
身
体
を
鍛
え
身
体
を
鍛
え
る
能
力
の
目
標
・
運
動
に
対
す
る
愛
好
的
態
度
，
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
目
標
・
「
思
想
品
徳
」
，
「
審
美
観
」
の
目
標
：
共
産
党
を
愛
す
態
度
，
愛
国
心
，
身
体
を
鍛
え
る
自
発
性
，
自
分
の
健
康
へ
の
関
心
の
社
会
責
任
感
，
審
美
観
，
文
明
的
行
為
，
規
律
性
，
集
団
の
栄
誉
感
，
相
手
へ
の
尊
重
，
団
結
心
，
友
好
的
態
度
，
協
力
，
個
性
の
発
展
，
勇
敢
，
頑
強
，
活
気
あ
る
，
向
上
心
，
思
考
力
，
自
発
性
，
創
造
性
の
形
成
の
目
標
．
・
基
礎
運
動
（
集
団
行
動
，
器
械
運
動
な
ど
，
小
学
校
の
み
）
・
遊
戯
・
リ
ズ
ム
運
動
，
ダ
ン
ス
・
陸
上
・
体
操
・
球
技
・
民
族
伝
統
ス
ポ
ー
ツ
・
体
づ
く
り
あ
り
・
学
習
者
の
主
体
的
学
習
態
度
の
重
視
・
教
師
が
主
導
的
な
位
置
づ
け
・
人
間
形
成
の
目
標
の
具
体
化
・
身
体
健
康
，
体
力
重
視
の
傾
向
・
民
族
伝
統
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
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第 4 節 1990 年代の教科体育の教育実践における人間形成 
 本節では，90年代の教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を検討し，
まとめていく．そして，主に1992年以降に，『学校体育雑誌』，『学校教育雑誌』，『優秀指導
案集』に公開され，学校現場の体育教師が作成した教科体育の指導方法の提案および指導
案18部注4）を検討していく．ここで，指導方法の提案も考察対象とする理由は，90年代の
『学校体育雑誌』，『学校教育雑誌』が，数多くの学校現場の体育教師による投稿を取り扱
っていたためである．以下には，これらの指導方法の提案および指導案を運動領域別にま
とめたものを表 3-5に示した.  
まず，考察対象における教育実践の目標を考察する．教育実践の目標では，体力発達の
目標，技能把握の目標が中心とされていた． 
次に，90 年代の教育実践では，第 2 章の 80 年代の教育実践を検討した結果と比べ，運
動に対する愛好的態度の目標は後退しているといえる．また，人間形成の目標は，団結，
頑強，向上心，果断，勇敢，規律性，集団主義精神の「共産主義的道徳」の人間形成に関
する目標を中心としており，「市民性教育」の人間形成は，協力の目標だけが提示されてい
た．その理由は，92 大綱（小）・92 大綱（中）の各運動領域では，協力の目標が頻繁に明
示されているからであると考える． 
続いて，考察対象の指導方法の提案および指導案の例示に用いられた指導方法に関して
検討する．各指導案の授業の導入部分では，学習者の規律性を養成するために，集団行動
が多く用いられていた．また，学習者に技能を把握させるために，教師によるデモンスト
レーション・解説・動作の修正が各指導案で示されており，班別で繰り返し練習する方法
も活用されていた．遊戯に関しては，戦争場面を模擬する内容が続けて活用されていた． 
そして，遊戯の行い方に関しては，指導者が1つクラスをランダムに幾つの班に分ける方
法だけではなく，男女別で班を分ける方法も用いられていた．また，班を分けた後，班の
間で同じ目標に向かって競い合うというパターンも各指導案に多く用いられていた．これ
らの指導方法は，50年代，60年代，及び80年代の考察した結果と比べて，変化はほとんど
見られない．一方で，運動負荷への配慮が，80年代の教育実践の考察した結果と比べて，
後退していると考えられる．そのほかに，学習者に運動の楽しさを味わわせるために，多
様な環境を模擬する遊戯の方法が用いられ，学習者の協力的態度を養成するために，班の
メンバーと互いに励ます方法が教育実践で用いられはじめていた． 
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表 3-5 90 年代の教科体育の教育実践に関する指導方法の提案・指導案の例示のまとめ 
 
(注 4 における「表 3-6 90 年代の教科体育の教育実践に関する指導方法の提案・指導案の例示の出所」
より作成) 
 
以上のように，90 年代の教科体育の教育実践のトレンドを把握することができた．90 年
代の教科体育の教育実践では，体力の向上，技能の把握が重視された傾向が見られるもの
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の，「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標を中心に用いられていた指導方法は，50
年代，60 年代，及び 80 年代に比べてほぼ同様であり，教師中心で学習者の個人の意志が
尊重されていたとはいえない． 
その一方で，学習者の「市民性教育」の人間形成に関する協力，態度の目標に関しては，
班のメンバーとお互いに励ます方法が提示されていた．しかし，この方法は，1 部の指導
案のみに提示され，学習者の交流・合意させる配慮がまだみられていないといえる．要す
るに，90 年代の教科体育の教育実践における人間形成の取り扱い状況に関しては，「共産
主義的道徳」の人間形成が中心とされ，「市民性教育」の人間形成は台頭しはじめていた
が，教育実践では広範には展開されていなかったといえよう． 
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第 5 節 自主的教育実践にみる人間形成の試み 
第 5 節では，教科体育に関する自主的教育実践における人間形成について検討する．な
ぜなら，90 年代の教科体育のナショナルカリキュラムに依拠した授業実践では，まだ身体
重視の傾向にあり，「共産主義的道徳」の人間形成を中心としていたからである．その一方
で，従来の旧ソ連から参考してきた教師中心，楽しさの欠如，身体重視の教科体育を批判
しながら，中国各地では自主的教育実践が展開されるようになった．さらに，1993 年に中
央政府から公布された『教育改革要綱』によれば，受験教育が批判され，各学校では各自
に特色ある教育実践活動を展開することを推奨されるようになったという．このような背
景を踏まえて，以下では具体的事例として，山東省で行われていた自主的教育実践の「和
楽教育」における人間形成の試みを中心に検討していく． 
 
第 1 項 「和楽教育」の誕生 
 「和楽教育」という用語は，1991 年 9 月から，儒教の創始者の孔子の出身地である山東
省・曲阜市にある「曲阜市実験小学校」から誕生した（山東省曲阜市人民政府編，1996；
山東省曲阜市実験小学編，1997）．1994 年には，曲阜市にある曲阜師範大学の教育学部・
教育科学研究所も加入し，「和楽教育実験研究課題組」という研究会が組織され，「和楽教
育」に関する教育実践を積み重ねられてきた（山東省曲阜市実験小学編，1997；「和楽教
育」実験研究課題組，1995）．そこでは，「和楽教育」をめぐって，国語，算数，体育，美
術，音楽などの教育実践や研究が展開されていた（「和楽教育」実験研究課題組，1997）．
また，教科体育に関わって，「和楽教育」から「和楽体育」という用語が派生してきた．陳
ほか注 5）（1994）は，「和楽体育」を「中国の特色および強烈な民族文化の特徴を持つ体育
授業のモデルである」（陳ほか，1994，p．44）と評価し，「曲阜市実験小学校」の教師の
顔（1997）は「和楽体育」を「国家の方針に依拠し，実際の状況に応じて，孔子の教育思
想と国内外の先進的な教育理論と結びつけ」（顔，1997，p．114），さらに「教科体育のナ
ショナルカリキュラムと『和楽体育』を両方に適合できるように探求されていた」（顔，
1997，p．114）としている． 
「和楽教育」および「和楽体育」における「和」・「楽」の解釈に関して，「和楽教育」実
験研究課題組（1997）によると，儒教の創始者孔子の「論語」からの言葉であるとされて
いる．「和」は「論語」の「禮（礼）之用和為貴（礼儀がある行動や言葉には，調和を大切
にする）」（吉川，1988，p．37）から取り上げられたため，「和」は調和の意味であるとい
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う（吉川，1988）．また「楽」は「知之者不如好知者，好知者不如楽之者（「単に知ってい
るだけの者はそれが気に入っているものに及ばない．気に入っているだけの者はそれを楽
しんでいる者には及ばない」）」（木村・鈴木訳，1970，p．31）から取り上げられたため，
「楽」は楽しむという意味であるという．さらに，「和楽教育」は，「論語」における「和」
および「楽」の本来の意味を元に，学校教育の場面における具体的な内容を取り上げて新
しい解釈を足した．具体的には，教師と学習者の調和的な人間関係，教師の指導と学習者
の修得の調和，調和的・楽しい教育場面・環境づくりなどの内容が加えられた（「和楽教育」
実験研究課題組，1997）．そのほかには，「和楽体育」における「和」について，運動負荷，
練習回数が学習者の身体状況の発達状況と調和することも求められ，「楽」について，学習
者の主体的態度を重視し，愛好的態度を養成することが目指された（曹ほか，1996）． 
 
 
第 2 項 「和楽体育」の考察 
以下では，「和楽体育」における目標の設定，内容の設定，指導方法の提示の 3 つに着目
して検討する． 
まず「和楽体育」の総括目標は，曹ほか注 6）（1996）によれば，全面的・調和的・心身健
康な人間を培うことであり，学習者の学習意欲・興味を養い，生涯にわたって運動を行う
基礎を養成することである． 
そして，「和楽体育」の下位目標は，下記の 6 つが挙げられる． 
 
「（1）『礼』：主に学習者の良好な道徳，品格の教育． 
（2）『楽』：主に音楽・ダンス・リズム運動および，教師の様相・言語・動作の手本な
どで，学習者に審美的知識を伝達し，審美性を養い，運動の楽しさを味わわせる． 
（3）『知』：学習者に体育・保健に関する基本的な知識・技術・技能を把握させる． 
（4）『能』：学習者の各種の能力を養成する． 
（5）『健』：学習者の心身の調和的な発展を促進する． 
（6）『行』：学習者の実践能力を養う．」（陳ほか，1994，p．43） 
 
続いて，「和楽体育」の運動領域の設定について，曹ほか（1995）によれば現行の教科体
育のナショナルカリキュラムにおける運動領域の運動種目が過多であり，運動技術が複雑
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であると批判されたという．「和楽体育」では，教科体育のナショナルカリキュラムにおけ
る身体健康やレクリエーションに関わる教材を参考にしながら，教科体育のナショナルカ
リキュラムにおけるボール運動，ダンス，リズム運動，民族伝統的スポーツの運動領域の
内容に基づき，新しい運動種目を加えた． 
 また，「和楽体育」の指導方法の提示に関して，曹ほか（1995）によれば，1 つ目は，学
習者と調和的な関係を構築するために，教師は言語，授業用の器具配置，音楽を流すこと
などを通して，授業の場づくりを工夫することが示されていた．2 つ目は，学習者が自分
自身の実際の技能・体力のレベルに依拠し，教育実践の中に各自の挑戦する目標を定める
ことが示された．そして，学習者は，各自で定めた目標に沿って自主的にグループを組み，
クラスメイトと交流しながら協力的に課題を発見して解決することが求められていた． 
そのほかに，「曲阜市実験小学校」の体育教師の顔（1997）によれば，「和楽体育」の教
育実践に用いられる指導方法は 5 つ提示されていた．1 つ目は，学習者の学習意欲を喚起
するために，学習者各自の運動能力に応じて身体を鍛え，漸進的に技能を把握させること
である．2 つ目は，教師が運動技術の要点を学習者が覚えやすい言葉に工夫し，技能を把
握させることである．3 つ目は，教師が運動技術を正しく模範を示しながら映像などの多
様な手段を用いて，学習者に動作のイメージを持たせることである．4 つ目は，教師がゲ
ームを用いて学習者の導入を促し，展開の部分で学習者に授業の楽しさを味わわせ，整理
の部分では学習者をリラックスさせることである．5 つ目は，教師がリズム運動・ダンス
を用いて学習者の審美性，表現力，リズム感，創造力などを養成し，学習者をリラックス
させて楽しい授業の雰囲気を作ることである． 
  
 
第 3 項 「和楽体育」の成果および課題 
上述した「和楽体育」の目標の設定，内容の設定，指導方法の提示の考察を通して，本項
では，「和楽体育」における人間形成に関する課題をまとめていく． 
 まず，「和楽体育」の人間形成に関する目標では，学習者の良好な道徳，心身の調和的な
人間を養成する目標が提示されているものの，人間形成に関する具体的な目標は明示され
ていないといえる． 
続いて，「和楽体育」の運動領域の検討を通して，教科体育のナショナルカリキュラムを
参考とした上で，簡易化・運動の楽しさを重視する教材に偏っていると考えられる． 
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一方で，「和楽体育」の指導方法について曹ほか（1995）によると，教師が楽しい授業の
場づくりを通して，教師と学習者の調和的人間関係を構築でき，学習者が自主的にグルー
プを組み，仲間と交流することを通して調和的な人間関係を構築するとされている．これ
らの指導方法では，学習者間の調和的な人間関係の構築することにおいて，学習者の交流・
合意に対する配慮が初めて確認された．しかし，学習者が自主的にグループを組むことが，
学習者間の調和的な人間関係を構築するために有益であるとは断言できないだろう．また，
教師と学習者の調和的な人間関係の形成については，学習者の楽しさを追求すれば，教師
と学習者の関係が良くなると理解できる．換言すれば，楽しく，リラックスのできる授業
環境では，調和的な人間関係が作りやすいと考えられたのではないだろうか． 
以上の考察を通して，「和楽体育」における人間関係の構築は，中国の 90 年代までの教
科体育の教育実践と比べて，学習者の交流に対する配慮が初めてみられたものの，人間関
係を構築するための指導方法は未だ不十分であったといえよう．また，「和楽教育」の展開
は，中国の特色・民族文化の特徴を持ち，孔子の教育思想と現代の国内外の先進的な教育
理論と結びつけた成果であると標榜されているが，体育という教科は，孔子の時代にはま
だ存在しなかったため，「和楽体育」では，単に伝統文化の名の下，運動の楽しさおよび人
間関係の構築をめぐる教育実践を行うだけであったと考えられる． 
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第 6 節 本章のまとめ 
本章では，90 年代の中国教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を明らか
にし，さらに教科体育における人間形成の展開状況を明らかにした． 
結果の大要は，以下のようにまとめられる． 
 
1）90 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程の検討を通して，教科
体育では学習者の体力を増強することが中心とされていた．また，諸外国の経験を参考
することに対しては，保守的な態度を持っていたと考えられる．そして，民族伝統スポ
ーツを取り入れることの意図としては，西側諸国からのサッカー，バスケットボールな
どのスポーツ文化に対して，自国のスポーツ文化を強調するためのものであったといえ
よう． 
 
2）90 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの 92 大綱（小）・92 大綱（中）は身体重
視の傾向にあり，「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標は増設され，「共産主義的
道徳」の人間形成に関する目標はまだ中心的な位置づけにあったといえる．一方で，「市
民性教育」の人間形成に関する目標も増えており，各運動領域に具体化されはじめてい
た．しかし，人間形成に関する指導方法は提示されていなかったといえる． 
 
3）90 年代の教科体育の教育実践では，体力の発達，技能の把握が重視されたままであっ
た．そして，「共産主義的道徳」の人間形成を中心に，従来の教育実践で用いられてい
た指導方法と同様であった．一方で，「市民性教育」の人間形成に関しては，新たな指
導方法が用いられていたが，人間形成の目標を達成するために，広範に使用されていた
わけではなく，有効であったとは必ずしもいえない．したがって，90 年代の教科体育の
教育実践における人間形成の取り扱い状況に関して，大きな進展は見られなかったと考
えられる． 
 
4）90 年代の自主的教育実践の「和楽教育」では，人間関係の構築に関して，具体的な指
導方法を提起するようになっていた．しかしながら，人間関係の構築に関する指導方法
が，充分に備えられていたとはいえない．さらに，「和楽体育」の展開は，単に伝統文
化の名の下で，運動の楽しさおよび人間関係の構築をめぐる教育実践を行うだけであっ
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たと考えられる． 
 
以上のように本章では，90 年代の教科体育における人間形成の位置づけを明らかにし
た．最後に本研究の検討で得られた知見と 90 年代の社会背景および教育動向と結びつけ，
90 年代の教科体育における人間形成の位置づけおよび自主的教育実践における人間形成
に関する歴史的要因を考察していきたい． 
まず，92 大綱（小）・92 大綱（中）の作成は 1987 年から始まった．その時期は，まさ
に「学潮」が終息した直後であった．このことから，「学潮」事件の影響により，中央政府
は学校教育における諸外国の教育経験を参考することを警戒し，自国の伝統文化の強調の
取り組みを既に 1987 年頃からはじめていたのではないかと考えられる．そして「天安門
事件」の発生は，中央政府からの諸外国の文化への警戒および伝統文化の取り組みをさら
に強化させたのではないかと考えられる． 
また，「和楽教育」の展開は，教科体育の教育実践の現状に対して不満を持ち，受験教育
を批判するために，自主的に教育実践が行われるだけではなかったといえる．なぜなら，
1991 年 9 月に誕生した「和楽教育」は，1991 年 8 月から中央政府の伝統文化の教育の取
り組みと呼応していたのではないかと考えられるためである． 
 一方，中央政府は教育問題の発生に対して，国家教育委員会（教育部）が中心に主導し
ていた学校教育に限界を感じていたと考えられる．そのため，中央政府は自ら権限を分散
し，民間に自主性を与え，教育問題を解決していくための多様なルートを探っていたので
はないかと考えられる． 
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第 3 章 注釈 
注 1）「八段錦」は，中国の民間に古くから伝わっている 1 つの体力増強法である．絹織物
の錦になぞられるので，八段錦と呼ばれる（中国「八段錦」編集執筆グループ，1982）． 
 
注 2）「五禽戯」は，後漢時代末の医師華佗によって作られたという．虎・鹿・猿・熊・鳥
の 5 種類の動物の動作を模倣した体力増強法である（中国「五禽戯」研究グループ，1982）． 
 
注 3）「遊戯」の運動領域に関して，各年代の教科体育のナショナルカリキュラムでは，具
体的な内容設定が異なる．また，92 大綱（小）では，学習者の走る・跳ぶ・登る・平衡
など基本的な運動技能がゲームの形に設定されていた（課程教材研究所編，2001）． 
 
注 4）考察対象の指導方法の提案・指導案の例示の出所は表 3-6 に示した． 
 
表 3-6 90 年代の教科体育の教育実践に関する指導方法の提案・指導案の例示の出所 
刊行
年度 
テーマ 著者 誌名/著書名 
巻号・ページ
数 
1992 小小場地也能進行体育教学 李松章・呂江波 体育師友 
15（5）：63-
64 
1993 創設情境教学育人 4 例 李曉方 体育教学 
10（1）：12-
13 
1994 小学 2 年級体育課教案 李正玉 黒龍江教育 23（3）：36 
1994 初中 1 年級体育課教案 劉麗英 体育師友 
17（1）：20-
21 
1994 小学 2 年級体育課教案選 張士傑 教与学（小学版） 1（4）：47-48 
1994 初中 1 年級体育課教案 王肇敏 体育師友 
17（1）：19-
20 
1994 耐久跑的教学方法 劉継邦 体育師友 17（2）：12 
1994 「跳竿」遊戯 劉金元 中国学校体育 14（2）：41 
1995 「特快列車」 袁兵宝 中国学校体育 15（2）：59 
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1996 体育教学研究課教案 王良田 
中国著名特級教師教学思想録：
中小学体育巻 
（王占春編，江蘇教育出版社） pp:37-49 
1996 初 2 男生跳遠，力量素質練習教案 王寿生 
中国著名特級教師教学思想録：
中小学体育巻 
（王占春編，江蘇教育出版社） pp:112-116 
1996 初 1 短縄練習教案 李華豊 
中国著名特級教師教学思想録：
中小学体育巻 
（王占春編，江蘇教育出版社） pp:223-226 
1997 小学 3，4 年級武術教材鑽研 陳剣雲 中国学校体育 
17（1）：29-
30 
1998 小学 1 年級体育課教学設計（跳躍） 梁玉玲 体育教学 
16（3）：46-
47 
1998 中学籃球課的組織与教学 童建平 体育科技（南寧） 
19（4）：74-
75 
1999 単元第 1 課時教案 張婭 体育教学 16（1）：38 
 
注 5）陳徳俊・鄒泉・楊志玉・楊金泉・顔玲・尹芳のメンバーのうち，楊金泉・顔玲・尹芳
の 3 人は「曲阜市実験小学校」の体育教師であったため，陳ほか（1994）の研究は，「曲
阜市実験小学校」で行われていた（陳ほか，1994；「和楽教育」実験研究課題組，1997）． 
 
注 6）曹莉は曲阜師範大学の体育学部に所属し，「和楽教育」実験研究課題組のメンバーで
あった（曹ほか，1995）． 
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第 4 章 2000 年以降の教科体育における人間形成（人間形成の変革期） 
 
第4章では，2000年以降に，中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程，
ナショナルカリキュラムおよび，教科体育の教育実践における人間形成の取り扱い状況を
明らかにすることを目的とする． 
 まず，予備的考察として 2000 年以降だけではなく，90 年代末も含めて，中国の社会背
景および教育動向について整理し（第 1 節），次に，2000 年以降に用いられていた 2 つ
のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を明らかにする（第 2 節）．そして，この 2
つのナショナルカリキュラムにおいて，人間形成がどのように扱われているのかを明らか
にし（第 3 節），最後に，2000 年以降の教科体育の教育実践では人間形成はどのような
実状であったのかを明らかにする（第 4 節）． 
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第 1 節 2000 年以降の社会背景および教育動向 
 
第 1 項 グローバル化の推進 
本項では，2000 年以降の中国の社会背景及び国際情勢を整理する．また，予備的検討と
して，90 年代末の社会背景及び国際情勢も整理していく． 
国内では，まず，第 3 章で述べたように，「天安門事件」の発生後，中央政府における保
守派に抵抗するために，1992 年から鄧を中心に，中央政府における保守派を批判し，経済
体制の市場化を推進させた（唐，2012）．また，1997 年以降，保守派は民営化された国有
企業に対して，公有制度か，私有制度かに関する論争に挑んだとされている（唐，2012）．
そして，総書記の江沢民（以下「江」と略す）は，1997 年 9 月に北京で開催された第 15 回
中国共産党全国代表大会注 1）（以下「中共 15 大」と略す）において，21 世紀に向かって，
「国際競争が段々激しくなり，経済面・科学技術面では，世界先進諸国に劣る実状があり，
我が国は多様な困難に直面している」（江，2009，p．10）という国家的な課題を発表した．
そして，上述した保守派が挑んだ論争に対して，江は鄧の主張した「社会主義国家生産力の
発展，社会主義国家の総合国力の増強，人民の生活条件の向上」（鄧，1993，p．372）に有
利かどうかを判断基準とし，経済の発展を中心に「改革・開放」の路線を堅持し，積極的に
国際的提携および国際的競争に関与することを示した．さらに，経済体制は，公有制度を基
礎とした上で，多様な所有制度を発展させていく必要性を示していた（江，2009；唐，2012）．
以上のように，90 年代末および 2000 年以降は，中央政府では改革派が優位であったと推
察できる． 
また，外交に関して，「中共 15 大」では，江（2009）によれば，中国は世界平和の維持
に力を入れる意向を明示した．その後，中国はアメリカ，ヨーロッパ連合（以下「EU」と
略す），日本と貿易・技術などの面で協力的関係を確立した（李，2001；増田，2009）． 
しかしながら，1999 年 5 月に，北大西洋条約機構（以下「NATO」と略す）のアメリカ
の軍機が，在ユーゴスラビア中国大使館を爆撃し，中国側に死傷者が出た（中国教育報，
1999a）．この事件の影響で，中国国内では，反アメリカ感情が高まり，中国とアメリカの
間に，深刻な緊張関係をもたらした．さらに，中国各地では，学生を中心に，中国国内のア
メリカ大使館への抗議デモが行われていた．このような状況に対して，江は社会安定を優先
し，抗議デモや輿論の沈静化を図った．また，世界貿易機関（以下「WTO」と略す）への
加盟を実現するために，中国とアメリカの外交関係を改善することを主張した（中国教育報，
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1999a；中国教育報，1999b；井上，2007）． 
その後，中央政府は「改革・開放」の路線を堅持しながら，2001 年に WTO に加盟した．
これを契機として，中国の経済が高速的かつ長期的な成長を維持してきている（佐野，2009）．
また，同年度に，2008 年の北京オリンピック競技大会（以下「北京五輪」と略す）の開催
が決定した．北京五輪は，初めて中国で開催する五輪となった．そして，江の任期終了後，
次任の総書記の胡錦濤は，同じく国外への開放の経済発展路線を堅持することを国策とし
て主張していた（任編，2012；佐野，2009）． 
 以上のことから，21 世紀迎える時期に，中央政府は，「改革・開放」の路線を堅持し，グ
ローバル化を進めてきたといえる．また，中央政府は，アメリカなどの国との外交や国際組
織との多様な課題に対して自国の経済発展を優先し，平和な外交方針を主張していた． 
 
 
第 2 項 グローバル化による教育改革 
本項では，2000 年以降の中国の教育動向を確認する．また，予備的に，90 年代末の教育
動向も含めて確認していく． 
上述した中共 15 大において江が提起した，21 世紀に科学技術を巡って，激しくなる国際
競争の課題に対して，教育部は 1998 年に，「面向 21 世紀教育振興行動計画」という国家的
な教育計画を公布した（張，1999）．この教育計画には，小・中学校段階における 9 年間の
義務教育の普及，高等教育段階における創造性のある人材の養成，経済発展に貢献する科学
研究の推進などの目標が提起され，また，各地では，私立学校の設置も奨励することが明示
されている．一方，この教育計画では，義務教育の「徳育」において「愛国主義」，「社会公
徳」，「中華民族の優秀な伝統」などの教育内容が明示されていた（教育部，1999）． 
さらに，前述したように，90 年代の中国各地では，受験教育への批判により，多様な実
践研究が自主的に行われ，「素質教育」の成功モデルが提唱された（項，2013）．さらに，
1999 年に「素質教育」は，国策として中国で全面的に普及しはじめたとされている（国務
院，2000）．「素質教育」とは，以下のように示されている． 
 
「国家の教育方針を全面的に貫徹し，国民素質の向上を根本的な趣旨とし，学習者の創
造的な精神と実践的な能力の育成に中心を置き，『理想あり，道徳あり，教養あり，規
律あり』の徳育，知育，体育の全面的に発展する社会主義事業の建設者および後継者を
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育成する．」（国務院，2000，p．1） 
 
「素質教育」の国策では，学習者の創造力・実践力の養成が強調されていた．また，学習
者の「徳育」に関しては，「愛国主義，集団主義，社会主義教育，中華民族の優秀な伝統文
化，革命伝統の教育，理想，倫理道徳，文明的行為の養成，中国近代史，基本的国内状況，
国内外の情勢，民主的法律知識教育」（国務院，2000，p．2）という教育内容で構成され，
「中華民族優秀な伝統と世界中の優秀な文明の成果を結びつくこと」（国務院，2000，p．
2）という方針も明示されていた．さらに，教科体育に関しては，「健康第一」という方針の
もとで，基礎的運動技能，運動習慣の養成，学習者の競争意識，協力的態度，堅忍の精神を
養成する目標が明示されていた．ほかに，教育行政の管理に関して，中央政府は，大学進学
率を向上させ，学生の募集制度などの権限を各省の政府に分担させることによって，各省の
政府に一定の自主性を持たせた．また，1985 年の教育改革政策を公布して以来，教育機関
の民営化が拡大されるようになり，自主的な運営権限が再び強調されるようになったとい
う（国務院，2000）． 
 こうした国策の「素質教育」の推進によって，中国の小・中学校では教育課程の改革が進
められた．於（2000）によれば，1999 年に，教育部の主導のもとで，民主的な教育課程改
革の専門家グループの編成に着手し，教育目標の新設，小・中学校のナショナルカリキュラ
ムの作成・改訂，教科書の編集などの取り組みがはじまったとされている．また，教育部は，
教育課程改革を順調に進めるために，教育課程改革のガイドラインを公布した． 
教育部（2001a）によれば，ガイドラインにおける学校教育の目標では，「素質教育」の国
策に提示されている目標に応じながら，学習者の主体的態度，協力的態度，コミュニケーシ
ョン能力が要求されており，教科体育に関しては，学習者の健康な身体，良好な心理的素質
が要求されていた．さらに，学校教育の教育実践では，学習者の独立的態度，主体的態度，
学習者の人格尊重，個人差を重視することも強調されていた． 
 一方，「素質教育」の推進にもかかわらず，学業面でストレスを抱えた高校生が親を殺害
した事件や，中学生がお金を強要されために，同級生を殺害した事件などが発生していた
（江，2000）．これらの事件について，江（2000）は，2000 年の初頭に，学習者の深刻化
した道徳問題として捉え，全国範囲で，学習者の学習負担の軽減，「徳育」・法律知識教育な
どの強化を呼びかけた．その後，2000 年初頭に教育部は，受験教育問題の深刻な状況に鑑
みて，小学生の学習負担を軽減させるための政策を公布した（教育部，2000a）．また，2001
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年に，中央政府は学習者の「徳育」・法律知識教育を強化するために，小・中学生の「徳育」
を強化する政策を公布した（中共中央办公庁・国務院办公庁，2001）． 
公布された「徳育」を強化する政策の詳細に関して，以下の問題が示されていた． 
 
「国内および国際では，意識形態の領域における矛盾および闘争が激しくなり，特に国  
際敵対勢力は，我が国の青少年の思想に対して，文化的浸透を深まっている．個人主義， 
拝金主義，享楽主義など消極的・腐敗的な思想は，青少年に消極的な影響をもたらされ 
た．」（中共中央办公庁・国務院办公庁，2001，p．6） 
 
これらの問題の対応策として，教科の特徴・教育内容と結びつけ，各教科に「愛国主義，
社会主義，中国近代・現代史，基本的な国情，民族団結精神」（中共中央办公庁・国務院办
公庁 ，2001，p．7）および，「科学的精神，科学的な方法，科学的な態度」（中共中央办公
庁・国務院办公庁 ，2001，p．7）の内容を国語，歴史，地理，数学などの座学で学習者に
浸透させることを示した．他方，教科体育，美術，音楽などの教科では，学習者の「愛国主
義」精神，団結・協力的態度，堅忍の精神の養成が強調されていた（中共中央办公庁・国務
院办公庁，2001）． 
 また，陳（2007）によれば，2006 年度末の全国学校体育事業会議では，教育部部長が，
経済発展に伴って国民の生活水準が向上し，青少年の栄養条件も改善されてきたと発言し
たという．しかしながら，体力調査の結果によれば，青少年の間に肥満率，近視率の上昇の
問題が深刻な状況であり，2 年間の徴兵事業の対象である高校卒業生の 63.7%が，体力検査
で不合格であるとされている（陳，2007）． 
このような問題に対して，2007 年に中央政府は座学教科の負担の軽減や，多様な運動会
の開催，毎日 1 時間の身体活動時間の確保の推進活動，2008 年の北京五輪開催を契機とし
た青少年の体力向上を意図する活動の展開など，多様な体力向上の政策を打ち出した（国務
院，2007）． 
 以上のように，グローバル化の進行，激化する国際競争に対して，中央政府が主導する教
育改革では，学習者の人格尊重，主体的態度，個人差を重視しながら，創造力・実践力ある
新たな人材育成目標が要求されていた．また，グローバル化の進行によってもたらされた
「国際敵対勢力」からの「文化的浸透」の恐れがあるため，中央政府は各教科に「徳育」の
内容の浸透を要求し，多様な教育方法によって，学習者の愛国教育，集団主義教育，社会主
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義教育，伝統文化教育など「徳育」を強化していったと考えられる． 
一方，法律知識教育，科学知識の教育，コミュニケーション能力，協力的態度などの目標
も徳育の中に含まれていた．また，諸外国の教育成果を参考することを推奨すると同時に，
自国の伝統文化と結びつけていくことが強調された． 
したがって，中央政府は国際競争の中で，国力を向上させるために，グローバルな視野か
ら新たな人材養成の目標と人間形成の目標を盛り込んだといえる．一方で，いわゆる資本主
義国家からの「文化的浸透」が，社会主義国家と称する中国に脅威をもたらす可能性から，
学習者への愛国教育，政治教育，伝統文化教育などがさらに強調されていた． 
このように，教科体育では，人間形成の目標の設定は，座学と分離されて教科の特徴と結
びつけられ，競争的態度，団結・協力的態度，堅忍的精神，良好な心理的素質の具体的な目
標が要求されていた．また，国民の生活水準の向上に伴い，青少年に健康問題がもたらされ
てきたため，中央政府は，北京五輪の開催を契機として，学校内外と連携し，体力の向上を
目的とする多様な運動促進活動を展開していたといえよう． 
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第 2 節 2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程 
 本節では，2000 年以降に公布された教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過
程を明らかにする．2000 年以降に公布された教科体育のナショナルカリキュラムは，まず
2000 年に公布された「9 年義務教育全日制：小学体育与健康教学大綱」（以下「00 大綱（小）」
と略す），「9 年義務教育全日制初級中学：体育与健康教学大綱」（以下「00 大綱（中）」と略
す）である．もう 1 つは 2011 年に公布された現行の「義務教育：体育与健康教課程標準」
注 2）（以下「11 課程標準」と略す）である． 
 
第 1 項 00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂過程 
 まず，00 大綱（小）・00 大綱（中）が作成・改訂された要因を確認する．1 つ目は，先述
したように，中央政府が 1999 年から，「素質教育」の国策によって，小・中学校において，
人材育成に対して新しい資質を要求し始めたことである．また，教科体育に対しては，「健
康第一」という新しい理念を提起した（王，2009）．課程教材研究所編（2010）によれば，
「健康第一」における「健康」の内実は，従来，普遍的に病気がない身体という認識であっ
たが，世界保健機関（以下「WHO」と略す）の「健康」の定義注 3）を参考にすることで，
身体的・精神的・社会的な面で構成されるという認識に転換されたという．2 つ目は，90 年
代に，教科体育に関する理論研究や自主的教育実践が頻繁になされていたため，教科体育の
ナショナルカリキュラムが，これらの成果を吸収すべきであると示されたことである．3 つ
目は，現場の教師の中で，変化する社会生活に応じるために，学習者の新しい需要を取り込
みべきという認識が現れてきたことである． 
このように，教科体育のナショナルカリキュラムは，これらの新たな認識や需要に対応す
る必要があったと考えられる．また，王（2009）によれば，00 大綱（小）・00 大綱（中）
の位置づけは，次の教科体育のナショナルカリキュラムが公布されるまでの移行期に実行
するものであるとされている． 
 そして，1999 年に教育部は 00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂を主導した．具体
的な作業を実施する部門は，教育部の体育衛生与芸術教育司（以下「体衛芸司」と略す）で
あった．体衛芸司は人教社を指定し，1996 年に公布された高校の教科体育のナショナルカ
リキュラムの試行をもとに，00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂に関する論議会を開
催するようになった（課程教材研究所編，2010；王，2009）．この論議会は，教科体育の研
究者，指導主事，現場の豊かな教職経験を持つ教師の 40 名で構成された．また，00 大綱
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（小）・00 大綱（中）に関する教科名の変更，改訂の趣旨，運動領域の設定に関する検討が
行われていた（課程教材研究所編，2010）． 
具体的に確認していくと，00 大綱（小）・00 大綱（中）の名称は，従来の「〇〇体育教学
大綱」から「〇〇体育与健康大綱」に変更された．課程教材研究所編（2010）によれば，「健
康」という名詞を加えた要因は 3 つあるとされている． 
1 つ目は，上述した「素質教育」の国策の影響によって，教科体育に対して「健康第一」
の理念が提起されたためである．2 つ目は，上述した WHO の影響により，「健康」に対し
て新たな認識ができたためであり，3 つ目は，アメリカ，ニュージーランド，ドイツ，日本
などの教科体育の名称に「健康」や「保健」などの名詞が含まれており，これらを参考にし
たためである． 
次に，00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂の趣旨は，「素質教育」の国策に基づき，
「健康第一」であった．00 大綱（小）・00 大綱（中）における「思想品徳」の目標領域で
は，学習者の挫折を乗り越える精神の養成が強調された．そして，00 大綱（小）・00 大綱
（中）の運動領域の設定に関しては，必修の運動領域の種類および授業数の割合が減少し，
選択必修運動領域および自由選択運動領域の割合が増加した．こうして，2000 年 12 月に，
教育部は 00 大綱（小）・00 大綱（中）を公布するに至った（課程教材研究所編，2010）． 
 以上の 00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂過程の検討を通して，00 大綱（小）・
00 大綱（中）の作成・改訂は，中央政府の主導のもとで人教社が実行し，国際動向を捉え，
「素質教育」の国策における「健康第一」の理念が趣旨として位置づけられていたといえる．
また，00 大綱（小）・00 大綱（中）は，90 年代に中国国内における理論研究および，自主
的教育実践の研究の成果を取り上げ，教師の認識および学習者から変化した需要に応じた
結果であった． 
 
 
第 2 項 「11 課程標準」の作成・改訂過程 
2011 年に，教育部は「11 課程標準」を公布した．「11 課程標準」が公布されるまで，そ
の作成および改訂過程は，主に 3 つの段階に分けられる． 
 
1）第 1 段階（2000 年-2001 年）「11 課程標準（実験稿）」の作成 
まず，「11 課程標準（実験稿）」の作成について検討する．「11 課程標準（実験稿）」は，
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「11 課程標準」作成グループが正式な「11 課程標準」を公布するまでに，教育実践で検証
する必要があったために作成された，「11 課程標準」の初版である注 4）． 
体育（与健康）課程標準研制組編（2002）によれば，「11 課程標準（実験稿）」の作成以
前の時期である 1996 年から 1997 年までの期間において，教育部の主導のもと，学校教育
の実際状況に対して全国規模の予備的調査が行われたとされている．また，1998 年から教
育部は専門家を集め，アメリカ・ヨーロッパ諸国・ニュージーランド・日本などの先進諸国
だけではなく，インド・ブラジルなどの発展途上国における学校教育の動向や政策も分析し，
国際比較研究を展開した． 
そして，1999 年末に，教育部は中央政府からの補助金の提供を受け，「『面向 21 世紀教育
振興行動計画』跨世紀素質教育工程国家基礎教育課程改革項目概覧」（以下「教育振興項目
概覧」と略す）を公布した（教育部，2000b）．この「教育振興項目概覧」では，教科体育を
含め，義務教育段階の各教科の新しいナショナルカリキュラムを作成する事業について公
募が行われた（中華人民共和国年鑑編集部編，2000）．そして，審査を経て，「11 課程標準」
作成グループが結成された．体育（与健康）課程標準研制組編（2002），体育与健康課程標
準研制組・修訂組（2012）によれば，「11 課程標準」作成グループのリーダーは，華東師範
大学の体育与健康学部学部長の季瀏（以下「季」と略す）であると記されている．中心メン
バーの構成に関して，表 4-1 にまとめた． 
 
表 4-1 「11 課程標準」作成グループの中心メンバーの構成 
 
（「中小学体育与健康課程標準的主要特徴是什麼」（季ほか，2002），『体育（与健康）課程標準（実験稿）
解読』（体育（与健康）課程標準研制組編，2002）より作成） 
 
役割 氏名 所属
グループ
リーダー
季瀏
華東師範大学
体育与健康学部学部長
中心
メンバー
潘紹偉
譚華
耿培新
滕子敬
許世岩
胡増荦
汪曉賛
揚州大学 体育学部
華南師範大学 体育学部
人教社 体育編集室
北京師範大学 体育学部
西北師範大学 体育学部
華東師範大学 体育与健康学部
華東師範大学 体育与健康学部
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結成された「11 課程標準」作成グループは，まず，国際比較を通して教科体育のグロー
バル的動向を把握することを試みた．体育（与健康）課程標準研制組編（2002）によれば，
ドイツ，アメリカのカリフォルニア州，イギリス，ニュージーランドの教科体育では，学習
者の心理健康および社会性の目標が設定されていたとされている．また，日本，ロシア，オ
ーストラリアの教科体育では，学習者の態度の養成を重視していたという．そして，中国の
従来の教科体育のナショナルカリキュラムに対して，教科目標と内容設定の不一致の問題，
教育実践における学習者の「思想品徳」教育の不在の問題，運動技術の把握への偏り，運動
技術の難易度などの問題が指摘されていた（体育（与健康）課程標準研制組編，2002）． 
 また，「11 課程標準」作成グループは，中央政府からの「素質教育」の国策における「健
康第一」の理念，WTO 組織への加盟により新たな人材養成の要求に応じながら，「11 課程
標準（実験稿）」の作成方針として，運動技術の難易度を下げ，学習者個人の主体的態度の
養成，コミュニケーション能力，チームワーク能力の養成の目標を確立した（体育（与健康）
課程標準研制組編，2002）． 
 そして，「11 課程標準（実験稿）」の教科目標の設定は，アメリカのカリフォルニア州，
ニュージーランド，オーストラリアのビクトリア州などの教科体育の目標，WHO の「健康」
の定義，アメリカのブルームらの教育目標分類学注 5）などを反映したものであった（義務教
育体育与健康課程標準修訂組編，2012；季編，2003；体育（与健康）課程標準研制組編，
2002）．他方で，「11 課程標準（実験稿）」の運動領域の内容は，中国の各地の多様性，各学
校，教師，学習者に一定の自主性を与えるために規定されていなかったという（体育（与健
康）課程標準研制組編，2002）．このようにして，2001 年に，「11 課程標準（実験稿）」は，
教育部から公布されるようになった． 
 
2）第 2 段階（2001 年-2007 年）「11 課程標準（実験稿）」の教育実践の検証・改訂 
続いて，「11 課程標準（実験稿）」は，2001 年に国務院から「国務院関於基礎教育改革与
発展的決定」（以下「国務院決定」と略す）が公布されたことにより，教育実践での検証が
はじめられた（国務院，2001）．教育実践では，学習者の独立的態度，主体的態度，学習者
の人格尊重，個人差を重視する指導方法が提唱された（教育部，2001a）．また，新しいナシ
ョナルカリキュラムの検証・改訂には，研究者，教師を参加させることなどが提唱されてい
た（教育部，2001a）．  
義務教育体育与健康課程標準修訂組編（2012）によれば，2001 年から教育部は，全国範
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囲の指定された学校において「11 課程標準（実験稿）」を教育実践で検証する事業を開始し
たという．そして，「11 課程標準（実験稿）」は，1 年半の教育実践で検証し，「11 課程標準
（実験稿）」に関する修正意見などを募集した上で，教育部からの各教科の基礎知識と学習
者の創造性の関係，受動的態度と主体的・協力的態度の関係などを把握するための要求を受
けて改訂された．  
 一方，「11 課程標準（実験稿）」の教育実践の検証と同時に，「11 課程標準（実験稿）」に
対して現場の教師や指導主事から運動技術が軽視されているという批判が殺到した（季，
2006；毛，2010）．そして，2004 年以降，体育雑誌において北京師範大学の体育運動学部
の学部長の毛振明注 6）（以下「毛」と略す）を中心に，「11 課程標準（実験稿）」に対する批
判的論述が発表され，批判的に運動技術の向上を強調する教育実践が展開されていた（毛，
2010；孫・弓，2008）． 
しかしながら，季（2006，2012）によれば，「11 課程標準（実験稿）」には具体的な運動
技術が提示されていないだけであり，運動技術が軽視されているわけではないと指摘され
ている．そして，2007 年に毛が主導していた批判的な活動の結果として，毛は「11 課程標
準（実験稿）」を改訂する「11 課程標準」修正グループに参加するようになった（毛，2010）． 
 
3）第 3 段階（2007 年-2011 年）「11 課程標準（修訂稿）」の作成および「11 課程標準」の
公布 
上述した多面的な意見や批判を受けて，「11 課程標準（実験稿）」を改訂するために 2007
年から「11 課程標準」作成グループに新しいメンバーが加えられ，「11 課程標準」修正グル
ープが結成された（体育与健康課程標準研制組・修訂組編，2012）．新しいメンバーには，
毛を中心に，北京市の北京体育大学，北京教育学院などの専門家が加えられた（義務教育体
育与健康課程標準修訂組編，2012；毛ほか，2007a）． 
また，「11 課程標準」修正グループは毛を中心として，「11 課程標準（実験稿）」に対する
教科目標の設定の改善，運動領域に具体的な内容や例示の提示などを提案した（毛ほか，
2007a；毛ほか，2007b；毛，2010）．そして，2008 年に，「11 課程標準」修正グループは，
広範な改訂意見を収集しながら，中央政府や教育部の方針を基に，「11 課程標準」の第 2 稿
である「11 課程標準（修訂稿）」を作成した（義務教育体育与健康課程標準修訂組編，2012）． 
このように，2011 年に，パブリックコメントを受け，最終審議を経て，教育部から「11
課程標準」が公布されたのである（義務教育体育与健康課程標準修訂組編，2012）． 
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4）まとめ 
以上において，「11 課程標準」の作成・改訂の過程を明らかにした．「11 課程標準」の作
成・改訂の担当について，従来の人教社が指定されることがなくなった．代わりに，教育部
は教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂の事業については，競争的公募制度を採
用した．また，作成・改訂の方針は，中央政府からの要求を貫きながら，国際動向を参考に
しており，作成・改訂の過程では，広範に現場の教師，指導主事，教科体育の研究者から意
見を募集して，改訂が行われていた．そして，従来の教科体育のナショナルカリキュラムの
作成・改訂と比べて，「11 課程標準」の改訂・作成は，関与した人数が最も多く，「11 課程
標準（実験稿）」の公開から「11 課程標準」の公布までの 10 年間も最長で，改訂の回数も
最多であった． 
このように，「11 課程標準」の改訂・作成では，90 年代のナショナルカリキュラムの作
成・改訂の過程と比べると，諸外国の教育経験を参考にすることについて，中央政府が開放
的な態度を取っていたといえよう．他方，長い時間をかけて検証・改訂することから，中央
政府は教育改革に対して，慎重な態度を取っていたのではないかと考えられる． 
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第 3 節 2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成の内容 
 第 3 節では，人間形成の視点で，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課程標準」の
目標・運動領域・指導方法の内容を分析する．そして，内容の検討により，この 3 つのナシ
ョナルカリキュラムにおいて，人間形成がどのように取り扱われていたのかについて検討
する．さらに，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課程標準」の内容と，92 大綱（小）・
92 大綱（中）の内容を比較することを通して，00 大綱（小）・00 大綱（中）および「11 課
程標準」における人間形成がどのように変化したのかについて明らかにする． 
 
第 1 項 00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成の内容 
本項では，00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成に関する取り扱い状況を明ら
かにする． 
まず，00 大綱（小）・00 大綱（中）の総括目標および下位目標を確認する．課程教材研究
所（2001）によると，総括目標は 00 大綱（小）・00 大綱（中）の最初の部分に提示されて
いた．00 大綱（小）の総括目標の具体的内容は，「体育と保健の教育実践は，徳育・知育・
美育と結びつき，子供の心身の全面的な発展を促進する．社会主義の建設者および後継者の
養成を準備する」（課程教材研究所編，2001，p．353）と示されていた．また，00 大綱（中）
の総括目標の具体的内容は，「体育と保健の教育実践は，徳育・知育・美育と結びつき，青
少年の心身の全面的な発展を促進する．社会主義の建設者および後継者の基礎を築く」（課
程教材研究所編，2001，pp．790-791）と示されていた． 
次に，00 大綱（小）・00 大綱（中）の下位目標では，身体の発達，知識・技能の把握，
「思想品徳」・心理的健康の 3 つ領域が示されていた．00 大綱（小）の下位目標領域の内
容は，以下のように示されている． 
   
 「1．学習者の身体を全面的に鍛え，心身の調和的な発展を促進する． 
 ・身体健康および安全を保護し，身体健康に関心を持たせる． 
 ・身体の正常的な発達，体力および，基本的な身体能力を促進する． 
 ・自然環境，社会的環境に適応させ，身体健康，病気への抵抗力を増進させる． 
  2．学習者に体育・保健の基礎知識，基本的技能，基本的な身体を鍛える方法を，初歩
的に把握させる． 
  ・身体を鍛えるメリットを理解させる． 
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  ・低・中学年に，身体を鍛える知識，衛生保健の常識を理解させ，基本的技能を初歩的
に把握させ，身体を鍛える能力を身につけさせる．高学年は，低・中学年を基に，運
動種目の技術を初歩的に把握させ，好きな運動種目に参加できる能力を旺盛にする． 
  3．学習者の思想品徳の教育を行い，健全な心理的資質を養成する． 
  ・愛国主義，社会主義，集団的栄誉感の教育を行う． 
  ・遊戯，運動活動に対する趣味を持たせ，身体を鍛える習慣を養成する． 
  ・個性，主体的・積極的な態度を発展させ，団結・協力的態度，規律の遵守，勇敢，逞
しい意志，挫折を恐れないなど健全な心理的資質を培う．」（課程教材研究所編，2001，
p．354） 
 
00 大綱（中）の下位目標の詳細については，以下のように示されている． 
 
  「1．全面的に身体を鍛え，学習者の心身の調和的な発展を促進する． 
  ・健康な身体を培い，身体の正常的発達，体力の発達を促進する． 
・生理的機能を増強させ，自然・社会環境への適応能力，病気への抵抗力を増進させる． 
  ・心身の健康的な発展を促進し，挫折に耐えられる能力を増進させる． 
  2. 学習者に体育・保健の基礎知識，基本的技能，基本的な身体を鍛える方法を把握さ
せる． 
  ・体育および保健の目的・役割を理解させる． 
  ・体育の基礎知識，保健の知識，思春期の自己保護の知識を把握させる． 
・身体を鍛える技能・方法を身につけさせる．一部の運動種目の基本的技術を把握させ， 
科学的方法で身体を鍛えることができる． 
  ・把握した知識・技能を活用して，初歩的に身体を鍛えることができる．自己調整，自
己検定，自己評価ができる． 
  3．思想品徳教育を行い，健康な心理的資質を養成する． 
  ・愛国主義，社会主義，集団主義教育を行い，良好な公徳心を育てる． 
  ・健康を，生存・学習・生活・個人の発展と関連させ，スポーツに対する趣味，スポー
ツ鑑賞の能力を向上させ，積極的・自発的に身体を鍛える習慣を養成する． 
  ・個性，創造性を養成し，主体的態度，活気，向上心，探究精神，困難を克服する精神
を培う． 
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・頑強な精神，団結心，協力的態度を培い，個人・集団の成功および失敗を適切に対応
できる．規律性，良好な人間関係を育てる．失敗を恐れず，逞しい意志を養成する．」
（課程教材研究所編，2001，p．791） 
 
続いて，00 大綱（小）・00 大綱（中）の運動領域について確認する．課程教材研究所編
（2001）によれば，00 大綱（小）・00 大綱（中）は，小・中学校の 6・3 学年制度および
5・4 学年制度の両方に適応できるように作られていた．また，00 大綱（小）の運動領域は，
必修，選択必修（1 学年に，1-2 運動領域を選択する），自由選択の 3 つが設定されていた．
必修の運動領域には，基礎運動（第 1 学年，第 2 学年のみ），遊戯，陸上（第 3-6 学年），体
操（第 3-6 学年），武術注 7）（第 3-6 学年）の 5 つが設定されていた．選択必修の運動領域に
は，球技，ダンス，水泳の 3 つが設定されていた．そして，自由選択の運動領域には，少数
民族スポーツ・民間スポーツ，新しいスポーツ種目などが提示されていた． 
具体的な運動領域の運動項目に関しては，基礎運動の運動領域において，陸上の走運動，
投擲などの基礎的な運動項目，器械運動などが設定されていた．遊戯の運動領域では，集団
行動・体つくり運動に基づく遊戯，ボールゲーム，学習者の集中力・観察力・想像力を養成
するゲームなどが設定されていた．球技の運動領域には，改良したサッカー，バスケットボ
ール，ソフトバレーボールのゲームが設定されていた． 
また，00 大綱（中）は，3 つの学年で構成され，運動領域は，必修，選択必修，自由選択
3 つが設定されていた．必修の運動領域には，陸上，体操，武術の 3 つが設定されていた．
選択必修の運動領域には，球技，ダンス，水泳の 3 つが設定されており，自由選択には，少
数民族スポーツ・民間スポーツ，新しいスポーツ種目などが提示されていた．具体的な運動
領域の運動項目について確認すると，球技の運動領域では，サッカー，バスケットボール，
（ソフト）バレーボールの 3 つが設定されていた．00 大綱（小）・00 大綱（中）の陸上，
体操，武術の運動領域は，従来の教科体育のナショナルカリキュラムと比べて，運動項目の
設定が変化していない． 
そして，課程教材研究所編（2001）によれば，00 大綱（小）・00 大綱（中）の運動領域
の具体的な内容の設定は，簡易化されている．例えば，小学校 5 年生の陸上の走運動に関し
ては，92 大綱（小）において 50m 走，400m 走，1,500m 走，4×50m 走，40m 障害物競走
が設定されており，00 大綱（小）において 1,500m 走がなくなっていた．中学校 3 年の跳
運動に関しては，92 大綱（中）において，高跳びおよび幅跳びの跳び方が 7 種類に規定さ
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れていたが，92 大綱（中）において高跳びおよび幅跳びの跳び方は 2 種類だけに限定され
ている． 
 次に，00 大綱（小）・00 大綱（中）の各学年段階，各運動領域における「思想品徳教育」
および，「心理的資質」に関する目標を抽出し整理する．具体的な内容を表 4-2，表 4-3 に
示した． 
 
表 4-2 00 大綱（小）の各学年段階，各運動領域における              
「思想品徳教育」・「心理的資質」の目標 
 
 （『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） より作成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学校
学習段階
の目標
必修 選択必修
学年 基礎運動 遊戯 陸上 体操 武術 球技 ダンス 水泳
1-2
・仲間との良好
な関係の構築
・団結・協力精神
・規律性
（集団行動）
・困難を克
服する精神
（縄跳び，器
械運動）
・勇敢・頑強
の精神
（器械運動）
・主体的態度
・環境の保護
・団結・協力的
精神
・仲間との良好
な関係
・ルールの遵守
・主体的態
度
・団結・協
力的態度
・主体的
態度
・団結・
協力的
態度
3-4
・主体的態度
・楽観的態度
・頑強の精神
・誠実・友好・
協力的態度
・ルールの遵守
・協力意識
・競争的精
神
・困難を克
服する精
神
・勇敢・頑
強の精神
・集団的意識
・困難を克服
する精神
・主体的態
度
・愛国主義
・武徳
・民族的自
尊心・誇
り感
・団結・協
力の精神
5-6
・成功・失敗に対
する適切な対応
・挫折を恐れない
態度
・公正的態度
・責任感
・協力意識
・向上心
・協力意識
・成功・失敗に
対する適切な
対応
・集団的意
識
・協力意識
・勇敢精神
・主体的態度
・勇敢・果
断・頑強の
精神
・「武徳」
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表 4-3 00 大綱（中）の各学年段階，各運動領域における 
「思想品徳教育」・「心理的資質」の目標 
 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001） より作成） 
 
最後に，指導方法の提示に関しては，学習者個人の発展と需要に応じて，学習者の主体的
態度，創造性を引き出す指導方法を工夫することが強調されている（課程教材研究所編，
2001）．そして，学習者の自己評価も求められた． 
 以上のように，00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成に関する内容を従来の大
綱，特に 92 大綱（小）・92 大綱（中）と比較しながら検討した．まず，総括目標に関して，
92 大綱（小）・92 大綱（中）と比べて，従来の「社会主義の建設者，保衛者」の養成の目標
から「社会主義の建設者，後継者」に変化していた． 
また，下位目標における人間形成に関する目標には，挫折を乗り越える目標が加えられた．
00 大綱（小）・00 大綱（中）における各学年，運動領域では，団結，規律性，勇敢，頑強，
忍耐，集団主義精神などの「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標が設定されたままで
中学校
学年の目標
必修 選択必修
学年 陸上 体操 武術 球技 ダンス 水泳
1（4年制)
・公正的態度
・団結・協力・責任
感がある態度
・友好的な人間関係
・集団的精神
・協力的態度
・主体的態度
・勇敢・果断
の精神
・頑強の精神
・「武徳」
・仲間への
配慮
・勇敢・頑
強の精神
・協力的態度
・勇敢・頑強・
果断の精神
・団結・協力の
精神
・主体的態
度
・団結・協
力の精神
2（4年制）
1（3年制）
・競争の意識
・協力する能力
・規律性
・主体的態度
・団結・友愛の精神
・忍耐の精神
・規律性
・協同の精神
・勇敢・果断
の精神
・頑強な意志
・「武徳」
・勇敢・頑強の
精神
・忍耐力
・団結・協力の
精神
・主体的態度
・体育的道徳
・良好な人
間関係
・団結・協
力の精神
3（4年制）
2（3年制）
・規律性
・マナーがある行動
・集団的精神・集団
的栄誉感
・堅持の精神
・協力の精神
・集団主義精
神
・規律性
・集団意識
・「武徳」
・勇敢・頑
強の精神
・勇敢・頑強の
精神
・向上心
・団結・協力の
精神
・堅忍の精神
・楽観的態
度
4（4年制）
3（3年制）
・活気
・向上心
・協力的態度
・規律性
・集団主義精
神
・団結・勇
敢・頑強の
精神
・勇敢・頑強・
堅忍の精神
・協力的意識
・向上心
・集団主義精神
・向上心
・他者と交
流する能
力
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あり，良好な人間関係の構築，仲間への配慮，協力的態度，公正的態度，勝敗に対する正し
い対応，責任感，ルールの遵守，マナーがある行動，他者と交流する能力などの「市民性教
育」に関わる目標が設定されていた．その中に，団結・協力的態度の養成が最も重視されて
いたと考えられる． 
そして，00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成の目標の内容は，92 大綱（小）・
92 大綱（中）と比べてほとんど変化は見られないが，00 大綱（小）・00 大綱（中）の各運
動領域に人間形成の目標を設定した箇所が増えていた．他方で，00 大綱（小）・00 大綱（中）
における人間形成の目標の設定は，学年目標と各運動領域目標と一致しないという問題が
あった．また，競争精神，協力的態度の目標は，「素質教育」の国策をもとに設定されたと
考えられるが，競争精神は学習者が勝利追求のためにお互い競い合う意識を強調するため，
人間形成として不適切ではないかと考えられる．最後に，指導方法の提示において学習者を
中心とすることが強調されていたものの，人間形成に関する具体的な指導方法は提示され
ていない． 
以上のように，00 大綱（小）・00 大綱（中）は，92 大綱（小）・92 大綱（中）と比べ
て，人間形成の目標に関する内容設定の変化が少なく，人間形成に関する指導方法も提示さ
れていないため，進展はほぼ見られないと考える． 
 
 
第 2 項 「11 課程標準」における人間形成の内容 
 本項では，「11 課程標準」における人間形成に関する取り扱い状況について検討する．さ
らに「11 課程標準」の内容と，2001 年に公布した「11 課程標準」の初稿である「11 課程
標準（実験稿）」の内容および，2008 年に公布した「11 課程標準」の第 2 稿「11 課程標準
（修訂稿）」を比較することを通して，「11 課程標準」の作成・改訂の過程では，人間形成
に関して，どの点が修正されたのかを明らかにする． 
 まず，「11 課程標準」の総括目標および下位目標を確認する．総括目標は以下のように示
されている． 
 
  「体育与健康課程は，素質教育の実施，学習者の愛国心，集団主義精神，徳・知・（身）
体・美（育）に対して，重大な意義を持っている．体育与健康課程（教科体育）を通し
て，学習者に体育・保健の基礎的知識，基本的技能・方法を把握させ，体力を向上する．
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学習方法，身体を鍛える方法を学ばせ，実践能力および創造力を発展させる．運動の楽
しさおよび成功な体験を味わわせ，身体を鍛える習慣を養成させる．良好な心理的素質，
協力，コミュニケーション能力を発展させる．健康を維持する意識を向上させ，健康な
生活様式，向上心，楽観的な生活態度を形成させる．」（教育部，2012，p．6） 
 
教育部（2012）よれば，「11 課程標準」の下位目標は，「運動への参加」，「運動技能」，「身
体健康」，「心理的健康・社会への適応」の 4 つ領域が示されていた．「運動への参加」とは，
学習者が教育実践の学習および身体を鍛える活動の中で示した態度および行動を指す．「運
動技能」とは，学習者が教育実践の学習および身体を鍛える活動では，運動技術の完成程度
を指す．「身体健康」とは，学習者の良好な体力，身体機能，活気に満ちた状態を指す．「心
理的健康・社会への適応」とは，学習者の良好な心理的状態，社会との調和的な関係を指す．
また，この 4 つの目標領域は，総合的に関連し合いながら，教育実践を行うことが強調され
ていた． 
次に，人間形成に関する「心理的健康・社会への適応」の目標領域の詳細を取り上げて検
討する．「11 課程標準」では，9 年間の義務教育を 4 つの学習段階に分けられていた．学習
段階ごとの「心理的健康・社会への適応」の詳細な目標内容を表 4-4 に示した．さらに，
「心理的健康・社会への適応 」の目標領域において提示されている人間形成の具体例を表 
4-5 に示した． 
続いて，運動領域の設定について確認する．「11 課程標準」では，具体的な運動領域の内
容が規定されていなかった．なぜなら，教育部（2012）と義務教育体育与健康課程標準修訂
組編（2012）によれば，「11 課程標準」は国家的な意志が具現化され，権威性を持つ基準で
あるものの，各地域において「11 課程標準」に依拠しつつ各地域の特色に応じて自主的に
教科書を作成することが求められていたためである． 
しかし，作成された教科書は，教育部が設立した「小・中学校課程教材専門家委員会」お
よび「小・中学校教科書検定委員会」の審査を受ける必要があるとされていた．他方で，「11
課程標準」および「11 課程標準」の解説書には，具体的な運動項目が提示されていた．そ
こで，本項では，提示されている具体例を検討する．人間形成に関する「心理的健康・社会
への適応」の目標領域に提示される運動項目の具体例については，表 4-6 に示した． 
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表 4-4 「11 課程標準」の各学習段階に「心理的健康・社会への適応」の 
目標領域の詳細 
 
（『義務教育：体育与健康課程標準（2011 年版）』（教育部，2012）より作成） 
 
表 4-5 「心理的健康・社会への適応」の目標領域の具体例 
 
（『義務教育：体育与健康課程標準（2011 年版）』（教育部，2012），『義務教育：体育与健康課程標準
（2011 年版）解読』（義務教育体育与健康課程標準修訂組編，2012）より作成） 
 
学習段階
「心理的健康・社会への適応 」の目標領域の詳細
頑強な意志の養成
情緒をコントロール
する方法の養成
協力意識・能力
の養成
道徳的行為の養成
レベル1
（第1・2学年）
真剣に学習目標を達成す
ることができること．
教育実践を通して，情緒
に与える積極的な影響を
体験すること．
新しい環境で他者と協
力することができるこ
と．
教育実践で，クラス
メートの安全に気を配
り，クラスメートをサ
ポートすること．
レベル2
（第3・4学年）
一定の難度がある運動活
動を完成できること．
教育実践で積極的・安定
な情緒を保つこと．
教育実践では，仲間と
積極的交流し，協力す
ること．
ルールを守り，行動す
ること．
レベル3
（第5・6学年）
・教育実践では，困難を
克服する行動をとれる
こと．
・身体状況・能力の差が
ある自己・他者を，正
しく認識し，対応する
こと．
教育実践では，個人の情
緒の調整に注意を払うこ
と．例：失敗に対して，
情緒を乗り越えること．
グループ内に，自己の
役割をきちんと果たす
こと．
・道徳的意識・行為を
形成すること．例：
勝敗に対する正しい
態度，相手・仲間・
審判員への尊重．
・身体能力で差別しな
く，他者をサポート
すること．
レベル4
（第7・8・9学年）
果断に方策を決める能力 挫折・失敗を積極的に対
応し，安定な情緒を保つ
こと．
集団的栄誉感を有する
こと．例：集団的活動
に，目標を達成するた
めに，仲間と協力する
こと．集団の目標に服
従すること．
道徳的行為を養成し，
日常生活に移行するこ
とができること．例：
フェアなプレイ，誠実，
マナー，尊重などを行
動に表すこと．
「心理的健康・社会への適応」の目標領域の具体例
頑強な意志の養成
情緒をコントロールする
方法の養成
協力意識・能力の養成 道徳的行為の養成
・長距離走で，学習者に
学習者の自己的示唆を
する方法を教え，完走
させること．
・適切な目標を設置し，
学習者に新たな挑戦，
種目などを体験させる
こと．
・障がい者にリレーを体
験させること．
・ボールゲームで戦略を
策定させること．
・長距離走・球技・遊戯
などの教育実践に専念
させること．
ゲームに負けたら，ネガ
ティブな情緒を乗り越え
ること．
・民主的，調和的な雰
囲気を作ること．
・仲間と助け合い，協
力し，運動技能を
高めること．
・グループ内に，各メ
ンバーの役割分担で，
グループの目標を達
成すること．
・ボールゲームで，学
習者に意見を交換さ
せ，ルールを遵守さ
せ，ルール違反を判
断させること．
・ルール違反に対し，
教師から直接に指摘
されること．
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表 4-6 「心理的健康・社会への適応」の目標領域に提示される運動項目の具体例 
 
（『義務教育：体育与健康課程標準（2011 年版）』（教育部，2012），『義務教育：体育与健康課程標準
（2011 年版）解読』（義務教育体育与健康課程標準修訂組編，2012）より作成） 
 
 以上の表から，「11 課程標準」の「心理的健康・社会への適応」の目標領域の内容の設定
には混乱が生じていると考えられる．具体的には，表 4-4 に示したように，「頑強な意志の
養成」分野のレベル 3 の「身体状況・能力の差がある自己・他者を正しく認識し，対応する
こと」は，「道徳的行為の養成」の分野に属するものと考えられる．また，「協力意識・能力
の養成」分野のレベル 4 の「集団的栄誉感を有すること」と「集団の目標に服従すること」
は，集団の目標を達成するために個人の意志を無視することであるため，ここでは，「協力
意識・能力の養成」の範疇に属さないと考えられる．要するに，「11 課程標準」における人
間形成の内容の設定に関しては，まだ多様な問題が存在していると考えられる． 
そこで，以下では 2001 年に公開された「11 課程標準（実験稿）」と，2008 年に公開され
た「11 課程標準（修訂稿）」，2011 年に公布された「11 課程標準」の 3 つの比較を通して，
上述した問題点が生じた要因を検討していく． 
 まず，表 4-7 に示されている総括目標について確認すると，「11 課程標準」における人間
形成に関する目標は，初版の「11 課程標準（実験稿）」と同様に，「心理的健康」，「人間関
係の構築」，「協力態度」，「向上心」，「楽観的態度」のままであった．しかし，「11 課程標準」
が「11 課程標準（実験稿）」と「11 課程標準（修訂稿）」と異なるのは，最終版の「11 課程
標準」の総括目標の冒頭に，「素質教育の実施，学習者の愛国心，集団主義精神，徳・知・
（身）体・美（育）に対して，重大な意義を持っている．」（教育部，2012，p．6）という
学習段階
「心理的健康・社会への適応 」の目標領域に提示される運動項目の具体例
頑強な意志の養成
情緒をコントロールす
る方法の養成
協力意識・能力の養
成
道徳的行為の養成
レベル1
（第1・2学年）
鬼ごっこ遊戯
レベル2
（第3・4学年）
長距離走，バスケットボー
ルゲーム，遊戯の活動の中
に専念し，活気ある行動を
すること．
“2人3脚”遊戯 サッカーゲーム中に，
ルール違反の行為を指
摘すること．
レベル3
（第5・6学年）
・長距離走中の堅持
・ダイビングの挑戦
・障がい者リレーの体験
サッカーゲーム，リ
レーの活動
バスケットボール試合
中，ルール違反の行為
を指摘すること．
レベル4
（第7・8・9学年）
バスケットボール試合中
に，戦略を策定すること．
卓球ゲームで負けたら，情
緒を調整する方法を後述す
ること．
チームでオリエンテー
リング活動の展開
バスケットボール試合
中にルールの遵守
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内容が加えられた点である． 
 
表 4-7 「11 課程標準（実験稿）」・「11 課程標準（修訂稿）」・「11 課程標準」の    
総括目標の概要 
 
（『全日制義務教育・普通高級中学：体育（1～6 年級）体育与健康（7～12 年級）課程標準（実験稿）』
（教育部，2001b，p．6），「全日制義務教育体育与健康課程標準（修訂版）」（教育部，2013，p．182）,
『義務教育：体育与健康課程標準（2011 年版）』（教育部，2012，p．6）より作成） 
 
次に，人間形成に関する下位目標の内容の比較をしていく．「11 課程標準（修訂稿）」の
下位目標の内容は「11 課程標準」と同様であるため，ここでは，表 4-8 に示した「11 課程
標準（実験稿）」の下位目標内容と，表 4-4 に示した「11 課程標準」の内容のみを比較する
こととする． 
これらの比較を行った結果，「11 課程標準」の目標領域「心理的健康・社会への適応」の
「協力意識・能力の養成」に，「集団的栄誉感を有すること」，「集団の目標に服従すること」
の目標が設定されていたものの，2001 年に公開した初版の「11 課程標準（実験稿）」の目
標領域「社会への適応」における「調和な人間関係，良好な協力精神・道徳的行為」には設
定されていなかった． 
以上の比較を通して，「11 課程標準」の総括目標の冒頭に加えられた「学習者の愛国心，
集団主義精神」の内容は本来設定する意図がなかったものの，2011 年の最終審議の時に，
中央政府および教育部の要求に応じて加えられのたものであると考えられる．また，「学習
者の愛国心」の内容は，下位目標に対応する内容が設定されていなかったため，ここでは単
に形式的に設定されたのではないかと考えられる．そして，「11 課程標準」の下位目標にあ
る「集団的栄誉感を有すること」と「集団の目標に服従すること」の目標は，本来であれば
「11課程標準（実験稿）」 「11課程標準（修訂稿）」 「11課程標準」
総括
目標
概要
体育与健康課程を通して，学習者は
・体力向上，基礎の知識，運動技能
・興味，愛好，運動習慣
・心理的健康，人間関係の構築，協力
態度
・保健知識，健康なライフスタイル
・スポーツ精神，向上心，楽観的な態
度
を養成する．
体育与健康課程を通して，学習者は
・基礎の知識，技能，方法，体力向上
・実践する能力，創造力
・趣味，運動習慣
・心理的健康，協力態度，人間関
係の構築
・健康なライフスタイル，向上心，楽観
的な態度
を養成する．
体育与健康課程は，素質教育の実施，学
習者の愛国心，集団主義精神，徳・知・
（身）体・美（育）に対して，重大な意
義を持っている．体育与健康課程を通し
て，学習者は
・基礎の知識，技能，方法，体力向上
・実践する能力，創造力
・趣味，運動習慣
・心理的健康，人間関係の構築，協力態
度
・健康なライフスタイル，向上心，楽観
的な態度
を養成する．
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2001 年に公布した初版の「11 課程標準（実験稿）」に設定されず，上述した検討のように，
「11 課程標準」の目標領域「心理的健康・社会への適応」の「協力意識・能力の養成」の
範疇に属さないため，ここでは，中央政府や教育部から直接的に命じられたからこそ目標に
加えざるを得なかったのではないかと考えられる． 
 
表 4-8 「11 課程標準（実験稿）」の「心理的健康」・「社会への適応」の目標領域の詳細 
 
（『全日制義務教育・普通高級中学：体育（1～6 年級）体育与健康（7～12 年級）課程標準（実験稿）』
（教育部，2001b）より作成） 
 
他方で，人間形成に関する内容であるにも関わらず，2001 年に出された「11 課程標準（実
験稿）」では，学習者の体力低下の問題が述べられていなかった．しかし，「11 課程標準（修
訂稿）」および「11 課程標準」の前書きの部分では，学習者の体力低下の問題が明示されて
いた．また，「11 課程標準」の解説書には，教科体育の教育実践において運動負荷が低い現
状や，学習者の技能練習の回数が少ないという問題が示されていた．そして，体力低下の問
題に対して，「11 課程標準」には，適切な運動項目を選び，多様な練習方法で学習者の体力
を向上することが強調されていた（義務教育体育与健康課程標準修訂組編，2012）．さらに，
「11 課程標準（修訂稿）」および「11 課程標準」において，体力向上が再び重視された理由
としては，前述したように，2007 年に青少年に向けて公布された体力向上政策と関連して
いるのではないかと考えられる． 
 
 
第 3 項 00 大綱（小）・00 大綱（中）と「11 課程標準」の比較 
学習段階
「心理的健康」の目標領域の詳細
「社会への適応」の
目標領域の詳細
心理健康と心身発
展の関係
運動活動と自尊心・自
信の関係
情緒の調整
困難を克服する意
志
調和な人間関係，良好な
協力精神・道徳的行為
レベル1
（第1・2学年）
成功・失敗する
時の心境の口述
新しい環境の適応 集団活動と個人活動の区
別，他者への尊重
レベル2
（第3・4学年）
心理的感受性 自己表現の意欲，行為 仲間の進歩，失
敗の時に，情緒
の表現
一定難度の目標の
完成
他者との協力
レベル3
（第5・6学年）
身体健康と集中力，
記憶力，情緒，意
志の関係
身体の発育，発達にも
たらされた心理的問題
の対応
運動活動を通し
て，情緒を調節
すること．
自己の能力に適切
な目標の設置
他者への関心
レベル4
（第7・8・9学年）
心理状態から身体
健康に与える影響
運動活動を通して，自
尊心，自信の確立
情緒の調節する
方法
自己の能力に適切
な目標の設置
道徳的行為の判断
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本項では，「11 課程標準」における人間形成に関する内容と， 00 大綱（小）・00 大綱（中）
の内容を比較していく． 
まず，「11 課程標準」における総括目標には，従来の社会主義の建設者，保衛者，後継者
という目標がなくなっており，愛国心，集団主義精神という「共産主義的道徳」の人間形成
に関する目標が教科体育の総括目標の冒頭に記され，協力的態度，コミュニケーション能力
の「市民性教育」の人間形成に関わる目標についても強調されていた． 
次に，「11 課程標準」における人間形成の目標の内容は，00 大綱（小）・00 大綱（中）に
おける人間形成の目標の内容と比較すると，「市民性教育」の人間形成に関する目標と内容
の設定の割合が増加しており，「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標と内容の設定の
割合が明らかに減少した．具体的には，競争精神の目標がなくなり，フェアなプレイ（中国
語「公平競争」）の目標が加えられていた．また，「11 課程標準」には，運動領域が規定さ
れていないため，本項では，00 大綱（小）・00 大綱（中）と比較することができない． 
続いて，指導方法の提示に関しては，「11 課程標準」およびその解説書には，具体的な指
導方法が提示されていないものの，教育実践では，人間形成に関する具体例が挙げられてい
た． 
 以上のように，中央政府は国際競争の中で国力向上に対する課題を抱え，学習者の道徳問
題に直面していた．そのため，中央政府は，「11 課程標準」において個人の意志を無視する
「共産主義的道徳」の人間形成が後退し，「市民性教育」の人間形成が追加されることに対
して，容認する態度を取っていたと考えられる．しかし，社会主義国家と称しているため，
中央政府は政治的スローガンと関連する「共産主義的道徳」の人間形成の目標を完全にナシ
ョナルカリキュラムから取り除くことを認めなかったと考えられる． 
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第 4 節 2000 年以降の教科体育の教育実践における人間形成 
本節では，2000 年以降の教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を分析
し，まとめていく．さらに，「11 課程標準」が公布された 2011 年を境界線として，2011 年
以前の指導案の例示と 2011 年以降の指導案の例示を比較していく． 
 
第 1 項 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践における人間形成 
 本項では，主に 2000 年から 2011 年までの期間に，学校体育雑誌や学校教育雑誌に公開
され，学校現場の体育教師が作成した教科体育の指導案 20 部を分析の対象とする注 8）．そ
して，これらの指導案を運動領域別にまとめて，教材，目標，指導方法の詳細を表 4-9 に示
した.  
 まず，各指導案に設定された目標を分析する．各指導案には，体力発達の目標や技能把握
の目標のみならず，運動の楽しさを味わうい，創造力の養成に関する目標も多く示されてい
た．また，人間形成の目標の詳細に関して，「共産主義的道徳」に関する規律性，団結，勇
敢・頑強，困難の克服，集団栄誉感の目標が明示されていた一方で，「市民性教育」に関す
る他者への関心，人間関係の構築，勝敗に対する正しい対応の目標は，2000 年以前の教科
体育の教育実践と比べて多様に設定されていた． 
次に，指導方法に関しては，心拍数の予測や練習の回数・時間の設定など，運動負荷への
配慮がほとんどの指導案に提示されていた．運動技能の把握や習熟に関しては，教師による
デモンストレーション・解説・動作の修正がすべての指導案に提示されており，小学校低学
年の指導案においては，運動の楽しさを味わい，創造性を養成するために，多様な環境を模
擬する遊戯の指導方法が用いられていた． 
また，班別指導方法に関しては，学習者の身体能力・性別で班を分けることやランダムに
班を分けることで，班のメンバーを交流・協力させ，リーダーによる授業管理に協力するこ
とが提示されていた．そして，自由にグループやペアを組んで話し合い，協力しながら，技
能の習熟，練習方法の創造，問題解決の能力を養成する指導方法が提示されていた．さらに，
授業の規律の強調，戦争場面を模擬する遊戯の方法が多く提示されていた． 
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表 4-9 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
 
（注 8 における「表 4-11 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所」より作
成） 
 
 以上のことから，2000 年から 2011 年までの期間における，教科体育の指導案の例示を
まとめることで，この時期の教科体育の教育実践のトレンドを把握することができた．この
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時期の教育実践では，学習者に技能を把握させるために，教師による多様な技能を指導する
方法，班別で練習，練習方法を創造する方法，グループやペアで協力しながら練習する方法
をつくるなど，多様な方法が提示されており，学習者の運動技能の把握が重視されていたと
考えられる．また，運動負荷を考慮することで，学習者の体力発達の目標が重視されていた．
そして，多様な環境を模擬する遊戯では，学習者に運動の楽しさを味わわせることも意図さ
れていた． 
他方で，自由に組んだグループ，ペアおよび班内での学習は，学習者の話し合いや学習者
の協力態度，人間関係の構築，他者への関心の態度などの「市民性教育」の人間形成を養成
するためであると考えられるが，最終的な目的は学習者の技能を把握することだろう．一方
で，「共産主義的道徳」の人間形成に関しては，授業中の規律の強調が規律性の養成と関連
し，班別指導が団結・集団栄誉感と関連づけられると考えられるものの，2000 年以前の教
科体育の教育実践における指導方法とも同様であったといえる．また，戦争場面を模擬する
遊戯の指導方法も，2000 年以前の教科体育の教育実践における指導方法のままであった． 
このように，この時期に教科体育の教育実践は，体力，技能の目標が重視されながら，「共
産主義的道徳」の人間形成の目標が後退し，「市民性教育」の人間形成の目標が重視される
ようになったといえよう．しかしながら，従来の「共産主義的道徳」を養成する指導方法が
未だに活用されており，「市民性教育」のために有効な指導方法が用いられているとはいえ
ない． 
 
 
第 2 項 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践における人間形成 
 本項では，主に 2012 年から現在までの学校体育雑誌に公開された中で，体育教師によっ
て作成された教科体育の指導案 20 部を分析の対象とする注 9）．そして，これらの 20 部の指
導案の詳細を表 4-10 に示した.  
まず，各指導案の設定された目標を分析する．各指導案には，体力発達の目標，技能把握
の目標が明示され，学習者の創造力の養成の目標，成功体験の目標が多くの指導案に示され
ていた．一方で，運動の楽しさを味わうことに関する目標は，2000 年から 2011 年までの
期間の教育実践の指導案と比べて，提示される指導案の数が少なくなった．また，チームワ
ーク精神，仲間との共感，人間関係の構築，自尊心，責任感，良好な行為などの「市民性教
育」の人間形成の目標に関する目標が示されている一方で，「共産主義的道徳」の人間形成
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に関する団結，頑強，忍耐力，規律性，集団主義精神，集団栄誉感の目標が 2000 年から 2011
年までの期間の指導案と比べて，さらに後退しているといえる．また，競争意識は従来の 00
大綱に示されていた目標が指導案に設定されていた． 
 
表 4-10 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示のまとめ 
 
 （注 9 における「表 4-12 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所」より
作成） 
 
運
動
領
域
陸
上
器
械
運
動
球
技
武
術
ヌ
ン
チ
ャ
ク
運
動
項
目
走
運
動
・
長
距
離
走
高
跳
び
投
擲
マ
ッ
ト
運
動
ゴ
ー
ル
型
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
）
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
目
標
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
成
功
の
体
験
◎
表
現
力
◎
人
間
形
成
の
目
標
：
・
協
力
・
団
結
・
頑
強
・
忍
耐
力
・
自
尊
心
・
調
和
的
な
人
間
関
係
・
仲
間
と
の
共
感
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
人
間
形
成
の
目
標
： ・
協
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
競
争
意
識
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
人
間
形
成
の
目
標
： ・
協
力
・
良
好
な
行
為
・
規
律
性
・
責
任
感
・
自
尊
心
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
成
功
の
体
験
◎
人
間
形
成
の
目
標
：
・
協
力
・
競
争
意
識
・
勇
敢
・
良
好
な
人
間
関
係
の
構
築
・
他
者
と
の
交
流
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
運
動
の
楽
し
さ
◎
創
造
力
◎
人
間
形
成
の
目
標
：
・
協
力
・
団
結
・
集
団
主
義
精
神
・
忍
耐
力
・
自
尊
心
◎
技
能
の
目
標
◎
成
功
の
体
験
◎
人
間
形
成
の
目
標
： ・
競
争
精
神
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
成
功
の
体
験
◎
人
間
形
成
の
目
標
： ・
協
力
・
「
武
徳
」
・
勇
敢
・
頑
強
・
規
律
性
・
集
団
栄
誉
感
◎
体
力
の
目
標
◎
技
能
の
目
標
◎
創
造
力
◎
人
間
形
成
の
目
標
： ・
協
力
指
導
方
法
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
練
習
す
る
こ
と
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
）
で
の
練
習
・
ル
ー
ル
，
規
律
の
強
調
・
集
団
一
体
感
の
強
調
・
感
想
を
口
頭
で
述
べ
,交
流
す
る
こ
と
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
班
別
（
能
力
/ラ
ン
ダ
ム
）
で
の
練
習
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
）
で
の
練
習
・
仲
間
と
お
互
い
に
励
ま
す
こ
と
・
自
由
に
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
練
習
す
る
こ
と
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
仲
間
と
の
協
力
・
助
け
合
い
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
）
で
の
練
習
・
ル
ー
ル
の
遵
守
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
・
自
由
）
で
の
練
習
，
班
の
メ
ン
バ
ー
の
交
流
・
自
由
に
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
練
習
す
る
こ
と
・
多
様
の
環
境
を
模
擬
遊
戯
・
ル
ー
ル
の
遵
守
・
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
，
協
力
し
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
・
自
由
）
で
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と ・
ル
ー
ル
の
強
調
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
班
別
（
ラ
ン
ダ
ム
・
自
由
）
で
の
練
習
・
多
様
の
環
境
を
模
擬
遊
戯
・
規
律
の
強
調
・
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
，
協
力
し
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
・
運
動
量
の
配
慮
・
教
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
説
・
動
作
の
修
正
・
多
様
の
環
境
を
模
擬
遊
戯
・
練
習
方
法
の
創
造
・
規
律
の
遵
守
【第 4 章】 
 
 138 
次に，指導方法に関して分析していく．2000 年から 2011 年までの期間の教科体育の指
導案の例示と同様に，運動負荷の配慮，教師によるデモンストレーション・解説・動作の修
正の指導方法が，ほとんどの指導案に用いられていた．また，班別での練習，班のメンバー
の交流，自由にペアを組んで協力しながら練習する指導方法も多くの指導案に用いられて
おり，2000 年から 2011 年までの期間における教科体育の指導案の例示と同様の傾向がみ
られる．また，練習方法の創造，多様の運動環境を模擬する遊戯の方法の提示は減少してお
り，規律の強調だけではなく，ルールの遵守が多くの指導案に提示されていた．そして，班
やペアで練習する時の仲間との協力方法については，2000 年から 2011 年までの期間の教
科体育の指導案の例示と同様に多く提示されていた．さらに，集団の一体感の強調，口頭で
感想を述べて交流する方法も提示されていた． 
 以上のように，2012 年から現在までの教科体育の指導案の例示を分析することで，この
時期の教科体育の教育実践のトレンドを把握することができた．この時期の教育実践では，
2000 年から 2011 年までの教育実践と同様に，学習者の技能の把握，体力の発達が重視さ
れており，運動の楽しさの目標が後退したことに伴い，多様な運動環境を模擬する遊戯の方
法の提示も少なくなっていた．また,「共産主義的道徳」の人間形成に関しては，規律の強
調などの従来の指導方法の使用は少なくなり，戦争場面を模擬する指導方法もなくなった
といえる．一方で，「市民性教育」の人間形成に関しては，班別や自由に組んだペア，グル
ープの中において，学習者間での交流や協力する方法が 2000 年から 2011 年までの教育実
践と同様に多くの指導案に用いられていた．仲間と互いに励ますこと，集団の一体感の強調，
感想を共感することは新しい方法として提示されているものの，身体活動で行うことでは
なく，教師，学習者による口頭で述べる形で行うものである． 
要するに，この時期の教科体育の教育実践は，人間形成に関して，「市民性教育」の人間
形成に関する目標が重視され，新しい指導方法が少し提示されているものの，2000 年から
2011 年までの期間における教育実践と比べて，体力，技能の目標が重視されているままで
あり，大きな変化はみられなかったといえよう． 
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第 5 節 本章のまとめ 
本章では，2000 年以降の中国の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程を
明らかにした．その中で，人間形成の視点から，教科体育のナショナルカリキュラムの内容
を分析し，教科体育の教育実践の検討を通して，教科体育における人間形成の展開状況を明
らかにした． 
 結果の大要は，以下のようにまとめられる． 
 
1）00 大綱（小）・00 大綱（中）の作成・改訂過程の検討を通して，00 大綱（小）・00 大綱
（中）の作成・改訂は中央政府が主導し，人教社が実行していたといえる．また，「素質
教育」の国策における「健康第一」の理念に基づき，国際的動向を捉えた．さらに，90 年
代の中国国内における理論研究および自主的教育実践の研究の成果を取り上げ，教師の
認識および学習者の需要の変化に応じて作成・改訂した．また，「11 課程標準」の作成・
改訂の作成・改訂の事業では，競争的な公募制度を採用した．そして，作成・改訂の方針
は，中央政府からの要求を貫きながら国際動向を参考にし，広範に意見を募集した． 
 
2）00 大綱（小）・00 大綱（中）における人間形成に関して検討した結果，「共産主義的道
徳」の目標は，92 大綱（小）・92 大綱（中）と比べて同様であった．社会性，公正的態
度，勝敗に対する正しい対応などの「市民性教育」の人間形成に関する目標を設定してい
たものの，従来の 92 大綱（小）・92 大綱（中）と比べて大きな進展がなかった．また，
学年目標が各運動領域目標と一致しない問題や競争精神を人間形成とするには不適切と
考えられる問題もあった． 
「11 課程標準」における人間形成に関して検討した結果，中央政府および教育部の要
求に応じて，政治的スローガンを加えざるを得なかったと考えられる．さらに，中央政府
は，国際競争の中で国力を向上する課題を抱え，学習者の道徳問題に直面していたため，
「11 課程標準」において，個人の意志を無視する「共産主義的道徳」の人間形成が後退
し，「市民性教育」の人間形成が盛り込まれることに対して，容認する態度を取っていた
と考えられる． 
 
3）2000 年以降の教科体育の教育実践に関して検討した結果，まず，2000 年から 2011 年
までの期間の教科体育の教育実践では，学習者の運動技能の把握，体力の発達の目標，運
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動の楽しさを味わう目標が重視されていた．「共産主義的道徳」を養成するために提示さ
れていた指導方法は，従来の教科体育の教育実践に提示されていた指導方法のままであ
った．次に，2012 年以降の教科体育の教育実践では，学習者に技能の把握，体力の発達
が重視されているままであった．2000 年以降の教科体育実践では，全般的な変革は行わ
れず，「共産主義的道徳」の人間形成が後退した一方で，「市民性教育」の人間形成に関す
る指導方法は十分に備えられているとは言えない状況であった． 
 
以上のように，2000 年以降の教科体育における人間形成の取り扱いの状況を検討した．
この時期は，国際競争で国力を向上させるために，グローバルな視野から，新たな人材養成
の目標，「市民性教育」の人間形成に関する内容が盛り込まれた．そして，中央政府が主導
する国策から，教科体育における人間形成に関する内容の設定に直接的な影響を与えた．ま
た，いわゆる資本主義国家からの「文化的浸透」に抵抗するために，設定されている愛国教
育，政治教育，伝統文化教育から分離され，教科体育の特徴と結びつけられ，競争的態度，
団結・協力的態度，堅忍的精神，良好な心理的素質の具体的な目標を要求した． 
他方で，2007 年に，青少年に厳重な健康問題にもたらしたとされる徴兵の影響で，従来，
00 大綱（小）・00 大綱（中）では，楽しさの強調，技能の簡易化を通して，学習者の負担を
軽減しようという意図があったが，2007 年に，中央政府による新しい指示の影響で，体力
低下の問題を解決するために，「11 課程標準」においてさらに学習者の体力の発達が強調さ
れている． 
一方，政治的スローガンと関連する「共産主義的道徳」の人間形成の目標は，中央政府の
強要によって，「11 課程標準」に残されていたと推察できる．しかしながら，「11 課程標準」
の内容の検討を通して，集団主義の目標の設定が形骸化しているのではないかと考えられ
る．また，教科体育の教育実践における人間形成の取り扱いの実況は，「11 課程標準」にお
ける激変した人間形成の内容と比べて，進捗の悪い傾向がみられた． 
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第 4 章 注釈 
注 1）中国共産党全国代表大会とは，中国共産党の最高指導機関であり，5 年に１度開催さ
れる．執政の基本方針は，政治報告を選択・採択することである（唐，2012）． 
 
注 2）2011 年に公布された『義務教育：体育与健康教課程標準』は，小学校と中学校は 4 つ
の学習段階に分けられた（教育部，2012）． 
 
注 3）WHO による「健康」（Health）の定義は，WHO の第 48 版の「Basic document」の  
文献によれば，身体的（Physical,），精神的（Mental），社会的(Social)の 3 つ領域で構成
される（World Health Organization，2014）． 
 
注 4）「11 課程標準（実験稿）」の公布時は，正式な「11 課程標準」を 2011 年に公布するこ
とを定めていなかった．ここでは，表記を統一するために，「11 課程標準（実験稿）」と
いう表記にした．「11 課程標準（実験稿）」の正式名称は，高校を含めて，『全日制義務教
育・普通高級中学：体育（1-6 年級）体育与健康（7-12 年級）課程標準（実験稿）』であ
る（教育部，2001b）． 
 
注 5）ブルームは 1986 年に，当時の中国教育委員会からの招待で，上海市の華東師範大学
で講演を行った．また，ブルームの教育目標分類学の書著などは中国で翻訳出版された．
さらに，中国の学校現場では，教育目標分類学に関する教育実践も行われていた（義務教
育体育与健康課程標準修訂組，2012；黄，1986）． 
 
注 6）毛は 2002 年から北京師範大学の体育運動学部に着任し，体育運動学部の初代の学部
長に就任した（孫・弓，2008）． 
 
注 7）00 大綱（小）・00 大綱（中）には，第 3 章で述べた 92 大綱（小）・92 大綱（中）の
民族伝統スポーツの運動領域を武術領域に縮小した．残りの少数民族スポーツ，民間スポ
ーツの種目を自由選択の運動領域に移した（課程教材研究所編，2001）． 
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注 8）考察対象の指導案の例示の出所は表 4-11 に示す． 
 
表 4-11 2000 年-2011 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所 
刊 行
年度 テーマ 著者 誌名 
巻号・ 
ページ数 
2002 1 年級体育実践課教案 彭昕 中国学校体育 22（6）：70-71 
2002 3 年級体育課教案 王海霞 中国学校体育 22（6）：68-69 
2002 6 年級体育与健康実践課 郭峰 中国学校体育 22（6）：71-72 
2003 1 年級体育課「勤労的小動物」教案 宗方磊 中国学校体育 23（5）：76-77 
2003 「球類活動」教学設計 李璽清 黑龍江教育 1（7）31-32 
2003 小学 3 年級体育課教学設計 廬鋒 体育師友 26（5）：47-50 
2003 快楽的草地遊戯－小学 1 年級体育課的教学設計 王海霞 体育師友 26（2）：44-45 
2004 小学 1 年級体育技巧課教学設計 常桂湘 中国学校体育 24（1）：71-72 
2005 小学 2 年級体育“攀爬”課教案 陳志飛 中国学校体育 25（6）：63 
2005 初中 2 年級新授「足球頭頂球」教学設計方案 程智 中国学校体育 25（5）：68 
2005 小学 2 年級「模倣動物爬行」課教学設計 洪芝江 中国学校体育 25（5）：70 
2006 「池塘里的遊戯」教学設計 高乃華 体育教学 23（3）：32-33 
2007 大紙箱在支撑跳躍中的運用－4 年級体育課教案 楊菊紅 中国学校体育 27（7）：83-85 
2007 鯉魚跳龍門—小学体育課教学設計 穆可輝 体育教学 24（5）：39 
2007 「障碍跑」教学設計 崔建利 体育教学 24（2）：32-33 
2008 「玩球」教学設計 許戦光 体育教学 25（8）：136 
2009 2 年級模倣動物跳教案 王興発・蘇軍 体育教学 26（2）：35 
2009 7 年級前滾飜教学設計 張唐森 体育教学 26（4）：31-32 
2010 7 年級体育教案 劉紅軍 才智 17（6）：195 
2011 7 年級分腿騰越教案 侯進輝 体育教学 27（2）：61 
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注 9）考察対象の指導案の例示の出所は表 4-12 に示す． 
 
表 4-12 2012 年-2018 年の教科体育の教育実践に関する指導案の例示の出所 
刊 行
年度 テーマ 著者 誌名 
巻号・ 
ページ数 
2012 呼号運球教学設計（水平 1） 陳岳祥 体育教学 29（8）：40 
2012 水平 2「五歩拳」（第 1 課時）教案 易承宗 中国学校体育 32（12）：71 
2012 水平 3 投擲砂包（背弓技術的学習）教学設計 張戈ほか 体育教学 29（9）：47-48 
2012 水平 4 耐久跑教学設計 張海平 体育教学 29（11）：67 
2012 籃球体前変向換手運球 李鋒 体育教学 29（8）：35-36 
2012 水平 4 正面双手擲実心球教学設計 曹肖雄 体育教学 29（9）：50-51 
2015 水平 2 軟式壘球 湯文宗 体育教学 32（8）：53-54 
2016 水平 2（3 年級）「後滾飜成跪撑」教案 李定琛 中国学校体育 36（5）：32-34 
2016 水平 2（4 年級）「障碍跑－跨越障碍」教案 王蔚 中国学校体育 36（2）：31-32 
2016 水平 2（3 年級）「小足球－脚内側射門」教案 李涛 中国学校体育 36（6）46-47 
2016 水平 3（5 年級）「耐力跑」教案 呉葉青 中国学校体育 36（1）：38-39 
2016 水平 4(7 年級)「技巧:遠撑前滾翻」教案 王漢軍 中国学校体育 37（5）：35-37 
2016 水平 4（9 年級）「双節棍——前反弾」教案 孫躍東 中国学校体育 37（7）：42-44 
2017 水平 1（2 年級）「投擲-抛投与抛接胶圏」教案 王東 中国学校体育 37（8）：45-48 
2017 「快楽小籃球」第 2 課時（水平 1） 趙娟 体育教学 34（10）：43 
2017 水平 1 快速跑教学設計 陳紅 体育教学 34（11）：53-54 
2017 小学籃球体前変向換手運球教学設計（水平 3） 邵進南・蔣美傑 体育教学 34（8）：40-41 
2017 水平 3（5 年級）「跨越式跳高」教案 何涛 中国学校体育 37（2）：34-36 
2018 水平 1 武術類教材的室内教学 鄭金坤 中国学校体育 38（4）：83-84 
2018 水平 3 跨越式跳高教学設計 高鵬・鄭金国 体育教学 35（5）：67-69 
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結章 中国の教科体育における人間形成に関する取り扱い状況の歴史的変遷 
 
 結章では，各章の総括を行い（第 1 節），それを踏まえて本研究の結論を述べる（第 2 節）．
最後に，今後の課題と展望について述べ，本研究の結びとしたい． 
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第 1 節 本研究の総括 
 本研究の目的は，中国が建国してから現在までの教科体育のナショナルカリキュラムの
作成・改訂過程を明らかにし，人間形成の視点を設定した上で，ナショナルカリキュラムの
内容の分析および人間形成に関する教育実践の展開状況を明らかにすることであった． 
 
第 1 章では，1949 年の建国後から文革運動以前までの時期の中国の教科体育における
人間形成の取り扱い状況を明らかにした．中国で初めての教科体育のナショナルカリキュ
ラムは，政治制度の近似する旧ソ連を模倣した．それは，自国の学習者の身体の発達状況
に応じて，運動技術の難易度を調整してから実施するものであった．しかしながら，国内
の教育実践における秩序の乱れ，さらには中国と旧ソ連の外交関係の悪化の影響を受け，
教科体育のナショナルカリキュラムの改訂が求められた． 
その際の主な改訂点は，教科体育のナショナルカリキュラムの法的性格の強調，武術の
運動領域の開発にあった．武術の運動領域を開発した背景には，旧ソ連の教科体育と区別
しようという「脱ソ連化」の強調や，学習者へのナショナル・アイデンティティの醸成が
あったと考えられる． 
また，この時期の教科体育のナショナルカリキュラムは，学習者の「共産主義的道徳」の
人間形成を中心に，労働者と軍事の予備役の養成が求められていた．しかし，「共産主義的
道徳」の人間形成の目標，そして目標に基づいた指導方法は，学習者の身体的状況や学習者
の個人的意思が蔑ろにされ，学習者の人権が尊重されていたとはいえない状況であった．な
ぜなら，建国されたばかりの中国では，共産党政権を固めるために「共産主義的道徳」の人
間形成のみを実施していたからである．さらに，飢饉や健康の問題，戦争の多発の課題を抱
えていたため，個人の意志・権利は蔑ろにされていたと考えられる． 
 
 第 2 章では，80 年代の教科体育における人間形成の取り扱い状況を明らかにした．この
時期の教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂は，西側のいわゆる資本主義国家の
教科体育のナショナルカリキュラムや教育実践を参考にしていた．そして，初めて民間から
の意見が募集された．しかしながら，中央政府のトップダウン的な性格が強いため，それで
もなお，中央政府からの身体重視の方針が中心に位置づけられていたことを明らかにした． 
次に，80 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの内容を考察することにより，学習
者個人の発展や需要のために，「共産主義的道徳」の人間形成と「市民性教育」の人間形成
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の目標が共存していたことが明らかになった．しかし，「共産主義的道徳」の人間形成の目
標がまだ中心的な位置にあり，「市民性教育」の人間形成の目標は僅かであった． 
最後に，80 年代に教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を考察した結
果，教育実践では，学習者の体力の発達，技能の習得が重視される傾向にあることが明らか
となった．その際の「共産主義的道徳」の人間形成に関する指導方法では，第 1 章で考察し
た指導方法と比べて変化が見られず，学習者個人の意思を尊重しているとはいえなかった．
したがって，80 年代の教科体育には，「共産主義的道徳」の人間形成は中心的な位置づけの
ままであり，「市民性教育」の人間形成はまだ初歩的な段階であることを明らかにした．  
 
第 3 章では，90 年代の教科体育における人間形成の取り扱い状況を明らかにした．中央
政府がいわゆる資本主義国家からの文化を受け入れはじめたことによって，80 年代末に発
生していた一連の民主化運動が終息した．そして，90 年代に中央政府は，国際的な孤立状
況から脱出し，一時的に停滞していた「改革・開放」政策を再び推進した．こうした社会背
景を踏まえた上で，教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂の方針を考察した結果，
中央政府がいわゆる資本主義国家からの文化の輸入に対する警戒的態度を示していたこと
が看取された．それに伴って，自国のスポーツ文化を強調するために「民族伝統スポーツ」
という運動領域が再編成された． 
次に，90 年代の教科体育のナショナルカリキュラムの内容を考察した結果，90 年代のナ
ショナルカリキュラムでは，体力の発達，技能の修得が重視される傾向にあり，「共産主義
的道徳」の人間形成の目標が，「市民性教育」の人間形成の目標とともに増設され，各運動
領域に具体化されたことが明らかになった．しかし，「共産主義的道徳」の人間形成がまだ
中心的な位置づけにあった． 
そして，90 年代の教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を考察した結
果，体力の発達や技能の習得が重視され，「共産主義的道徳」の人間形成に関する指導方法
は従来のままであったことが明らかとなった．また，「市民性教育」の目標に関する指導方
法に関しても，大きな進展はみられなかった． 
他方で，過熱化する受験教育を批判するために，90 年代に各地で自主的な教育実践活動
として「和楽教育」が展開されていた．「和楽教育」は，孔子の教育思想と，現代の国内外
の先進的な教育理論と結びつけた成果であると標榜されたが，「和楽教育」のもとで実施さ
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れた「和楽体育」の教育実践を考察した結果，それは単に伝統文化の名の下に，運動の楽し
さおよび人間関係の構築をめぐる教育実践を行うだけであったと考えられる．  
 
 第 4 章では，2000 年以降の中国の教科体育における人間形成の取り扱い状況を明らかに
した．この時期の中国では，改革派を中心とした中央政府がグローバル化を推進しており，
教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂は，中央政府からの要求を貫きながら，国
外の動向を参考とし，広範に意見を募集していた．他方で，教科体育のナショナルカリキュ
ラムの作成・改訂の事業は，初めて競争的な公募制度を採用した． 
次に，2000 年以降の教科体育のナショナルカリキュラムの内容に関して，「市民性教育」
の人間形成に関する内容が盛り込まれた一方で，「共産主義的道徳」の人間形成に関する内
容は後退した．その要因に関して，中央政府は，国際競争の中で国力を向上する課題を抱え
ていたことや学習者の道徳問題に直面していたため，容認的な態度を取ったと考えられる． 
そして，「共産主義的道徳」の人間形成の目標は形骸化されていったことを明らかにした．
その要因に関して，中国は社会主義国家と称しているため，中央政府は政治的スローガンと
関連する「共産主義的道徳」の人間形成の目標を，完全にはナショナルカリキュラムから取
り除くことができなかったためであると考えられる．ナショナルカリキュラムでは，政治的
スローガンの設定が強要されるとともに，青少年に深刻な健康問題にもたらす徴兵の問題
からの影響で，体力の向上も再び強化されたことを明らかにした． 
 最後に，2000 年以降の教科体育の教育実践のトレンドを代表する指導案の例示を考察し
た結果，この時期の教育実践では，未だに技能の習得，体力の発達が重視されていたことが
明らかとなった．さらに，「共産主義的道徳」の人間形成の取り扱いが後退し，「市民性教育」
の人間形成に関する指導方法も十分に備えられているとはいえず，全般的な変革は行われ
ていなかった． 
 
以上が本研究の総括である．次節では，全体的検討によって得られた知見から，本研究の
結論について述べる． 
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第 2 節 結論 
 
まず本研究では，教科体育における人間形成に関する指導的内容の設定に影響する要因
について，教科体育のナショナルカリキュラムの作成・改訂過程の考察を通して，中央政府
が教科体育における人間形成の指導的内容に対して主導権を握っていたことが明らかにな
った．さらに，教科体育における人間形成の指導的内容の取り扱いの変化は，各時期の中央
政府における政治的ヘゲモニーと緊密な関係にあることが明らかになった． 
そして，こうした政治的ヘゲモニーとの関連に着目しながら検討した結果，先行研究の検
討に依拠して作成した図 序-2 「本研究の時期区分・全体的仮説」と異なる結果が得られた．
特に第 3 章の結果が注目に値する．具体的には，序章では 80 年代末の一連の民主化運動の
影響を受けて 90 年代の教科体育は，「共産主義的道徳」の人間形成が一時的に高揚してか
ら後退すると仮定した．一方で，「市民性教育」の人間形成も一時的に後退して再び高揚す
ると仮定した． 
しかし，表 結-1「教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関する下位目
標の『徳目』一覧」からわかるように，90 年代の教科体育では，「共産主義的道徳」の人間
形成は，「市民性教育」の人間形成とともに上昇傾向を示した．さらに，集団の目標や意志
を尊重する「共産主義的道徳」の人間形成については，学習者個人の意思や権利を尊重する
「市民性教育」の人間形成とは異なる点があるものの，中国の教科体育では両立できるとい
う実態を明らかにした．したがって，「図 序-2 本研究の時期区分・全体的仮説」を，表 結
-1 に依拠しながら，改めて下記のように「図 結-1 中国の教科体育における人間形成の取り
組みの概念図」として表した． 
続いて，80 年代以降，中国の教科体育における人間形成に関する内容は，社会主義イデ
オロギーから離れつつ，徐々に社会的要請，学習者の需要に応じることが重視されていった．
すなわち，80 年代以降の中国の教科体育における人間形成の内容は，社会的要請，学習者
個人の発展に寄与する可能性がある内容を取り入れるという実用化へ向けた傾向であった
と考える．しかし，中国の政治体制を動揺する可能性がある思想や教育実践などは禁じられ
る．例えば，「タブーゾーン」とする愛国心（社会主義政治体制や共産党政権への絶対的支
持），集団主義精神などをなくしてはならないという考え方を持っているのではないかと考
えられる． 
 
【結章】 
 152 
 
図 結-1 中国の教科体育における人間形成の取り組みの概念図 
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表 結-1 教科体育のナショナルカリキュラムにおける人間形成に関する下位目標の 
「徳目」一覧† 
 
† 表 結-1 に，青い枠線で囲む内容は，「共産主義的道徳」の人間形成に関する目標である．赤い枠線で囲む内容は，「市民性教育」の
人間形成に関する目標である． 
（『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱汇編（体育巻）』（課程教材研究所編，2001）；『義務教育：体育
与健康課程標準（2011 年版）』（教育部，2012）より作成） 
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第 3 節 今後の課題と展望 
 最後に，今後の課題と展望について述べておきたい． 
 
1 つ目に，授業デザインや教師行動は，学習者の人間形成に直接的な影響を与えると考え
られる．換言すれば，教員養成課程における専門教育のあり方が，将来の教育実践に影響を
及ぼすと考えられる．そのために，中国における教員養成コースが設置されてきた師範大学
や体育大学など，諸教育機関の組織や教員養成カリキュラムの内容などの歴史についても，
具体的な考察を重ねていく必要がある． 
 
2 つ目に，中国の学校現場では，各地で教員研修が行われている．その中では，現場の教
師の指導力を高めるための教員研修も定期的に行われている．これらの教員研修の実施を
主導するのは，各地の教育委員会が任命した「教研員」（日本の指導主事と類似する）であ
る．これらの教員研修は，教師の指導力に大きな影響を与えている．そのため，教員研修の
実態を明らかにすることができれば，教科体育の教育実践における人間形成の実態を多面
的に理解することができる． 
 
 3 つ目に，図 結-1 では，「市民性教育」および「共産主義的道徳」の人間形成が両立され
ていた時期が確認された．しかし，それらが両立するに際しては，様々な葛藤や対立があっ
たと推察される．そのため，今後はさらにこうした時期の教育実践の取り組みの実態を精緻
に明らかにするとともに，学習者や教師の立場から見た教科体育の在り方を明らかにして
きたい． 
 
 以上の 3 点が，本研究に残された主な課題である． 
以上に提示された課題は，中国の教科体育の教育実践における「市民性教育」の人間形成
に関する指導的理論や指導方法の欠如に対峙していく上で，重要な試みとなる．今後さらに，
政治的，あるいは時々の時勢や国際的関係に左右されず，子供の発達・発育に，自由，尊厳，
生命，身体の安全に対する権利を確保でき，教科体育の本質的な価値を踏まえた教育実践の
発展に資することができるような指導的理論や指導方法の提供に努めていきたい． 
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